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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

        議   事   日   程       第 ２ 号 

３月12日（火）９時開議    

 日程第１   市政事務に対する一般質問 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

平成25年３月武雄市議会定例会一般質問通告書 

順番 議 員 名 質 問 要 旨 

１ 23 黒 岩 幸 生 

１．一般質問について 
 1)議会活動と一般質問回数をどう思うか？ 
 
２．ⅠＴ行政推進について 
 1)行政ナビ研究部署の立ち上げは？ 
 
３．ごみ処理場建設について 
 1)経過と問題解決にどう対処したか？ 
 
４．放射能問題について 
 1)放射能に対する考え方を深めるべきでは？ 
 
５．工業団地利用について 
 1)立地条件を活かした活用方法は？ 

２ 20 川 原 千 秋 

１．産業関係 
 1)地場産業の振興について 
 
２．行政関係 
 1)みんなのバスの運行について 
 2)債権管理条例の制定について 
 
３．教育関係 
 1)教育の再生について 
 2)ＩＣＴ教育の方向性について 

３ １ 朝 長   勇 

１．市営住宅の今後の方向性について 
 
２．これからの庁舎のあり方について 
 
３．特色ある教育政策について 
 
４．企業誘致について 

４ ４ 山 口 裕 子 

１．高齢化社会の対応について 
 1)みんなのバスについて 
 2)ＦＭ放送開局について 
 
２．経済政策の公共事業の促進について 
 
３．武雄市の国際戦略について 
 
４．子ども達の支援について 
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順番 議 員 名 質 問 要 旨 

４ ４ 山 口 裕 子 
５．おもてなしの町づくりについて 
 1)花いっぱい運動について 
 2)イベントなどの対応について 

５ ５ 山 口 良 広 

１．行政視察対応について 
 
２．教育問題について 
 1)学校におけるいじめ対策について 
 2)体罰に関するアンケートの公表について 
 
３．農業問題について 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

開   議    ９時 

○議長（杉原豊喜君） 

 皆さんおはようございます。休会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

      日程第１ 一般質問 

 日程に基づきまして、市政事務に対する一般質問を開始いたします。 

 一般質問は、16名の議員から59項目についての通告がなされております。日程から見まし

て、本日は５番山口良広議員の質問まで終了いたしたいと思います。 

 質問の方法、時間につきましては、議会運営委員長の報告のとおりでございます。 

 議事の進行につきましては、特に御協力をお願いいたします。また、執行部の答弁につき

ましても、簡潔でかつ的確な答弁をお願いいたします。 

 それでは、最初に23番黒岩議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。23番黒岩議

員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 （全般モニター使用）おはようございます。黒岩幸生でございます。 

 東日本大震災から丸２年の月日が流れたところでございます。亡くなられた皆さん方に心

からの御冥福と、そしてまた、一刻も早い復興を祈念いたすところでございます。 

 本日、私１番バッターということで、久しぶりでございますけれども、大変緊張をいたし

ております。と申しますのも、今や世界的に有名な樋渡市長さんに挑むわけでございますの

で、きょうは傍聴席にうちの身内一同寄せました。ごらんのとおり、空席を除けば満席とい

う、たくさんの傍聴者の皆さんの力を得ながら樋渡市長に挑んでまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 冗談はさておきまして、先日テレビを見ていたわけでございますけれども、その中で園田
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天光光さんというんですかね、園田外務大臣の奥さんでございますけれども、現在94歳だと

いうことでございます。日本で初めての女性代議士になられた方ですね、代議士というのは

衆議院ですけれども、その方の対談を見ておりまして、何人かで見ておったんですけれども、

そのときに園田先生がおっしゃるに、こうおっしゃったんですね。最近の議員はサラリーマ

ン化していると。国会議員のことでしょうけれども、最近の議員はサラリーマン化している

とおっしゃった。そのとき、私の隣におった人が、名前は伏せますけれども、その方がサラ

リーマンと議員は違うとおっしゃったんですね。私ももちろんそのとおりだと思いました。

しかし、その次言われた言葉が違うんですね。ぐさっと刺さりましたけれども、サラリーマ

ンは８時から17時まで一生懸命仕事ばせんぎ給料ば削られる。休むぎ賃金カットされる、し

かし、議員はたとえ一般質問を何もせんで家業に精を出しとっても賃金は減らん。どんだけ

長期に休んでも給料も減らんやろうもん、こうおっしゃったので、ぐうの音も出なかったん

ですね。幸生、今度今までの一般質問を出せということでございましたので、命令を受けて、

皆さん方の報告をしたいと思います。 

 24年度３月定例会の一般質問でございます。24年度というのは、この年最後でございます

ので、今回まで入れて、22、23、24と、計12回、今回まで皆さんの通告を入れて12回という

ことでカウントいたしております。見えるですね、見えんぎと思うて書いてきたんですよ。 

 12回が上田議員と宮本議員、11回が上野議員と黒岩、私ですね。10回が山口裕子議員、松

尾陽輔議員、山口昌宏議員、谷口議員、江原議員、８回が平野議員、７回が山口等議員、山

口良広議員、そして吉川議員、川原議員、松尾初秋議員、６回が朝長議員、５回が古川議員

となっております。４回以降につきましては、25年度にまだまだ４回のチャンスがあるわけ

ですね。皆さん丸々していただければ４回になりますので、これはあえてカウントいたして

おりません。もし私がこのまま25年度の３月定例議会で一般質問することがあれば、全体を

教えたいと思います。 

 そこで、市長にお伺いですけれども、一般質問の回数と言っていいんですけれども、一般

質問と議会活動をどのように日ごろ思われているのか、答弁を求めたいと思います。よろし

くお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 まことに答えにくい質問ありがとうございます。 

 私は、掛け算だと思っています。幾ら数が多くたって、中身がなければだめだと思ってい

ますので、誰がどうだとは言いませんけれども、掛け算だと思っています。 

 一方で、議会活動は、私も政治家ですのでよく思うんですけど、例えば、集会であるとか、

あるいは各種行事への参加であるとか、あるいはひまわり通信を出されておりますけれども、
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そういう各種のチラシであるとかビラであるとか、そういったことの総合判断の中で有権者

が決められるものだと思っております。 

 以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 ありがとうございます。 

 この括弧の中は討論回数なんですね。今、赤にしましたけど、実はこれで前と後ろに動か

しているんですよね。だから、前は黒いパネルがございまして、その次のパネルに、ここで

回しますと、赤くなるというふうにしております。全てこれで一般質問動いております。上

田議員が11回、私15回ですね。これ討論回数です、反対、賛成ありますけれども、松尾陽輔

議員が２回、山口昌宏議員が13回、谷口議員が４回、江原議員が23回、平野議員が22回で、

山口等議員が１回、山口良広議員が６回、そして吉川議員が２回、こう書いていますけど、

松尾初秋議員が２回ですね、ここね。これを多い順に比べてみますと、こうなるんですね。

（発言する者あり）はい、すみません、間違うとるごたるですね。ここですね。ここ飛ばし

ますけれども、平野議員と江原議員で45回、そして黒岩から山口良広さんまでが45回、つま

り反対、賛成の形でずっと議会は動いているんですね。だから、こういう形で動いていると

いうことを覚えていただければ結構だと思います。 

 一般質問については、先ほど市長が言われましたように、有権者が判断することだという

ことでございますので、それくらいにしたいと思います。 

 今回、私、５件について出しておりますけど、２つ目のＩＴ行政についてでございますけ

れども、実は北海道情報大学に行ったんですね。熊本の方にお願いをして、北は北海道から

南は沖縄まで情報大学に行ってみたいということでＩＴ委員会と会派で行ってまいりました。

そのとき、これ皆さん何に見えますか。これ図書館なんですね。この窓の向こうに10万冊あ

るんです。それが自動的に出てくるというのを見まして、このパソコンで出るんですね。こ

の窓つながりについて質問をしてまいりたいと思います。つまり、この自動書庫出納ステー

ションということで、ここから出入りをするんですね。つまり、パソコンという静から自動

ステーションですから動へ、さらには進化していくナビ、これは２年ぐらいしょっちゅう私

ここで話していますけれども、進化していくナビ、つまり行政ナビをここで開発しようとい

うことで、市長ぜひとも今回は一歩踏み出してほしいということで質問をしてまいります。 

 ３つ目は、ごみ処理場建設についてでございます。 

 処理方式を決定し、これどこかの新聞で書かれましたけど、後で言いますが、まず目的を

決めるんですね。資源化もいいでしょう、しかし、私が訴えてきたのは、平成22年の４月に

広域圏議会議員になって訴えてきたのは松浦地区の安全・安心なんです。安全・安心、つま
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り松浦地区に処理場をつくりますので、そこの安全・安心について頑張るべきだということ

を訴えてまいって、処理方式が決まっていったんですね。もう１つは、４市５町の財政支出

を抑制してきた。これは伊藤元康前局長が一生懸命力を入れたところなんですね、財政支出。

これも後で時間があったら話をします。そういうのを３年間かけて検討してきましたので、

そのことについて価値観の共有をしていきたいということで質問をしたいと思います。 

 さらには、放射能問題、この放射能問題ですけれども、これは福島県の地図なんですね。

つい最近、２月でしたかね、周辺１歳児の被曝線量がはかられたんですね。そのときの数字

が南相馬市が20ミリシーベルト、浪江町が20、双葉町が30、大熊町が20、富岡町が10、いわ

き市が30、飯舘村が30、この飯舘村というのは、玄海原発と武雄市、あるいは福島原発と飯

舘村、ちょうど一緒のところなんですね。方向的には真反対ですけれども、だから、いつも

飯舘村が気になっているところですね。それから、川内村、この川内村は皆さん御存じです

よね。一時帰省があったところでしょう。これを見てみますと、ここが双葉町ですよ、原発

があったところですね。少し離れた、ここですけれども、これがいわき市なんです。そして、

ここが飯舘村、つまりここが30なんですよ。川内村はここですね、いわき市の上のところ、

川内村は10ミリシーベルト以下なんですよ。だから、一時帰省されたか知りませんけど、最

も低いところですね。それで、富岡町は、ここも10ですよ。そして、大熊町、すぐ隣も20で

すね。これ30キロ圏外が30で、近くが薄いと、こういうことを考えてみますと、５キロとか

10キロ、30キロという話はもうないんですね。 

 先日、家内と一緒に八幡岳に登ったんですけれども、玄界灘がきれいに見えますよ。原発

と言いませんけどね、それくらい近いんですね、距離的に20キロ、30キロというのは。だか

ら、我々は放射線の実態を本当に知らなければならないと思うんですね。そして、正しく怖

がるということが大事なんですね。なめてもいかん、恐れ過ぎてもいかんということなんで

すね。 

 先日新聞に載っておりましたけれども、玄海原発第１号機は廃炉へ先陣かと書いてあるん

ですね。１号機は日本で一番危ないと言われる原発ですね。それは、これ何回も話しますけ

ど、脆性遷移温度が高いということですね。脆性というのはもろくなるということですね。

これもここで一回話したことありますけれども、私が昔ヨットに乗っておったころ、ステン

レスのこんな大きいのが一瞬に切れたんですね。ステンレスというのは、皆さん、外から見

てもさびがわからんですね。鉄はさびて腐っていきますけど、ステンレスはほとんどわから

ない。しかし、電食作用を起こすんですね。もろくなる。つまり、脆性遷移温度が一番高い

のが原発ですね。だから、反対、賛成ももちろん大事です。しかし、より今よりいい条件を

探していくというのも大事だということを質問してまいりたいと思います。 

 それから、工業団地利用についてでございますけれども、これは怒られるかもしれません

けれども、一つの考え方ですよね、市長さんね。これ宮裾にございます武雄・北方インター
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工業団地ですかね、見てわかりますように、非常に日当たりがいいところですよ。こっちが

南、朝から晩まで日が差すところ、高台ですね。すごいところですよ。ここに太陽光発電事

業を考えたらどうなるかということですね。市長さんが初日の演告のときに、本部ダムの話

をされたんですね。１メガワット、このことについても熊本の私の知り合いに聞いてみたん

です。ざくっとですね。１メガワットの仕事をするために総事業費が約３億円、敷地面積は

１万坪弱、若木は6,000坪ぐらいですか、そして利益が3,000万円か4,000万円上がるそうで

すね。だから、今誰でも知っているのは、土地さえあれば七、八年で取り戻すということで

すね。4,000万円だったら大体７年半で取り戻しますからね。しかし、敷地がないですよね。

それで、工業団地を考えたら５万坪ぐらいですかね。そしたら、毎年２億円入りますよとい

う一つの話ですけどね。こういうことを時間があったらしていきたいと思います。 

 それでは、本題に入りますけれども、ＩＴ行政推進についてでございます。 

 行政ナビの開発をしようという意味でございます。これはフェイスブック活用の連携に意

欲、これ新聞に書かれたんですね、北國新聞とかですね。フェイスブック積極活用の武雄市

議会が来訪ということで、実は２月14日の北陸中部、あるいは北國新聞に掲載されたんです

ね。これは皆さん、９人の方が行かれたときですね。フェイスブックによる情報発信の先進

都市、そこの議会から武雄市議９人が金沢市を来訪、話に聞いてみますと、研修に行ったと

き、もう新聞記者さんの方、待っていたそうですね。それだけ今武雄市が有名になっている

ということで、それは市長ですけどね、世界の市長と言われるぐらいですからね。議会はも

うだめですから、恥かかんように今頑張っているつもりですけれども、実は我々も北海道に

行ったときに、実は熊本に頼んだ人が、北海道の教育委員会の方が佐賀県の武雄市から研修

に来てくんしゃったばい──来てくんしゃったばいと言いんさらんやったばってんね。佐賀

弁しか知らんけんばってん、とにかく話題になったそうですよ。私は又聞きでしたので、ま

さかまさかごまやろうと思ったですね。しかし、これ見てわかるように、今武雄はこれだけ

注目されとっとですよ。だから、我々議会はもっともっと頑張らなければと思います。市長

に負けないように、気持ちで頑張ります。 

 フェイスブックというかＦ＆Ｂ（ファンバイ）ですね、Ｆ＆Ｂ（ファンバイ）も市長は一

生懸命されていますね。先日、インドネシアですかね、どこですか。 

    〔市長「シンガポールです」〕 

 シンガポールに行かれたところでございますけれども、そのように全国的なものにフェイ

スブック、これも載っているわけですね──Ｆ＆Ｂ（ファンバイ）、すみません、フェイス

ブックとよく間違えるんですね。これに今度改めて武雄小町というのを出されるそうですね。

これは馬油クリームだそうです。馬油というのは皆さん御存じと思いますけど、小さな子ど

もなんか持っている人は、ちょっとやけどしたとき、これを塗れば水膨れにならんとですね。

だから、馬油をどこでもそろえてある。そしてもう１つ、昔下手くそばってんゴルフをしよ
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ったんです。こっちが下手くそまめのできるとですね。そこに塗っておけば、次の日はその

まめが消えるんですね。そういう効果を持っているんですね。しかし、これべとべと感が普

通あるんですね。しかし、この武雄小町は微粒子のクリームなんです。超微粒子ですね。以

前これを見せてもらったときは、スプレーというですかね、スプレーだったんですね。スプ

レーできるほど、油は普通スプレーできない。スプレーできるほど微粒子なんです。しかし、

スプレーをすればどうしても高価になるということで、クリームをつくられたそうですね。 

 ここですけれども、これよかじゃなかですか、「楼門に恋に焦がれし、花一輪」、これと

美人ば書いてあるですね。奥さんの顔かわからんですけれども、私が言いたいのはここじゃ

なくて、ここのところなんです、市長さん。武雄小町、ここですけれども、馬油クリーム武

雄小町と書いてあるんですね、「武雄」。 

 それで、お伺いですが、Ｆ＆Ｂ（ファンバイ）商品にできる限り「武雄」を使ってもらう。

もちろん、いろんな自治体としていますから、共存もしなきゃならないけど、その中でも競

争は競争ということで、やはり武雄の市長ですから「武雄」を使ってもらおうと思いますけ

れども、どのようにお考えか、お伺いをいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 武雄小町は試作品の段階で、私は性格も弱いですし、肌も弱いので使ってみたんですけど、

物すごくいいです。これナノテクノロジーって微粒子の技術を生かして、最先端の科学とい

うのは、ああこういうことなんだということを思って、かつ値段もそんな高くないんですよ

ね。ＦＢ良品に出す意味というのは、基本的に私どもが手数料を取りませんので、その分だ

け安い価格で出すことができるということですので、これうちの看板商品として出していき

たいと思っています。 

 一方で、議員御指摘のとおり、「武雄」をなるべく使うというのは、僕ら基本的にあれで

すもんね、なかなか表に出せない性格なので、そこは御指摘のとおり、ＦＢ良品ＴＡＫＥＯ

の部分は「武雄」というのをきちんとつけた上で出していきたいと。おっしゃるとおりだと

思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 市長はトップですので、言えなかったら我々議会の役目かなという考えを今しております。 

 行政支援システムとして３Ｄ検索の活用と書いておりますけれども、手塚治虫氏、漫画家

ですね、「鉄腕アトム」ですか、この方が約50年前に３Ｄテレビを発想、こういうものが将

来出ますよと50年前に言っているんです。この発想の大事さですけれども、発想が起業を生
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む、まず発想からだという考え方を言っていきたいと思いますけれども、私がよく言う３Ｄ

検索、三次元検索、これ繰り返しますけれども、三次元ということは一次元がある。一次元

は何か、これ線なんですね。だから、一次元検索は右か左かしかできないわけですね。二次

元検索というのは面ですね。縦と横から検索ができますね。今、京コンピューターの時代で

すか、16桁ですかね、だから、1,000万掛け1,000万だと思いますけれども、1,000万の横と

1,000万の縦の計算が瞬時にしてできる、その時代です。それをもう一つ進めて、三次元は

立体ですね。あらゆる方向の検索ができないかという考え方なんですね。立体というのは、

ここで何回も言いますけれども、縦、横、高さ、ＸＹ軸にＺ軸を加えて探すということです

ね。先ほど言いましたように、あらゆる方向へ検索するのが三次元検索なんですね。変化し

ていくんですけれども、これを紙の世界、つまり行政の中で３Ｄ検索をしようということで、

２年間ここで話をしよるところですね。つまり、二次元の世界で３Ｄ検索をするということ

で理論づけていきたいと思いますけれども──あっ、その前にＭＹ図書館もここで訴えまし

た。ｉＰａｄ一つあれば、わざわざ図書館に行かずとも図書館は目の前にありますよ、つま

り図書館の本をみんな電子書籍化すれば、それが可能ですという話をしましたけれども、こ

れは残念ながら著作権の壁でオミットですね。この話はもうやめます。もう１つ言ったのが、

これですね。穴あきシート、進化するシート、これも山崎先生に最初習ったところですね、

ＩＴとのかかわりで。私が言うことに対して、そしたらねって、このシートに穴をあけとっ

たら、あらゆるパソコンから取り込むことができますよとおっしゃったんですね。これ私、

前にパネルで使ったものですね、ここで。それを持ってきましたけれども、二次元と三次元

と考えていけば、演劇と映画を見ましたら、映画が二次元ですね、演劇は三次元ですよね。

そうすれば、二次元というのはとまって動かないのが二次元ですよね。残像で錯覚するだけ

ですかね。そして、三次元は進化する、動いていくということなんですね。つまり変化しな

い、変化するということ。そう考えていきますと、このシートというのは、山崎先生が考え

ている穴あきシートというのは変化をしていくんですね。これ一番大事なところです、変化

するということは仕事をするシートになるということなんですよ。仕事をさせるんですよ。

これは一つのいっぱいある窓と考えた場合、北海道に行ったとき思ったんですね。パソコン

でしょう、これ二次元の世界ですよ。ここはこのパネルですから二次元ですけれども、実際

目で見たところ三次元の世界ですね、本が出てくる場所はですね。そうすれば、本は立体的

検索をするわけですね、三次元の検索をしてくるんですよ。つまり、パソコンからこれを動

かすということは、静から動へ動いていくということですね。それが三次元検索をさせます

よということなんです。 

 これ誰も行く食堂ですよね。食堂を見てあっと思ったのが、当たり前の話ですけれども、

食堂に食券がありますね。この食券に書いてあるうどんという文字は二次元なんですね。食

券は三次元ですけど、うどんという文字は少なくとも二次元なんですよ。しかし、その二次
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元とこの窓でつなげば、もちろん先でおばちゃんたちがいろんなおいしいのをつくってくれ

ますけれども、それからここに進化したうどんが出るんですね。 

 これは北方の宮裾にあります中村電機さんですね。ここは元コヤマエアゾールということ

で卓上コンロとガスボンベをつくっていたんですね。ここに充填されていたんですね、ガス

充填。この方が中国はまだインフラが整備されていないので、中国に送るという話を小山社

長がされた。そのとき私が言ったのは、社長さんて、中国でつくったほうがましよて、日本

は高っかろうもんと言ったところが、小山社長が言われたのが、全て自動化すると、工場を

全て自動化すれば人件費は関係ないですよとおっしゃったんですね。これが今も動いていま

すけれども、無人倉庫なんですね。これ中を見てみますと、真ん中だけ見てみますと、当然

こういうことなんですね。両方に棚があって、真ん中を自走クレーンが走っているんですよ。

そしたら、パソコンから言われたところに動いて、そこに荷物を置いたり、荷物を取ったり

するんですね。パソコンの主導で二次元から三次元へ動いていくんですね。これは窓口です、

ここから出入りするんですね、倉庫からのが。ここをこの指導をパソコンがするという考え

方なんですね。先ほど言いましたように、静のパソコンから動のほうに動いていくんですね。

これが二次元と三次元の窓口だと、つながりだということなんですね。 

 そうしますと、ここに穴あきシートを窓と考えた場合、市長は以前こういうことをおっし

ゃったことがあるですね、概念の物証化、物でないのを物になすんだということですね。そ

ういうことを考えていきますと、理論上、二次元と三次元の連絡窓という考え方を私はして

いますけれども、市長はこのことに対してどのようにお考えか、答弁を求めます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 恐らくこれ、もう少しかみ砕いていうと、タグづけの話だと思うんですよね。タグづけで、

そこには人の力というのは絶対必要だと思うんです。ですので、進化という話については私

も同感ですが、それが自動的にじゃ機械にお任せして進化するというのは、そんなことは無

理だというのは、多分そこは議員と認識が違うところだと思うんですけれども、そこのタグ

づけを丁寧にすることによって、私は二次元から三次元になっていくものかなと思っており

ます。 

 ちょっと間違いがあったら、また教えてください。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 そこのところですけれども、私、もちろん一本指ですし、ワードしかできないんですね。

エクセルができない。しかし、エクセルは皆さん知っているとおり、表計算ができますね。
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そこで、ある一定の変化をしていっているんですよね。そのエクセルはまだまだ恐らく一次

元の世界でしょう。これを二次元に広げて、三次元に広げて、エクセルを三次元まで広げて

いくという考え方なんですよ。ああ、わかった、そういうことなんですね。エクセルをいっ

ぱい持ってきて、エクセルはよくわからんとばってんね、今恐らく一本線、一つの線の計算

はできると、それをあらゆる方向に行ければ三次元になるということですね。 

 これ北海道情報大学に行ったときですけれども、この方は理事長さんですね。普通は校舎

をバックに写すんですよね。しかし、物すごく雪がひどかった。ちょうど私たちが行ったと

きだけが──松尾議員が人のよかけんと言いよんさるけんね、松尾議員が人がよかったため

に行ったときだけ晴れとったんです。前も後ろも猛吹雪でしたね。話を戻しますけれども、

北海道情報大学に行ったときですけれども、実は20分ぐらい早く着いたんですね。こっちの

そうそうたるメンバーの方、もう座って待っとんさった。それだけ佐賀県の武雄市を市長が

有名にしてくれとるということでしょうね。この方が理事長さん、この方が学長さん、この

方たちが学部長さんです。そして、事務長さん、そうそうたるメンバーで待ち受けていたん

ですね。私も緊張しながら話しているんですけれども、私たちが聞きに行ったのは、ＩＴを

社会で利用するときにはどのような指導をされているかということを聞きに行ったんですね。

ＩＴを利用するためには、ＩＴの技術は高校で習うでしょうと、しかしそれを社会に出すた

めにはどのような指導をしていますかと話を聞いたんですね。そしたら、医療業界の３Ｄ、

これ表示ですけども、３Ｄが一番多いそうですね。物すごく詳しく説明していただきました。

その後に、これは要らんことやったか知らんばってんが、役所もそのうちペーパーレス時代

になると思いますということから、行政文書への３Ｄ検索の利用はどうかと聞いたんです。

そしたら、理事長さんは詳しくですね、いっちょんわからんとばってんね、もう難しかとで

すよ。もう松尾さんはぐあいの悪しゃこう、わからんでじゃなかと思うばってん、こうぐあ

いの悪しゃしよんさったんですもんね。それで、ちょうど話が切れたときに、いやすみませ

ん、私たちが聞きに来たのは、ＩＴの社会利用するためですよと、そんな詳しゅうはなかば

んたと言うたんですね。つまり、３Ｄ表示と３Ｄ検索、３Ｄ検索には本当に物すごく敏感に

反応されたですよ、ここに３Ｄ検索に行ったときですね。 

 まあそれは置いといて、ここは図書館ですね、先ほど言いました北海道情報大学の図書館

です。本は余りありません。それで、各テーブルにパソコンを置いてあるんですね。図書館

といえどもわいわいがやがや、それはそうでしょう、大学ですので、ほとんどディスカッシ

ョンされているところなんですね。本を静かに読む人はヘッドホンをはめとんさったです。

そして、ここの一つの机でパソコンで景色を見ながら、状態でされているんですね。だから、

静かなともいいかもわかりませんけれども、大学ですから、わいわい──静かに読みたい人

は逆にヘッドホンをはめているという状態でした。 

 この中で、先ほど言われたこれを見つけたんですね、パソコンと３Ｄ検索。ここ返却と書
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いていますね。返却するときには目の前にＡ４ぐらいのマットがあるんですね。そのマット

の上にその本をぽんと置けば、厚みが出るんですね。その厚みをコンピューターに入れます

から、ここに返却の、それだけスペースがあるやつは出てくるんですね。そこに入れると、

そこに入れれば、今度パソコンにどこに入ったですよと入っていくわけですね。10万冊の本

がそういうふうにして動いている。つまり、これを考えたときには、これが３Ｄから今度三

次元から二次元に行っているんですね、動から静に行っているんですね、ということにつな

がっていくと思うんですね。 

 これロータリーシェル、これは後で習ったんですけれども、病院なんかに置いてあるのは、

黒岩幸生のカルテと、ここに入れれば、出てきて、カルテがぽっと出るやつですね。今まで

みたいにカルテを探すのに何分とかからんそうですね。 

 そこで、実はＩＴ委員会で習ったことですね、山崎先生から習ったことですけれども、こ

れは山崎先生がつくってくれたんですよ。紙を全て高速回線と書いてある、行政文書を電子

化して全て高速回線に投げ込めば、必要な書類を必要なとき引き出せるとおっしゃったんで

すね。つまり、誰でもどこでも自由に引き出せますよ、まさにさっきの本と一緒だと思うん

ですね。常に必要な書類を引き出せますと、こう山崎先生はおっしゃったんですね。 

 電子辞書の宣伝のときには、髙田さんかね、これだけの本がとか言いんさるですね。この

電子辞書に入っていますと。つまり、電子辞書に既に入っているんですけど、考え方により

ますと、この電子辞書の後ろにこれだけの本が後ろにあると思ってもいいと思うんですね。

そういう考え方をすれば、先ほどと一緒に、電子辞書も二次元と三次元の連絡窓という考え

方はいかがでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 さっきのエクセルの話で大体わかったんですが、もう１つ、観点で加えたいのは、私、小

池議員さんらとともに陸前高田に行ったんですね。追悼式に御招待されて行ったときに、旧

市役所がもう建て壊しになっていました、跡形もなく建て壊しになっていた。旧市役所はテ

レビでもよく出ているんですけれども、一瞬の津波で全ての書類が流されてしまったと。残

っているのも印刷されているにもかかわらず読めない状態になっているんですね、泥とかい

ろんなものにまみれて。そのときに思ったのは、これ一石二鳥になると思うんですね、黒岩

幸生議員がおっしゃっていることは。すなわち、そういった書類をきちんと残すということ、

それと残した上で、それがきちんと、市役所だけじゃなくて、どこでも見れるということで

すので、これはぜひ進めていきたいというふうに思っています。 

 ただ、定義づけは、まだ議員と私とで認識がちょっと違うところがあるのは、まあこれは

すり合わせが今後必要だと思うんですけれども、僕らはそういう意味で広く開かれると、だ
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から、まず検索はうちの中でも相当議論があるんですよ。ですので、検索もそうなんですけ

れども、我々はいち早くこれをクラウドにしていきたいということを思っていて、そこに山

崎先生がおっしゃるような３Ｄ検索であるとか、そういったことがそのインフラでどういう

ふうに見れるかということを進めていきたいと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 今２つのことを一緒に言っておりますので誤解を招いているかわかりませんが、これも実

はタグ打ちなんですね。自由に出ますよ、びっくりするぐらい。私は最近パワーポイントに

はまって、幾ら張っていっても思うとおり自由自在に出るんですね。だから、自由に引き出

せると、それが１つ。 

 もう１つは、エクセルが進化する、今回そこをぜひ市長に勧めていきたいですね。それが

二次元と三次元という話を今言っているところですけれども、この穴あきシートの窓ですけ

れども、これを例えば子ども手当の窓と考えた場合、これは電子辞書が後ろに入っていると

いう考え方をしていただくんですね。そうしますと、高速回線でもいいわけですね。そうし

ますと、子ども手当の場合、仕事の手順書として世帯主を探しますね。そして、家族構成を

探します、さらには所得を見ます、そして手当を見て総額が出るという手順になりますね。

例えば、家族に５歳未満が何人おるか見ますね、所得制限250万円はだめですよと見ます。

そういうのを計算して手当を掛けて総額が出るんですね。この仕事を進化していくと。先ほ

ど穴あきシートで変わっていきますよという考え方をしてもらうんですよ。そうすれば、こ

のシートというのが行政ナビですよと。昔ここでカーナビという話をしましたね。カーナビ

という話をしたとき、宮口さんが私に鋭く言われたんです。カーナビというのは目的が決ま

っていると、場所が。だから、２点を結ぶだけで簡単にできますよと、行政というのは先が

決まっていないんですよと、だから、できないとおっしゃったんですね。しかし、私が言っ

たのは、それ進化していくんですよと、山崎先生から習ったように、進化していくんですよ

と。そのとき私が言ったのは、ジネンジョ、山芋、昌宏さんが得意ですけどね。ジネンジョ

は、点で終わればここから根がずっと下に行くんですね。石に当たった場合、これは自分で

判断してここに行って、また自分で判断してずっと下に行くんですね。進化していくんです

よ。だから、こういうことをつけていけば、エクセルをいっぱいはめたようにですね。そう

いうことをつけていけば、この仕事ができるということなんですね。カーナビとは違うとこ

ろですよ。つまり、行政は進化していきますよ、これが私が前から言うマイソフトでござい

ますし、市役所職員さんの仕事の一部分、例えば、そろばんのかわりに計算機を使うような、

そういう進化する仕事の一部分を支援するソフトができていくということなんです。 

 これは電子化された行政文書ですけれども、家族構成がわかれば、選別すれば直ちに年齢
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制限ができますね。所得把握ができますから、直ちにこれは所得制限ができる。さらには、

手当の付加、これ人数がわかりますと掛け算をすれば総額が出ますね。これが進化するとい

うことですし、これを行政ナビにさせようというんですよ。エクセルみたいなのをつくって

いこうということですね。進化するソフトができるという山崎さんの話の上に乗って話をし

ています。まだつくってもらっていないんですけどね。そうすれば、これができれば直ちに

地域別、あるいは50音別に分けれる。これにプリンターをつければ、直ちに通知書が個人に

行くということになるんですね。この行政ナビなんですね。 

 そこで、以前からこのことについて行政ナビをつくろうという話をしてまいりました。役

所としてもある程度の考えはつくってこられたと思いますし、特に今度は、少し以前からこ

のことについてぜひ聞きたいと言っておりますので、執行部として今どのくらいの考え方が

なされているのか、具体的な答弁を求めたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 まず私どもとすれば、もうこれは報道もされておりますけれども、千葉市、奈良市、福岡

市、そして武雄市で４首長によるオープンデータ、行政のデータの推進の協議会を立ち上げ

ました。これで武雄市の担務として、今我々が実際やっているのは、そのプロジェクトチー

ムを今つくっています。そして、これは一遍に行政文書をどんと載せるということよりも、

これはうちの中の指摘があって、僕もそうかなと思っているんですけれども、より有用性の

高い、役に立つ、すなわちオープンデータ、ビッグデータですよね、というのを先にどんど

ん上げていこうということ、それに応じて、今度政策コンテストを我々やろうと思っている

んですね。それで、こういうソフトのものについては、どんどん応募をしてもらおうという

ことを思っています。これはひょっとすると、武雄市から出すかもしれない。ですので、山

崎さんとよく相談をして、我々は実態ですね、ソフトの開発というのはなかなか難しくて、

使えるデータがないとどういうふうにできるかというのはなかなかわからないんですよね。

ですので、それは我々は卵と鶏ではないんですけれども、行政としてはどんどん情報を上げ

ていくと、それによってソフトが試験的にどういうふうにきちんと作動するかということを

やっていきたいと思っています。 

 それともう１つ、これ山崎さんと話していてよくよくわかったんですけれども、皆さんた

ちは窓口の奴隷です。ちょっとお時間いいですか。 

 （モニター使用）これ転入。僕も黒岩議員さんに負けないように職員がつくったやつを言

いますけど、転入手続がどうなっているか、これびっくりしますよ。これまず異動届を記入

して、転入者が市役所に来なきゃいけないですね。転入届を、受け付け入力をそこでしなき

ゃいけないと。そこで、国民健康保険とか小・中学校の転校であるとか、市民課で手続を完
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了しますよね。そこで、ごみの出し方等もそこでまたお知らせする。これ窓口が別の場合が

あるんですよね、市民課の中でも。そして、関連の手続でこのように後期高齢者医療とか退

職者の医療の話であるとか、介護保険とか予防接種というのを、本当にこれはいろんな窓口

で聞かなきゃいけないというふうになるわけですね、窓口がばらばらに。これは今までそう

いうシステムだったからできなかったのが、山崎さんとよく話をしていると、いやこれ一括

してできるということで、今実は杵藤の、これはここで言う話じゃないかもしれませんけれ

ども、武雄市のデータというのは杵藤広域圏ですよね、私、管理者ですけれども、広域圏の

電算センターでやっているわけですね。ですので、今度これが抜本的にクラウド利用で変わ

ります。変わったときにきちんと黒岩議員さんがおっしゃっているような３Ｄ検索であると

か、そういったことがきちんとできるようにシステム設計をしてほしいということを私の名

で要請をしています。ですので、今ＩＴでここまでもう可能なんですよね。 

 話を戻すんですけれども、今、庁舎の話が進んでおります。私はどういう形になっていっ

たにしても、基本的に窓口を廃止したいと思っているんですよ。お父さんがお葬式でお見え

になった方々が、これは武雄市じゃないんですけれども、もうたらい回しされたと。しかも、

市民課からどこかに行くときに、どこかの課では住民票をちゃんと持ってきてくださいと言

われたと、これはおかしい話なんですよ。悲しみで打ちひしがれて、窓口を転々として、そ

こでまた持ってきてくださいって、そこで四、五十分かかったと言っているんですよ。だか

ら、それはおかしい。我々は納税というので税金をいただいているわけですよ。ということ

は、最良かつ最高のサービスをしなきゃいけないと、予算とか制度の中でしなきゃいけない

ということですので、黒岩幸生議員がおっしゃっているようなシステムを使って、本当に心

の通った、血の通ったサービスをきちんとするということで、市民がお越しになるじゃない

ですか、そのときに座ってもらって、御用向き、転入で来ましたとか、あるいは引っ越しで

来ましたとか、あるいは母が亡くなったのでその手続に来ました、あるいは銀行の口座開設

でもいいんですよ、そこを一元的に基本的にできるようにするというのが私の次の目玉でも

出していきたいと思っています。 

 ですので、アップルストア、近くだと福岡天神にあるんですかね。あそこは窓口も何もな

いんですよ。支払いもレジも何もないんですよ。その場で商品が買えて、その場で支払いも

できるんですよ。それが今ＩＴでもう可能なんですよね。ですので、私はアップルを起こし

ていきたいと、このように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 今、市長がおっしゃるように、最初に言ったのが総合窓口、この２年の中で私自身も変わっ

たんですけれども、総合窓口からワンストップ、ワンストップから今度ノンストップになって
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いくんですよね。そういうふうに変わって、もうすごいんですね。東京に行って、Ｓｕｉｃａ

の話をしましたですね。一瞬に判断するんですね。あれができる時代に、すみませんけど、

市役所は長過ぎるんじゃなかろうかと、仕事で来て40分とかですね。 

 先ほど、児童手当ですね、私、子ども手当と言いましたけど、この児童手当についても、

今これだけのシステムが市役所は動いていますけれども、市民はもっとこっちにおるんです

ね、もう一つ横におるんですね。つまり、市民が望むのは、これは児童手当ですけれども、

市民が望むのはこういうもので、即通知が来るというように、例えば、転入届に来ます。そ

して、私が四千三百六十何番地ときましたら、直ちに例えばごみの収集日いつですよと、ス

テーションはどこですとわかるのができるわけですね。だから、ネット検索すれば京の時代

ですから直ちにできる。人間だったら時間がかかるということですね。だから、ぜひともＩＴ

に変えていこうということなんですから、よろしくお願いしたいと思います。 

 空き家対策、これもついでです。ついでというのはおかしいですけれども、空き家で非常

に今伊万里とかいろいろ組んで、悩んでおられると思いますけれども、例えば、私から見た

空き家対策、武雄の仕事の手順書を考えてみますと、まず検索の方法として航空写真を持っ

てくるんですね。この航空写真というのは何枚あってもいいんですよね。１枚じゃなくてい

いんです、私、１枚１枚て前思いよった。しかし、最近パワーポイントしてみて、どこから

でも何でも出ますからね、タグさえ打っておけばいいわけですからね。タグというのはお年

寄りがわからん、本でいうしおりみたいなもんですかね、しおりということですね。つまり

航空写真で家屋に全てタグを打つと、そしてほかに住所録と字図をずっと重ねていって、い

ろんなのを重ねていくんですね。今度は引き算です。それから、生活の動き、いろんな生活

の動きですけれども、例えば、保険とか住民票などを引いていけば、これが選別していけば、

これが空き家の箇所につながる。つまり、全てから引くことが簡単にＩＴの世界でできると

いうことですね。書類を探さんでよかよということを頭の中に、念頭に変えにゃいかんです

ね。それで、これも暗算、そろばん、計算機とか、ちょっとはしょりますけれども、暗算、

そろばんは比較、検討、選別をする、そして答えを出すという話をしましたね。しかし、計

算機というのはもちろん真っすぐ答えが出るんですね。じゃ比較、検討、選別を計算機にさ

せよう、つまり行政ナビにさせようという考え方なんです。エクセルをいっぱい持ってこい

ということですね。 

 それで、市長にお願い、これから先ですけれども、市役所の仕事は実務ですね。ソフト開

発は山崎さんがしてくれるでしょう。いろんな発想を持ってくれば、これがちゃんと回ると、

市役所のところをしてもらうということですね。そうすれば、絵で描きますと、仕事、実務、

発明、開発というふうになりますね。これ今離れておりますので、これを縮めるんですね。

それだけではまだだめなんですよ。ここに大事なのは、組織的支援が要るんですね。この組

織的支援が入って、これでもまだだめなんですね。これがちゃんと回らなければならない。
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きれいに回ることが、これが私は企業だと思うんです。つまり市役所の仕事を、山崎さん、

発案者一緒に回って、組織的支援ができて出ていくと思うんですね。そこで、先ほど言いま

したように、このことについては答えてもらいましたけれども、行政の部分でぜひとも協力

してほしい、一緒にやっていこうという意味ですね。先ほど市長は電算センターまで踏まえ

てやっていくということでございましたので、この質問は取り下げますけれども、ぜひ前向

きに頑張っていきたいと思います。 

 続いて、ごみ処理場の建設についてでございますけれども、これは宮本議員が出された栄

八通信ですね。25年１月(2)、２番目かもしれませんけれども、西部広域ごみ処理が書いて

ありましたので、誤解があるかわかりませんので、皆さんに教えたいと思うのは、「入札参

加１社のみ」、確かに１社なんですね。「ただ、私が以前から言っていたが、」これは知ら

なかったんですね、宮本議員がこんな考えをされているというのは。それは私も佐賀西部広

域環境組合、伊万里の組合にここに来てもらったんですね、事務局を。皆さんに意見を何か

ないですかと聞いたとき出なかった。しかし、こうおっしゃっているんですね、「処理方式

を限定すると」「選択肢が少なくなる」、これは意味はわかりますよ。しかし、流れとして

大きな間違いなんですね。つまり22年１月29日ですよ、佐賀県西部広域環境組合ではセメン

ト原料化方式にすると決めておったんですよ。ほぼ決定やった、それはなぜか、資源化が目

的だったんですね。その後に、私は４月から安全・安心が目的だろうに変えたんですよ。つ

まり、目的を持って選別をしていくんですね。ここ違うんですね。しかし、実はあったんで

すよね、処理方式を限定せずに入札したところが。新聞にＡ市のことが書いてありましたの

で、私は知りませんでしたのでコンサルに聞きました。ちょうど伊万里に来るということで、

コンサルに聞いてみますと、コンサルが言うにはＡ市だけじゃなかったんですね。Ｙ市もご

ざいました。そこではガス化溶融炉、シャフト炉、ストーカ、灰溶融炉も一緒に入札をして

いるんですよ、考えられないような。なぜですかと聞いた、私の頭では考えられない。つま

り、ダンプカーと乗用車とスポーツカーと、目的もはっきりせずに入札したのと一緒なんで

すよ、そういうことなかやろうもんと。あったんですね、Ａ市とＹ市はされています。そし

たら、わけありですよとおっしゃった。わけありを聞いたんですけど、ここでは披露しませ

ん、わけありですよと。 

 皆さんもっとおかしいのが、下の白いほうの丸ですけれども、溶融できていないものは違

約金を払うというのがここに入っているんですよ。これはびっくりしますね。溶融できてな

かったら、つまり高温処理ができてなければ、入札自体されんですよね。参加されんはずで

すよ。しかし、それを溶融できていないものは違約金を取る、トン当たり１万7,500円だそ

うですよ。その後に、私がじゃ伊万里はどうやったですかと聞いた。コンサルの方が私の顔

を見てまじまじとびっくりされたんですね。伊万里はどうやったですかと聞いたもんやけん

が、じっと見て、冗談のごとて、議長さんの──私は伊万里で議長しよるけんね、議長さん
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から言われるとは思わんやった。あなたが──私ですよ、あなたが平成22年の６月議会と９

月議会に安全・安心をしっかり言ったと、ダイオキシンを言ったと、あれを聞いていて、

我々も原点に返ったと言うんですよ。ついつい技術論とかそっちに走っていったけれども、

安全・安心を置き去りにしてきたと。だから、あれで安全・安心について変わっていったん

ですよと話がなされました。 

 つまり、処理方式を伊万里が決定したのは、先ほど言いましたように、地元の安全・安心、

それで伊藤さんは頑張ってきて、財政上して、予定価格を大幅に下げたんですよね。それを

３年かけて議論してきたんですね。 

 ここです、「１社のみ参加」、確かに１社のみだった、残ったのは。残念かどうかわかり

ませんけれども、落札率は98.88％、これが伊万里と鹿島で12月議会ですか、質問があった

んですね。98.88％て、余り高率やろうもん、談合やなかろうかという話ばってん、冗談じ

ゃなかですね。談合ができないように、むしろ予定価格を伊藤さんが大幅に引き下げたんで

すよ。予定価格を徹底的に引き下げたから余裕がないから談合できんです、皆さんね。その

結果が98.88％、これも後で話します、時間が来ればですね。 

 ごみ処理場建設について、これまでの経過を踏まえて、価値観を共有したいと思います。 

 ごみ処理というのは、御承知のとおり、当初は埋めていた、堆肥化していた、そしてその

後、コンポスト化、これ市長さん知っとですか、二又にあったと。ここやったですね。当時、

あの四角のコンポスト、あれどこでも使われると言いよったばってん、捨つっところのなか

ったですね。その後、焼却処理になりました、今杵藤ですね。焼却処理は御存じのとおり、

流動床とストーカ、うち流動床ですね。そして、ここですけれども、平成８年以降に政府は

予算を出すときに、高溶融処理しなさいと。そうすれば、直融と灰溶融、直融は真っすぐ溶

かすやつ、灰溶融は一回燃やしてからその灰を溶かすやつですね。それはなぜか、なぜ高温

処理が必要かということ、平成８年ですけれども、焼却灰の無害化なんですね。ダイオキシ

ン類を1,300度以上で分解する、２つ目は重金属の封じ込めなんです。つまりガラス状の物

質になるんですね。泥を高温で処理する、焼き物ですね。焼き物会社では高温で、1,300度

以上でするため固くなりますね、ガラス質になります。そうすれば重金属を封じ込められま

すよと。さらには、焼却灰がこれで少なくなります。そして、焼却灰を有効利用できますよ

と、これはちょっと疑問ですけどね。この４つがうたわれた。しかし、特に焼却灰の無害化

と重金属の封じ込めが平成８年に高温溶融しなさいと決めたんですね。しかし、溶融処理を

必要としない例外規定もありますよ。それは平成16年、８年に決めて16年に主幹会議をして、

18年ぐらいから条例ができたと思いますね。例外１、セメント、ここでセメントが出てくる。

例外で出てくるんですよ。ちょっとこれは意味深なのがあるようですけれども、まあ例外１

がセメントや各種土木資材等に再生利用ができる場合、例外２は最終処分場が15年以上ある

場合、例外３というのは離島とか不可能な場合、つまり例外１は再生利用、処分場、そして
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離島など不可能な場合ですね。これが平成22年１月29日まで了解されていたセメント原料化

システムです。 

 ４市５町で燃やした残りの灰が９万立米、そのうち４万立米をセメント会社、これ前に私

がここで使ったパネルですよ。セメント会社に持っていくと、残りの灰を埋め立てると、松

浦地区に埋める、こういう方式なんですよ、セメント原料化方式。これを金で換算すれば、

トン当たり１万7,000円ぐらい燃やすのにかかりますよと、これは当時、杵藤クリーンセン

ターに聞いたんです。そして、セメント会社に資源としてやるんですよ。トン当たり２万

5,000円、これを我々が払うんですね。処理してもらうとですよ。資源ならば向こうが買わ

にゃいかん。それで10億円なんですね。この10億円もったいなかろうもんと。さらに、輸送

費が、これもうち持ちですよ。それはおかしかろうもんて、ここに５万トン埋めるんですか

ら、またお願いして、松浦地区にあと10億円やるから埋めてくれと言わんねと言ったのが22

年６月議会の私の質問です。 

 しかし、直営は幾らかかるかといいますと、トン当たり２万円、ただしこれは非常に難し

い面があるんですね。ごみも計画収集が物すごくいるんですよ。ごみの量を安定させとかに

ゃいかん。そりゃそうですよね。100つくるとに70しか来なければ、この値段は２万円が３

万円になりますよね。それは計画収集をちゃんとせにゃいかんということですね、というの

がセメント原料化方式だったんですね。その年の８月24日、うちの家に地権者の方が来られ

ました。それは松浦地区最終処分場に関する陳情書というのを持ってこられたんですね。厚

生省は平成８年に焼却残渣の無害化、先ほど言った分ですね、焼却残渣の無害化、溶融化及

び溶融固形化処理を提唱した。つまりダイオキシン封じ込めですね。そのためにはスラグ化

が最適だと推奨していると。ちゃんと地権者のここに書いてあるんです。そして、私たち地

権者、下流地域住民の将来的な安全・安心を考え、最終処分場に埋める灰はガラス状の溶融

したスラグにしてほしいという陳情書を出された。重金属を封じ込めてほしいという陳情書

なんですね、22年の８月24日。これに対して、ここですけれども、佐賀県西部広域環境組合

の事務局から、各担当課長様と書いて、文書が回った。怪文書と言えるものがね。これは翌

日の22年８月25日にこの書類が回された。この中身を大きくするとわかりますけど、人権侵

害もいいようなことが書いてあるんですね。それはそれとして、当時の事務局はこの請願を

無視すると、こがんとは聞かれんということで担当課に流されたんですよ。 

 ８月24日、その後、亡くなりましたけれども、伊藤事務局長が、うちに来られました。伊

藤さんが、つき合いでしたので。そして、地図を見せていただいた。あの人は10月１日に行

ったと思いますけれども、地図を持ってきて、ゆきちゃん、がんしとるばいて、見れば、そ

の地権者の方の土地が半分以上ぐらいあるんですよ。だから、これを無視しては処理場がで

きないということで、ぜひともその陳情者に会いたいということでうちに来られた。私も一

緒に行って、それで無理なのは聞かれんよと、しかし、聞かれることは聞くよということで
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テーブルにのってくれという話をこのときされたんですね。余り言いたくないんですけれど

も、だから、そういうことで非常に局長は忙しかった、10月に行かれても。当時、再検査を

言われとったっですよ。しかし、忙しさにかまかけてじゃないですけどね、次に行ったとき

が、御承知のとおり、手おくれやったんですね。こういう事務局対応、だから、自分が事務

局に行っても一人だったんですよね。地域住民軽視ですよね。井戸水を飲むときには井戸を

掘った人の苦労を思い出せというように、最終処分場いいですよと言ったのは松浦地区だけ

なんですよ。その松浦地区の住民の方の地権者の方を無視せろという、この事務局態度は絶

対許せない。当時、樋渡市長はその対応を知らされていたかどうか、答弁を求めます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 今でも伊藤さんには申しわけなく思っています。伊藤さんは御存じのとおり、市民病院の

民間移譲で私の右腕となって辣腕を振るわれて、彼がいなかったら今の病院というのはない

というのは、議員の皆さん、あるいは市民の皆さんたちもそれは認識を共有していただける

ものと思うんです。私は、その実力を買って、当時、物すごくもめていたんですね。これ難

しい話なんですよ、やっぱり。ですので、私はエースの伊藤を、これ非常に僣越だと思いま

したけど、伊万里に事務局長として頼み込んで送り込みました。まさに私の右腕として送り

込みました。それで、伊藤は私に心配をかけたくないんでしょうね。うまくいっていますと

いうことを言って、これが露見したときに、僕は伊藤を怒って呼びつけました。何だこれは

って言ったときに、今でも思い出すけど、僕に深々と頭を下げられましたよ。彼は一切事務

局の何がしのせいにはしませんでした。全て私の責任だって。侍でしたよ。それを思うと、

当時、事務局の一人が、多分伊藤を除いて全てそうだったと思うんですけれども、地域住民

軽視、行政の論理で押し通そうとしたということについて、本当に今でも私は腹立たしく思

っていますよ。これがその後も続くんですよ。ですので、今、伊藤は非常に残念がっている

と思いますよ。自分がいたら、こうはならなかったのにって。ですので、僕らは伊藤がどう

いう──呼び捨てで申しわけない、部下ですので。伊藤がどういう思いでこれをまとめよう

としたかということをもう一回きちんと思いをはせる必要があると思っているんです。 

 ですので、私は当時、事務局対応については、この件については後で伊藤から、しかも、

自分で責任を全部負いかぶさった上で聞いたので、正確には知りませんでしたけど、そのと

きの伊藤の気持ちを思えば、これは繰り返しになって恐縮なんですけれども、我々は伊藤の

遺志をきちんと引き継いで、しっかり対応しなきゃいけないなというように思っております。

でも、今事務局も大分変わってきました。変わってきましたので、それで、今、岩瀬を、伊

藤に次ぐエースとして今活躍してもらっていますので、私は岩瀬には全幅の信頼を置いてい

ますので、我々とすれば岩瀬がしっかり働きやすい環境をきちんと整えてあげるということ
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について、今、日々心を砕いているところであります。岩瀬に期待をしています。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 本当にありがとうございます。 

 今、岩瀬君が、もともと伊藤さんと仲もよかったし、いろんな考え方も一緒ですし、今頑

張っております。そう言いながらも、やはり４市５町でございますので、大変意思疎通がで

きないところがあります。それは私も一緒に頑張っていきたいと思いますけれども、本当に

地元の安全・安心のため高度な環境技術を求められたんですね。こればせろ、あればせろと、

非常に難しい注文をされております。先ほど言いましたように、４市５町の財政上を考え、

本当に切り詰めた予定価格を下げられたんですね。最後の１社まで逃げるのではないかとい

うぐらい、技術を上げて価格を下げたんですよ。しかし、それでも新聞に書かれて、１社の

みだと、談合みたいに書かれますからね、情けないんですけどね。 

 これは後で話しますけど、そのためにせっかく奔走された伊藤事務局長に敬意を表します。

心より伊藤さんの御冥福と御霊が休まらんことをお祈りいたします。 

 それまで、先ほどいみじくも書いてもらったからわかりますように、目的を決めて、ひど

く言えば、どこの処理場に決めるといって検討項目を書いたようなのがこれですよ。セメン

ト原料化方式に決まるときに、検討部会での評価項目というのはこういうものだったんです

ね。公害防止とか温暖化負荷とか最終処分負荷、資源エネルギー負荷、安全・安定10点、こ

う書いてある、これが30点です。100点ですね。こういうもので審議をして、あれが悪い、

これが悪いにして、最終的に資源的にセメントしかないよとされたんですね。よく見てくだ

さい、ここのところ、赤をつけました。安全・安定稼働はわずか10点ですよ。今考えたらぞ

っとしますね。安全・安定稼働が10点て、とぼけるなということですね。地域住民に配慮し

たというよりも４市５町に配慮してもこういうことにはならない。つまり安全・安心・安定

稼働が60点以上なからんばいかんですよね、半分以上。私はこれが全てと思っているんです

よ。安全・安心・安定な稼働が全てと思うんですよ、少々高くてもね。それが見てください、

わずか10点で計算されておるんですよ。そういう評価をしてセメント原料化になったんです

よ。じゃ安全・安心・安定な稼働は何かということで３年間かけて伊藤さんを先頭にして頑

張ってきた姿なんですね。 

 市長にお伺いですけれども、セメント原料化検討時点で松浦地区の安全・安心、再資源化

が重要視されてなかったかという心配をしますけれども、どのようなことでしたのか、答弁

を求めます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 
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○樋渡市長〔登壇〕 

 私も当時──ちょっと宮本議員、よろしいでしょうか、答弁中ですので。あなたの言って

いることが物すごく入るんですよ。 

 再資源化については、当時、私も副管理者ですので、この議論が一番多かったんですね。

ただし、この中でやっぱり問題点が出てきて、コストの問題です。コストの問題が出てきた

ということと、もう１つは出てきた再資源化の物質ですよね。これを県外に出さなきゃいけ

ないという話があって、まさにこれ核燃料の、ＮＨＫでも特集があったように、あれを県外

に出すような話と同じようにとらえられていて、これはなかなか問題でしょうという話があ

ったんです。その中で、当時、福島原発がああいうふうになる前の話でしたけれども、議論

の中で、これもう一回ちょっと安全・安心に見直そうよということを最初に言ったのが伊藤

さんだったんですよ。伊藤さんがおっしゃって、最初どうかなと思っていたんですけど、だ

んだん伊藤さんが切々と話をされて、それはやっぱりそうだよねと。これ恐らく福島原発が

ああいうふうになった後だったら、この議論というのは誰でも話ができます、安全・安心が

一番だって。しかも、そういった再資源化されたごみを県外に持っていくのは、それはナン

センスな話ですよっていうのは、今だったら言えるんですけど、あの当時、そうなる前に伊

藤さんがそういうふうに話をしたというのは、やっぱりさすが伊藤だと。 

 それで、さっきちょっと言い忘れたんですが、これ大事な話なんであえて言いますけれど

も、僕、病院に行けってしょっちゅう言っていたんですよ。顔色がやっぱり悪かったんです

よね。それで、病院問題で活躍をしていたときは、もっとふくよかで迫力もあったんですけ

ど、だんだんだんだんやせていって、病院に行けと言ったときに、いまだに忘れられない言

葉があって、私はこれがめどが立ってから行きますって、これがめどが立たない限りは、私

は病院は行けませんて、私は今までいろんな病気も克服してきたので、私はもう大丈夫です

ということを言って、あのときにいまだに後悔していますけど、早う行けともっと言ってお

くべきだった、首に縄をつけて、黒岩さんと僕とで引っ張っていけばよかったと思いますよ。

それはもう詮ないことではあるんですが、それだけ伊藤がこの事業に心を砕くどころか、生

命を賭して頑張っていたというのは、ぜひ市民の皆さん、議会の皆さんたちも認識をしてほ

しいなというように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 今、市長が言われたように、一生懸命仕事をしたということを取り上げたいんですよね。

決して情にすがる気も何もないですけれども、安全・安心であれだけ頑張ったのはほかにな

いと思うんですね。 

 これはダイオキシンがどのように論議されたかということですけれども、私たち建設常任



- 40 - 

委員会はあちこち行ったんですね。まず研修しようということで、これは姫路市にあります

エコパークあぼしというところに建設常任委員会で行ってまいりました。ダイオキシン問題

ですけれども、ダイオキシンというのは、200トン以上は１立方メートルに0.1ナノグラム以

下なんですね。うちも0.1ナノグラム以下なんですね。0.1ナノグラムというのは、ナノグラ

ムってなかなかわからんですね。0.1ナノグラムというのは10億分の１グラムなんですね。

ナノグラムの世界はですね。そうしますと、１メートル、１メートル、１メートル箱に10億

分の0.1、つまり100億分の１グラムなんです。それはわからん。これ単位を変えたらこうな

るんですね。１キロ、1,000メートルの中にそれでも0.1グラムあるんですね。これもまたわ

かりにっかですね。それだけダイオキシンは猛毒であるということですね、ベトちゃん、ド

クちゃん、遺伝子に傷つける、カネミ油症問題、みんなダイオキシンですよね。これが余り

議論されていないようにしか見えない。それは先ほど言いましたように、溶融できていない

ものは違約金を取るでしょう、溶融できてなかったらダイオキシンが出るんですよね、当然

のことですよね。 

 これもエコパークあぼしの例ですけれども、法規制は0.1ですね。そして、あぼしでの自

分のところの規制は0.05ナノグラムなんです。つまり、ダイオキシンというのはいつも言う

ように自然界に存在しませんね。人類がつくり得た化合物なんですね。ダイオキシンが猛毒

であると片時も我々ごみを扱う者は忘れたらいかんと思う。そこの測定値、0.000034ナノグ

ラム、もう天文学もはるかに超えた、ほとんど出ない炉なんですね。エコパークあぼし、そ

ういうところにやっぱり見るべきなんですね。 

 これはうちと一緒の炉ですよ。だから、ごみ焼却、ダイオキシン、当然しょっちゅう出な

ければならないんですけれども、こういう資料が本当に見比べられたのかという疑問を持ち

ますけれども、いかがでしょうか、答弁を求めます。担当課長でよかですよ。 

○議長（杉原豊喜君） 

 石橋まちづくり部長 

○石橋まちづくり部長〔登壇〕 

 ごみ焼却とダイオキシンの件でございますが、これにつきましては提出されておりません

でした。ただし、環境省の基準につきましては、説明があっております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 それが部長さんね、それが私が言うように、目的を持たずに入札するじゃないですけど、

論議すればそうなるということですよね。だから、ダイオキシンが一番難点と思いながら行

かなければ、だから、最初一番は再資源だったんですよ。もっと言えば、怒られるかわかり

ませんけれども、福岡県が一番困っているのがセメント会社ですからね。 
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 これが火力発電と廃棄物発電の違いですけれども、これもあぼしですね。見ていただきた

いのは、ここですね、皆さんね。これ建設常任委員会で行ってきて覚えたんですけれども、

火力発電といえども43％しか効率がない。ごみでも10％以上ありますよということなんです

ね。これからごみ発電は絶対注目されますけれども、今言われているのが、発電端効率23％

を目指して頑張っているという話が、これはインターネットで引けば出てきます。シャフト

炉式ガス化溶融炉の特徴を生かした高効率発電への取り組みということで載っております。 

 これはあぼしに聞いたんですけれども、平成23年度の発電量、これは事務局で先日この分

は、22年は聞いてきておりましたので、調べていただきました。 

 23年度の発電量4,173万キロワットアワーですね、これは400トン。キロワットアワーとい

うのは電力ですよね。１キロワットを５時間つければ５キロワットアワーの電力が要ります

よという意味なんですね。ワット数に時間を掛けたのが電力ですね。だから、4,173万キロ

ワットアワーが400トンで出ているということは、うちは200トン、200トンであれば当然

2,000万キロワットは出ますね。お金が、電気事業買取制度価格というのが、何でん40円と

思うたら違うとったですね。太陽光が42円、キロワットに変わりますけれども、風力が一番

高い、57円ですね。そして廃棄物燃焼発電、これもいろいろあるんですよ。うちの場合は17

円で買い取ってくれるんですよ。そうすれば、2,000万キロワットが出る、17円だとすれば

３億4,000万円、発電エネルギーが出るんですね。そういう売電価格の比較検討はされてい

たのか。 

 こうしましょう、時間がないですから、されていなかったと思うんですけど、されていた

ら手を挙げてください。──されていないですね。 

 だから、こういう大きなものを逃した。つまり、最初から言うように、わけありの入札だ

という話をしましたね。決めているからこうなっていくと思うんですね。先ほどの評価点も

一緒ですよ。しかし、こういう大きなものが隠れているんですよね。毎年ですよ、３億

4,000万円は。もちろん、そのうちの約４割、１億4,000万円ぐらいは自分のところで使えま

すからね。あと２億は売電できる。灰溶融はこの電気を使って溶かすんですよ。だから、今

もうほとんど灰溶融は撤退でしょう。もったいないからですね。そして、高温が出ないので

スラグの質が違うんですね。これを我々研修で皆さんの税金を使って行って覚えてきたとこ

ろですよ。 

 そこで、１社入札、落札率98.88％、これは伊藤さんが頑張った成果ですので、ぜひとも

皆さん覚えていただきたいと思います。 

 市長さんね、これ伊万里の実際やった、ここは入札結果と調査兼報告書、これはほかの事

業ですよ。ほかの事業ですから、こういうふうになるということですね。ここは入札参加者

が７業者あります。ここのところでは予定価格と最低制限価格がありますね。ここに落札価

格が入っております。そして、ここが入札金額が出されている。この枠の中ですけれども、
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これを見ますと、このときは予定価格が4,600万円、そうすればＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの

７業者がこういう入札がずっと入っているんですね。最低制限価格が3,800万円ですよ。そ

うすれば、3,800万円切っていないので失格になりませんので、落札になりますね。部長さ

ん、これでよかでしょう。──ここにありますね。 

 このときは落札率が82.8％になります。しかし、伊藤さんはこれじゃないですよ。こうい

うふうに頑張った、予定価格を下げていった、3,900万円落としていった、そうすればここ

から上はできないので、入札を辞退するということになるんですよね。辞退する、そうすれ

ばこれは同じ金額でも、今度は落札率が97.7％になるんですね。こう変わっていくんですね。

だから、この歩掛かり表というんですか、それで4,600万円が出る。この差が大きいから、

武雄市はそういうことないですよ。大きいから話し合いをして、高どまりで落とそうという

のが談合でしょう。彼はそういうことを絶対させんために頑張って頑張って落としてきたん

ですよ、98.88％でとれるようなね。だから、それは彼の名誉のために言っておきますけれ

ども、１社落札で98.88％、よく頑張ったなと私は言いたいんですけど、市長どう思います

か。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 この経緯は私も後で知りました。伊藤が本当に頑張っていったというのは、議員がおっし

ゃるとおりなので、やっぱり思うんですけど、僕がランニングしていたときに、中学生から

言われましたよ。余り市長さん、栄八さんの通信ば余り上げるぎいかんて、まともに読みよ

る人は誰もおらんてということを言っていましたので、それもそのとおりだと思っています

ので、多分伊藤も今、西方浄土ではこのやりとりというのは笑って見ていると思っています。 

 ただ、我々としては、先ほどの黒岩幸生議員の御質問と私の答弁で伊藤の名誉は完全に回

復されたというように認識をしております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 23番黒岩議員 

○23番（黒岩幸生君）〔登壇〕 

 これシャフト炉ですね。これ間欠出湯ですけれども、これ電気のでき方ですけれども、ち

ょっと見とってください、皆さん。こういうことで、ここに発電機を回して電気エネルギー

が来るんですね。ごみを高温で燃やして、電気エネルギーで回収するということを外せば、

それは地球温暖化は悪いわ、どこが悪いわ、金はかかるわで大変なことですね。一番大きな

電気エネルギー回収ということをうちはやっていくんだと自信を持っていいと思うんですね。

つまり、2,000万キロワット掛け17円、３億4,000万円の発電エネルギーを持つ施設ができつ

つあるということを最後に申し上げまして、私の一般質問を終わります。ありがとうござい
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ました。 

○議長（杉原豊喜君） 

 以上で23番黒岩議員の質問を終了させていただきます。 

 ここで、モニター準備のため、10分程度休憩をいたします。 

休   憩    10時30分 

再   開    10時40分 

○議長（杉原豊喜君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、20番川原議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 （全般モニター使用）皆さんおはようございます。新政策研究クラブの川原でございます。

議長より登壇の許可をいただきましたので、ただいまから私の一般質問を始めさせていただ

きます。 

 今回は大きい項目で３項目、産業関係、それから行政関係、そして教育関係ということで

質問をしていきたいと思います。 

 まず、産業関係の中で、地場産業の振興ということで取り上げております。この中の１つ

目は、市の産品、特産品の販売促進及びＰＲの取り組み、２つ目には、ＦＢ良品の現在の状

況等について、３番目には、市長が先月行ってこられましたシンガポールでの商談会、その

内容について、そして４番目には、イノシシ肉の普及について、最後の５点目といたしまし

ては、トロピカルフルーツの現状と今後の方向性についてお伺いします。 

 また、行政の関係では、１つ目に、４月から本格運行をするみんなのバスについて、それ

から２つ目には、昨年の９月議会でも取り上げました債権管理条例の制定について。 

 最後の教育関係では、１つ目に、教育の再生について、２つ目に、ＩＣＴ教育の方向性に

ついて質問をしていきたいと思っております。どうかよろしくお願いいたします。 

 では、まず地場産業の振興の中で、武雄市の産品及び特産品について質問をいたします。 

 本市の特産品として思い浮かぶものは、若楠ポークとか佐賀牛、そしてイノシシ肉ですね、

そういった肉類、それから、米、キュウリ、タマネギ、チンゲンサイ、そういった野菜、ま

た、ミカン、イチゴ、柿、ブドウ、そういったフルーツ類、こういった農産物ですね。それ

からまた、手づくりハムとか、みそ、麺類、お菓子など加工食品、ほかにも焼き物とか、い

ろいろたくさんあると思いますが、このような武雄市の特産品をいかにこれから売り込んで

いくかということが生産者の所得の向上につながっていくというふうに考えるわけでござい

ますが、今、本市ではどのように販売促進、またＰＲに取り組んでおられるのか、武雄市の

取り組みについて、まずお伺いをしたいと思います。 
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○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 答弁申し上げます。 

 ３本の柱を掲げてやっておるんです。１つが、例えば物産まつりであるとか、市民の皆さ

んとか県民の皆さんとか国民の皆さんがお越しいただいて、実際の物に触れていただくとい

うことで、物産まつりを中心とした各種イベントですよね。これは市内でやっていくという

こと。それと連携して、まず数は少ないんですけど、お店であったり、そういった武雄の特

にイノシシを中心とした特産品を出してもらうように、市内の取り組みを全面的にバックア

ップするということがまず１点。 

 それと関連して、（市報を示す）これは今月号の市報なんですけれども、今月号だったら

昭和のイタリアンのＳｏｕＲｃｅさんを特集しています。今まで行政というと、全部並べて、

全部だめだったということなんですけど、我々は縦の公平性、すなわち今月号はＳｏｕＲｃｅ

さん、次の号は何とかさんというふうにして、こういうふうにめり張りのついたお店を出す

ことによって、出されたお店、今まで４つか５つあるんですけれども、全て前年同月比で３

割から、多いところは倍増しております。それは、とりもなおさず市民の皆さんたちがよく

知っていただいて、市の頑張っているお店に行っていただくような誘導線として、今、市報

を活用しています。 

 これは別にレストランだけじゃなくて、例えば今回、山田花屋さんを出しましたけれども、

武雄中学校でこういうふうにハートのを出していただいたりとか頑張っておられますので、

そういう頑張っているところも応援をすると。あわせて、こういうお店があるんですという

のを、食べるところ、食べないところにかかわらず、出すことによって、しかも、これはフ

ェイスブックに載せていますので、この市報を外の人が見て、今どんどんやってきていると

いう状況になっているというのは、まず１点。 

 ２点目がＦＢ良品です。ＦＢ良品でいろんな特産品を出していて、先ほど黒岩幸生議員か

らありましたように、武雄の名前をきちんとつけた上で、これは全国に出していくというこ

と。通販ですよね。この通販がきっかけとなって、これまたおもしろい現象が起きていて、

きょう食べに行こうと思っていますけれども、朝日のオイランタンが冷凍カレーを出されて

いて、お店に行くとよくわかるんですけれども、あれなんですよ、「何で来たんですか」と。

今、県外ナンバーが結構いっぱいとまっているんですよ。そしたら、「ＦＢ良品で食べて、

本物を食べに来ました」というので、「何でこがん遠かところまで来っとですか」と聞いた

とですよ。そいぎ、「このわざわざ感がいいんですよ。この後、武雄温泉に入っていきます

から」というので、そういう意味でいうと、武雄温泉がそういう意味でいう付加価値にもな

っているんですね。だから、そういう通販ということですね。 



- 45 - 

 あと、焼き物もそうです。これはちょっと言ったかもしれませんけど、２品しか売れんや

ったですよ。買ったのは僕ともう１人なんですけど、もう申しわけなく思って、窯元の皆さ

んに言ったらね、「いや、ぜひ載せとってください」と。「何でですか」と言ったら、「ＦＢ

良品の焼き物を見て、買いに来てくださるお客様がいらっしゃる」と。確かにそうなんです

よね。通販で焼き物って余り買わんですもんね。だけど、それを見ることによって、実際買

いに来てくださると。その後、武雄温泉に入って帰られるというふうにして、それが物すご

く複合効果を生んでいます。 

 長くなりましたけど、３つ目なんですけれども、先週でしたね。先週、ＮＨＫのふるさと

のフェアであったりとか、レモングラスでいうと伊勢丹の新宿店であるとか、例えば、高級

スーパーの紀伊国屋さんのフェアであるとか、そういったところに我々は積極的に職員を送

って、その中で職員が武雄の物産をきちんと宣伝しているということで、だから、幾つか分

けてやっていますけれども、僕らは集中的にやろうと思っているんです。集中的に。今、お

かげさまで、武雄というと非常にいいイメージが──これは議会の皆さんたちのおかげなん

ですけれども、非常にいいイメージができていますので、少なくとも私が市長に着任をさせ

てもらったときからすると格段に売れやすくなっています。ですので、もう少し次のブラン

ドね、やっぱり由布院ですよね。由布院のようにイメージができるように、今度、次の仕掛

けというのは、そういうブランド構築をする必要があるだろうと。今、武雄は、ともすれば

フェイスブックであるとか、図書館であるとか、それで注目を集めていますので、次の段階

というのは、さっき言ったように、いろんな特産品があります、あるいは温泉がありますと

いうのをきちんと届くように仕掛けていくのが議会並びに我々行政の仕事だというように思

っております。 

 余り足の引っ張り合いはやめにして、そういう前向きな方向で行ければいいなと思ってい

ますので、僕も少し性格を直したいと、このように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 今、ＦＢ良品のことにも触れていただきましたけど、国内におけるＦＢ良品の状況、その

あたりについてお伺いしたいことと、またＦＢ良品の加盟自治体、今、10の自治体が加盟さ

れておりますけど、どのような連携をとっておられるのか、そのあたりをお伺いしたいと思

いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 ＦＢ良品の加盟自治体は、武雄市を初めとして、鹿児島県の薩摩川内市、それから岩手県
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の陸前高田市、福岡県の大刀洗町、新潟県の燕三条市、栃木県の那須町、富山県の南砺市、

兵庫県の多可町、沖縄県の石垣市、それから香川県の宇多津町の10自治体で今販売を始めて

おります。 

 次年度以降も参加自治体はふえる見込みでありまして、20から30の自治体へ広げていきた

いというふうに考えておるところです。 

 Ｆ＆Ｂ（ファンバイ）良品は、昨年12月にほかの自治体のＦ＆Ｂ（ファンバイ）良品も閲

覧、購入できるポータルサイトを構築しまして、情報交換や売り上げ向上を目指していると

ころでありまして、４月よりＦ＆Ｂ（ファンバイ）良品運営の最高議決機関となる全国ＦＢ

良品連絡協議会を設立しまして、さらに連携を深めていきたいというふうに思っているとこ

ろです。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 ちょっと２点修正します。 

 燕三条市という市はないんですよ。ですので、燕三条の商工会議所が主に運営をされてい

ますので、これはちょっと修正をしたいと思います。 

 それともう１つが、Ｆ＆Ｂ（ファンバイ）良品と今はもう言っていません。ＦＢ良品と統

一をしました。これはちょっと失敗したなと思ったんですね。やっぱりこういう間違いがう

ちの中でも起きるんですよ。ですので、最初からＦＢ良品と統一しておけばよかったなとい

うことを今思っています。 

 ただ、こんなに伸びるというのはちょっと夢にも思っていなかったので、実は今、非常に

戸惑っています。そして、今、ＦＢ良品の担当者会議を武雄で先般開いたりであるとか運営

協議会をつくったりとか、点じゃなくて面でオールジャパンに売り込みたいなと。ですので、

もう少し平たく言えば、我々はアマゾン、楽天に続く第三極を今目指しております。どこと

は言いませんけれども、超大手通販の人が私と組みたいというふうに来ていますので、これ

は組むも組まないも、市民福祉の維持向上につながると、地域の所得向上につながるという

ことであれば、それは組みたいと。ですので、僕らは別にあれなんですね、組むことによっ

て今の価値がマイナスになるようなことはしたくないということなので、魂は売るつもりは

ありません。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 全国の多くの自治体と組んでいく、連携をとっていくということは、ＦＢ良品のアイテム

的にもふえてきますし、当初、目標といいますか、商品アイテムを1,000点、それから売り
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上げ年商10億円…… 

    〔市長「無理です」〕 

 という目標もございますが、そういう連携をとっていくということで、ＦＢ良品がどんど

んふえて売り上げ増につながっていくというふうに思いますので、ぜひこれは積極的に進め

ていただきたいというふうに思っております。 

 また、本市におきましても、ＦＢ良品に認定されていない商品、まだまだあると思います

ので、そのような特産品ですね、そういう部分の掘り起こし、それについて何か対策を講じ

られるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 それは本当に御指摘ごもっともで、やっぱりまだ僕の伝播力が足りないなと思っている一

つなんですよ。 

 ですので、今のところ６月にこれはちゃんと公募しようと思っています。公募をして、や

っぱりインターネットを使えない人たちがＦＢ良品を使いたいという人たちが物すごく実は

ふえているんですよ。これは佐賀新聞、西日本新聞にあれだけ大きく取り上げられ、特に、

西日本新聞にあれだけ大きく取り上げられれば、それはやっぱり使いたいということなんで

すけど、ただ、御年配の方がインターネットの利用というか、活用がなかなか厳しいという

ことで、できれば、これはよく議会と相談して最終的には決めたいと思っていますけれども、

お歳暮のときに市報の別枠としてカタログを載せていこうと、それと電話一つ入れておけば、

24時間365日いけるかどうかわかんないんですけれども、ネットじゃなくて電話で対応をし

て、それで送りますということ、あるいは買いますということをやっぱり進めていく必要が

あるだろうと。 

 これは実際いろんな集まりに行くじゃないですか。みんなＦＢ良品のことは結構知られて

います。だけど、残念なことに小売店主の方々がまだなかなか知らないんですよね。ですの

で、それは実際ちゃんと公募をきちんとする。公募をして、機会は均等にします。その上で、

出したい人──これは何でも出すわけじゃありません。やっぱり売れないものを出すと、結

局ＦＢ良品の価値が下がってしまいますので、やっぱり我々がきちんと目ききをした上で、

ＦＢ良品の中の委員会で目ききをした上で出すということにしていって、繰り返しになりま

すけれども、お歳暮のときはやっぱり一番売れるんですよ。売れるので、それをカタログと

して全世帯に配布をしていきたいと。そうすることによって市報で、（市報を示す）こうい

うふうに今回はＳｏｕＲｃｅさんを取り上げましたけれども、お店の宣伝にもなるんですよ

ね。お店の宣伝にもなるし、実際、ＦＢ良品を使わなくても、ここに買いに行こうというこ

とにもつながっていきますので、これは一石四鳥、五鳥を目指してやっていきたいというよ
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うに思っております。これはまたいろいろな異論、反論が当然出てくると思いますので、こ

れについては、議会の広範な御審議をまたお願いしたいというふうにも思っています。それ

に我々は従っていきたいと。 

 いずれにしても、やっぱり知られるということは大事なんですよ。知られるって。ですの

で、先月号か先々月号かで泰山を載せたんですよ。北方町の黒岩議員さんの家の近くの泰山

を出したときに、「知らんやった。ああいうふうに載せてもらって、行ったらやっぱりおい

しかった」ということで、聞いたら週末はほぼ満席です。ですので、そういう意味でいうと、

我々は議員が最初におっしゃったように、掘り起こしというと、やれ広告だとか、あるいは

何かいろんなお金を使ってとあるんですけど、今あるものを生かすという意味では、市報と

か市のフェイスブックページをきちんと生かしていくということが大切だろうと思っていま

す。 

 市報にこんなに威力があると思っていませんでしたので、そういう意味でいうと、もっと

早くやればよかったなというようなことを反省しております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 確かに市報を私も見まして、ああ、いいなと思いました。それを見ていたら、ぜひ行って

みたいねというような感じがするわけですよね。ですから、そういう形でお店の紹介かれこ

れもぜひやっていただきたい。 

 そして、先ほどお歳暮関係、お中元、お歳暮、そういう形に本当にそういうＦＢ良品あた

りもどんどん使っていただけるようにコマーシャルをしていただきたいと、このように思い

ます。 

 では次に、先月、市長が行かれましたシンガポールに、市長の演告でもちょっと触れてお

られましたが、シンガポールでの商談会の内容はどうだったのか、また現地のバイヤーの反

応や手応え、そのあたりについてお伺いしたいと思いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 シンガポールの商談会は、山口裕子議員さんらと一緒に行きましたけれども、やっぱりよ

かったですね。というのが、何が求められているかというのは、よくわかりました。何が求

められているかというのは、よくわかった。これは意外と言ったら怒られるんですけれども、

文八工房って有田町──山内かな。実際、工場は山内にあって、これはＦＢ良品でワインの

キャップですとか、これは陶器で見事な文様で出しているというので、日本でも売れている

んですけれども、これはシンガポーリヤンが物すごくこれはいいと。あと、日本のバイヤー



- 49 - 

もお見えになっていましたので、これの食いつきが物すごく強かったということと、あとは

嬉野市長、伊万里市長も佐賀県内では御帯同いただきましたので、それぞれやっぱりお茶の

手応えであるとか、いろんなものの手応えがそこでわかったと。あと、パッケージをこうい

うふうにすればいいとかというのも、いろんなアドバイスをいただきましたので、そういう

意味でいうと、やっぱりシンガポールというのはこれから一番伸びていく市場というのは間

違いありませんし、ある意味、香港が飽和状態になっていますので、我々とすれば、香港は

佐賀県にお任せ、これからはシンガポールに僕らは行って、ただ、武雄だけでやっても余り

意味がないので、これは現地でも山口裕子議員とも話していたんですけれども、なるべく多

くの自治体を巻き込んでやっていこうということで、それは山口裕子議員さんがおっしゃる

とおりかなと思っていますので、その制度設計はちょっとこれからちゃんと始めたいという

ように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 本当に海外でそういう形で販売ができると、手応えもあったということで、本当によかっ

たなと思っております。 

 それで、ことしの10月に設置を予定されているというようなことで、シンガポールの事務

所ですが、その概要がわかれば。 

 そして、並行してＦＢ良品の会社もシンガポールのほうに設立というようなことをちょっ

とお聞きしましたので、具体的にどのようなお考えをお持ちなのか、お伺いをしたいと思い

ます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 10月を目途に、２つ今考えています。 

 １つは、地方政府連絡事務所、在シンガポールですよね。これを立ち上げていきたいと。

この前、場所であるとか、いろんな諸条件については実際見てきましたので、そこに出して

いくと。ただし、これは武雄だけではとても費用的にはちょっともたないので、特に佐賀県

内を中心にして、いろんな自治体に幅広く呼びかけて、割り勘ですよ。人生割り勘、仕事も

割り勘。それで、その事務所を設置したいと。 

 ただ、やっぱり日本の地方政府という冠というのは非常に効きますので、そこに私どもの

職員を出したいと。少なくとも１人出していきたいと。当該職員は中国語堪能、ぺらぺら、

英語もぺらぺら、日本語もそこそこですので、そういうバイタリティーのある人間を10月１

日から赴任をぜひさせていきたいと。人は武雄市で出します。一方で、武雄市だけでやって
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も、やっぱり情けは人のためならずですよ。やっぱり全体をやることによって武雄市の利益

がきちんと上がってくる。これは国益だと思っていますので、そういう意味で、さっき言っ

たように、例えば事務所費用とか、さまざまなプロモーション費用というのは割り勘して出

していこうと思っています。今のところ、最低でも10自治体は加わってくれるそうですので、

そういう意味での拠点になると。 

 ＦＢ良品に関しては、これはそこの組織がやるというのはちょっとおかしな話になります

ので、今、三重県の株式会社エクストラコミュニケーションズ、この前の商談会も主催して

いただいた会社が現地法人をシンガポールに立ち上げられますので、そこにお願いをして、

ＦＢＩを創設しようと。ＦＢ良品インターナショナルです。決して捜査機関ではありません。

ＦＢＩを立ち上げていただくということで、そことさっき言った地方政府連絡事務所という

のはよく連携をして売り出す。 

 具体的に言えば、幾つかあるんですが、１つは、まず市場調査は絶対大事。全然わからな

いですから。市場調査が大事。マーケティングですよね。その次に、特産品の販路開拓であ

るとか、実際そこに物を置くであるとか、その次に多分通販というのは来ると思うんですよ、

実際の通販が。ですが、なるべく10月のときにＦＢ良品でシンガポールで出すものについて

は英語版をやっぱり出していく必要があるだろうと思っていますので、ことしの10月が一つ

の潮目になっていくのかなというように思っております。 

 ただし、これは誤解なきように言うと、ＦＢＩに入らない、あるいはＦＢ良品に入らない

自治体を排除するつもりはありません。（「ありがとうございます」と呼ぶ者あり） 

 ありません。ですので、幅広くやる気がある自治体に呼びかけてみて、そこで一緒に点で

はなくて面で、地方という面でやっぱり日本を売っていくということが必要だろうと思って

おります。 

 私から最後にしますけれども、シンガポールがうまくいった後は、次はオーストラリアに

行きます。その次はアメリカに行きます。ですので、世界一周ということでＦＢ良品が世界

の第一極になるように頑張っていきたいというように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 地方の自治体が世界に目を向け、そういう市場を開拓するということは大変すばらしいこ

とだと思います。地域の所得の向上に向け、今後もまた市長にしっかり取り組んでいただき

たいと、このように思ったところでございます。 

 では次に、イノシシ肉の普及についてお伺いをします。 

 現在、イノシシ肉を商品化したものはどのようなものがあるのか、また武雄市内において

イノシシ肉を食せるところ、食べられるところですね、こういう店舗はどこにあるのか、お
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伺いをしたいと思いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 現在、販売しているイノシシ肉は、精肉ではロースやもも肉など７種類を販売しておりま

す。また、加工品については、ジャーキー、ハンバーグ、ウインナー、たれづけの４種類を

加工センター「やまんくじら」やＦＢ良品で販売をしているところです。 

 市内の飲食店で常時イノシシ肉が食べられるところは、旬彩このみ、それからレモングラ

スティーハウス、それからセンチュリーホテルの３カ所です。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 今、市内では３カ所ということでございますが、イノシシ肉を武雄の特産品としてもっと

拡販をするというには、そういうイノシシ肉を食べられるお店、料理店、そういうのをもっ

とふやす。もちろん旅館でも取り扱っていただくというようなことが大変重要なことだと思

いますが、そういう意欲を持った店舗に対して、市としての何か支援、そういったのは講じ

ておられるのか、そのあたりについてお伺いしたいと思いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 市内の飲食店やホテル、旅館等には、イノシシ肉料理を出してもらうように働きかけを機

会あるごとに行っているところであります。 

 意欲がある店舗においては、メニュー化するためのイノシシ肉の提供を行うとともに、定

番化したらイベント時のチラシや雑誌等に情報提供を行っているところであります。 

 また、フェイスブック等を利用して店舗等をＰＲするなどの支援を続けているところであ

ります。 

 以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 そういう支援をこれからももっとしていただきたいと思いますが、この前、先日ですか、

食談会ということをちょっと私もお聞きしまして、センチュリーホテルでパルファム、グラ

ンという──これはセンチュリーホテルのあれですね。その料理長の──すみません、これ

はセンチュリーホテルじゃなくて、竹林亭ですね。御船山の竹林亭で古賀料理長さんが食談
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会、特別モニタープランということで開かれるということをちょっとお聞きしましたもので、

そういうのを食べてみたいなと思って問い合わせをしましたが、残念ながら日帰りプランは

満杯でだめでしたが、このようにフランス料理に武雄産のイノシシ肉を使われるということ

は大変ＰＲになるんですね。 

 そういうことで、こういうイノシシ肉というのをもっとＰＲしたい。しなければならない

と思っておりますが、このイノシシ肉の効能なんですよね、効能。体にいろいろいい、そう

いう効能。これは江戸時代にヤマクジラ──山内の処理センターも「やまんくじら」と言い

ますけど、ヤマクジラと称されて、寒さ厳しい冬の栄養補給食、つまり薬食といいまして、

ボタン鍋とされたそうでございます。 

 そのイノシシ肉は、牛肉や豚肉と比べて低カロリー、それから高たんぱく質ということで、

疲労回復や美容にいいというふうに言われております。特に、女性にうれしいコラーゲンも

豊富に含まれているということでございますので、このようなイノシシ肉の効能というのを

もっと前面に出してＰＲすることが、このイノシシ肉のイメージアップにもつながってまい

ると思いますし、もっと市民の方にも食べていただけるんじゃないかと思いますが、そのあ

たりについてどうでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 おかげさまで、武雄町出身で、東京京橋の日本を代表するフレンチレストランのシェ・イ

ノ──牟田議員さんと同級生だって聞きましたけれども、その彼が行うあしたの食談会はす

ぐソールドアウトなんですね。これもまた全国からお越しいただくんですよ。それは竹林亭

の魅力というのもあろうかと思うんですけれども、場所は関係ないんですよね。魅力的なこ

とをちゃんとやったら、わざわざお越しいただくということですので、これでやっていくと

いうことで、ちょっとあしたきちんと総括をしなきゃいけないと思っているんですけれども、

今後、もう少し市民の皆さんたちが気軽に参加しやすい──というのは、やっぱりイノシシ

を食べる習慣って武雄にないわけですよ、そもそも論として。ですので、例えば、議長さん

がよく行かれている豊さんとか、そういったところにも呼びかけてみて、もっと広く市民の

皆さんたちにお越しいただくような市民の食談会をどんどんやっていく必要があるだろうと

思っています。やっぱり口コミにまさるものないんですよ、口コミに。 

 ですので、市民の皆さんたちがおいしかったと、もっと食べてみたいというのをいろんな

方々に宣伝をしていただくような機会を今後つくっていこうかなと思っているのと同時に、

その効能というのは、議員おっしゃるように、食べてみたときにきちんと申し上げるという

ことも大事だと思っていますので、いろんな形で市民を巻き込んでやっていきたいなと思っ

ております。 
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○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 ぜひそういう市民の方が気軽に行ける食談会をよろしくお願いしたいと思います。 

 もう１つ御提案でございますけど、ここは市長も行かれたことがある「このみ」さんです

ね。そこで、もちろんイノシシ料理を出していただくわけでございますけど、このメニュー

にシシ肉のレモしゃぶ、これはシシ肉とレモングラスということでございますけど、レモン

グラスを使ったスープでシシ肉のしゃぶしゃぶを食べるということでございます。これに武

雄温泉水、武雄温泉の水ですね、というのを使ったらどうだろうかということで、今、店主

さんも研究もされております。 

 それで、私も思うんですけど、武雄のイノシシ肉、武雄のレモングラス、武雄の温泉水と

いうマッチングというのができれば、もっと武雄温泉というのもこうなってくるし、こうい

うしゃぶしゃぶも、ああ、温泉水を使ったしゃぶしゃぶだなということで、もっと何か食べ

られるようになってくるんじゃないかなというふうに思いますので、そのあたりについてい

かがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 そのとおりだと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 ありがとうございます。確かに温泉水というのも、なかなかいろいろ制約もあると思いま

すが、そういう部分に使える温泉水という形になれば、ぜひそういうことも実現できると思

いますので、市のほうもぜひバックアップをお願いしたいと思っております。 

 では次に、トロピカルフルーツについてお伺いをしたいと思います。 

 一昨年、栽培状況を見せていただいたわけでございますが、その後、どのようになったの

か。今の現状、状況ですね、それについてお伺いをしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 平成23年度より試験栽培を開始しておりまして、現在２年目になります。ことしは、リュ

ウガン10本ほどに実をつけたところであります。25年度につきましては、ライチに実がなる

見込みです。 
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 現在、リュウガンが155本、ライチが15本、ジャボチカバが７本…… 

    〔市長「余りいろいろ言うぎいかんばい。盗まるっぞ」〕 

 ということですので。これが状況です。 

    〔市長「企業秘密です」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 現在の状況はわかりましたが、確かに栽培に携わっている方も、これを何とか武雄の特産

品にしたいということで頑張ってあられると思います。 

 では、これからこのトロピカルフルーツをどのように展開をしていくのか、今後の方向性

についてお伺いしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 やっぱり商品として出すには、まだちょっと糖度が足りませんので、糖度が20％を超した

時点が出せるときかなと。ちなみに甘いスイカと言われているのは、大体糖度が15％なんで

すよ。20％というと、もう強烈に、おっというぐらい甘い。 

 しかし、今どうなっているかというと、ライチとかリュウガンとか国外産しかないんです

よね。これは缶詰だったり冷凍なんですよ。おいしくない。ですので、我々とすれば、答弁

書には販路開拓と言っていますけど、販路開拓は要りません。実際、欲しいというニーズが

ありますので、そこにＦＢ良品であるとか、いろんなお力をかりて出していくということを

しようと思っています。 

 ですので、今、トロピカルフルーツ係なんですけど、実際出すときは、めでたくトロピカ

ルフルーツ課に昇格させます。昇格させて、トロピカルフルーツ、ＴＦ課ですかね。トロピ

カルフルーツ課長に据えようと思っている人がいますけれども、それが先人となって伊勢丹

の新宿店とかいろんなところに切り込んでいくと。それをやることによって、実際やるとき

は恐らく契約農家という形になると思うんですよ。今、苗は一元的に管理していますけれど

も、契約農家の皆さんたちが所得が向上する。しかも、その農家の人たちがまた、米の傍ら、

これもいいよねという形で広がっていくような仕掛けをしていきたいと思っております。 

 これはちょっと時間がまだかかりますので、２年後の目玉としてやっていく。その前に、

いろんな販路とか商路とかというのは事前にもう話をしています。これはちょっと名前を言

うわけにいきませんけれども、大手の通販の会社がぜひこれはやりたいと、一元的に取り扱

いたいということになっていますので、これも議員の皆さんたちのおかげなんですよ。やっ

ぱり武雄というと、何か非常におもしろい、新しい取り組みをしているというイメージがあ
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るんですよね。ですので、そういう意味でいうと、議員の皆さんたちが前向き、後ろ向きの

発言をいっぱいしてもらっていますので、非常に感謝をしております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 経済ベースに乗せるには、まだもうちょっと時間がかかると思いますが、仮にそういう形

で市内で販売、栽培ができるというようなことになったときに、その果実として、いい製品

ばっかりじゃないと思うんですよね。その中に、どうしても不良品とか、ちょっとそういう

のが出てくると思うんです。 

 そういったときに、ちょうどこの前、テレビを見ておりましたら、ダイエットのゼリーと

いうテレビショッピングの通販があっておりまして、ヒルズダイエットとかいってですね。

それを見ていましたら、いろいろな種類があるんですけど、マンゴーとかバナナ、メロン、

それからブルーベリー、オレンジ、その中にライチというのも入っていたんですよね。こう

見ていて、ああ、そうか、ライチもこういうのに入るのかと思って、そういう商品的にはな

らない部分ですね、そういった分も生かしていけるということを考えたときに、こういう加

工品的な部分にも回せば、もっと所得的にもいいんじゃないかと、そういった感じを受けた

ところですが、そういった用途ということもこれから考えていかなければならないかなと思

うんですね。そのあたりについてお願いしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 いや、そのとおりだと思うんです。今、ちょっと僕がびっくりしたのは、前、紀伊国屋さ

んのバイヤーと話していたときに、「市長、一番売れているのは何だと思いますか」と言わ

れて、売れ筋、伸びているという意味で、ごぼう茶らしいんですよ。ごぼう茶が突発的に売

れていると。何でごぼう茶、多分ごぼうを煎じたやつにお湯をぶっかけて、少し焙煎もする

と思うんですけれども、飲んだらやっぱりそこそこおいしいんですね。──そこそこじゃな

い。ちゃんとおいしいんですよ。これは流れていますから、余計なこと言えないんですね。

ですので、おいしいんですね。 

 それで、そういうことかと。ごぼう茶が何で売れているかというと、ダイエットで、これ

も何かテレビが扱ったりとか口コミで売れていると。それで、今度ＦＢ良品の大刀洗でごぼ

う茶とレモングラスを組み合わせたお茶を出そうという話もしていて、これなんですよね。

ですので、例えば、リュウガンであるとかライチは滋養強壮で非常に台湾とか中国の方々が

好んで飲まれると。特に、リュウガン茶はお正月に縁起のいい、体がぽかぽか温まるという

意味でも、例えば、ドリンクであったりとか、あるいはタブレットですよね。今、物すごい
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市場が伸びているタブレット。何と言うんですか、タブレットって。（発言する者あり）食

べるやつね。多分ちょっと間違いました。 

 ですので、そういう加工して付加価値をつけて出していくということもあるだろうという

ように思っていますので、単体で出せないものは、そういうふうにして加工して出していく

と。そのためにも、やっぱりブランドなんですよ、ブランド。だから、２年後にもう少し武

雄のブランドが上がっておかないと、やっぱりこれはなかなか見向きもされませんので。こ

れは議員も同じだと思うんですけれども、やっぱり知られているということはすごい大事な

んですよ、知られているというのが。やっぱり知っているのと知らないのと同じのが出てき

たときに、値段が割高であっても知っているほうをみんな買うんですよね、消費行動として。 

 ですので、やっぱり今すごく知られるということ、武雄市に図書館が今度リニューアルオ

ープンするということもあって、もっと武雄が知られるということに僕らはもっと注力して

いかなきゃいけないなというように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 ぜひ２年後、３年後にそういう形になっていければと、そのように思っております。 

 では、次に移ります。 

 次は行政関係ということで、みんなのバスの運行について質問をいたしたいと思います。 

 みんなのバスが実験運行を終えました。それで、４月１日より本格運行ということになる

わけですが、これまでいろいろな検討を重ねて、地域の利用者の声とかをもとに、いよいよ

本格運行するわけでございますが、これまでの経緯といいますか、それと今後の運行の趣旨、

それについてお伺いをしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

 みんなのバスにつきましては、４月から本格運行ということを予定しております。これま

では、平成22年９月から実験運行という形で行ってまいりました。 

 （モニター使用）この間、みんなのバスにつきましては、実験運行で約３万5,000名の方

が乗車いただいております。月間に換算しますと1,250名、１日に50名強の方が乗っていら

っしゃるという形で利用していただいております。今度、新年度からは最適なダイヤ等を考

えまして、ルートの見直しを重ねてきたところであります。 

 これまでの実験状況を踏まえまして、永続的に持続可能な交通という形で継続をしてまい

りたいというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 
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 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 有償化ということでございますが、この有償化をするということで、これまでの利用者に

対してどのような影響をお考えなのか、そのあたりについてお伺いをしたいと思いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

 宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

 有償化しますと、利用者が減るということを想定しております。実験運行段階では、先ほ

ど３万5,000人と申しましたが、１年に換算しますと約１万5,000人という形になります。こ

の数字が１万人程度になるのではないかということを想定しているところであります。 

 ただ、そうでありましても、減少するにしても、とにかく、これまでバスにつきましては、

民間がバス路線からずっと撤退していくという状況が続いてきております。こういうことか

ら、やはり自前で運行可能な制度設計という形で考えているところでございますので、御理

解をお願いしたいと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 ちょっとここは大事な点なんで補足しますけれども、私はただがいいと思ったんですよ。

ただがいいと思ったんですが、ちょっと重複するかもしれませんけれども、いろんなアンケ

ートであったりとか、いろんな御要望を実際承っている中で、やっぱりただだと、どうして

も市が負担をするということになって、継続できないんじゃないかと。だから、私たちが幾

ばくかでも払って継続ができるんだったら、ぜひ継続をしてほしいという本当に切実なお声

がありました。ですので、これを僕は反対だったんですけれども、やっぱり多聞第一、いろ

んなお声を聞いた上でかじを切るということ。 

 それと、これはうちの企画課はよく頑張ってもらったんですけれども、これは有償化する

こと、すなわち旅客運送になることによって特別交付税80％の措置の対象になりますので、

そういう意味でいうと、二重、三重に、使っていない市民の方々の負担も減るということに

なりますので、そういう意味でいうと、有償化というのは持続せしめるという意味と市民負

担という観点からすると、やっぱりこれはやむを得ない措置と言ったらちょっと語弊がある

かもしれませんけど、私自身はこう思っております。 

 そして、やっぱり何でこれが総体的にうまくいっているかというと、まだ海のものとも山

のものともわかんないときに、例えば、サクセスの川口喜三郎社長さんであったりとか、あ

るいは新武雄病院さんであったりとか、武雄中央ライオンズクラブさんであったりとか、快

くバスを寄贈してもらったんですよ。これは普通の自治体だったら、行政が買え、買えと言
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われるんですけど、やっぱりこの団体であったり個人の皆さんたちというのは、市民負担を

それでするのは本末転倒でしょうということで御寄贈をいただいたという意味でいうと、サ

クセスの川口喜三郎さん、新武雄病院さん、そして武雄中央ライオンズクラブさんには、こ

の場をかりて、また重ねて御礼を申し上げたいと思っていますし、またバスをお待ちしてお

ります。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 先ほどの部長の御答弁で、有償化することで利用者の総数が減る。年間延べ１万5,000人

が１万人ということの御答弁がございましたが、ということは、今まで利用された方の5,000

人ほどは今度利用しないという形になるわけでございますが、何でしないのか、そう減るの

か、そのあたりについて、わかってあったらお伺いしたいと思いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

 宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

 （モニター使用）少し文字が小さいのですが、これは地元にお配りしております地図をこ

こに示しております。山内町を例にして言いますと、ピンクのところ、船ノ原地区を回る路

線、あるいは今山のブルーのところ、こういうところでみんなのバスを走らせております。

今山地区のブルーでいきますと、今山の北のほうから三間坂駅まで行くという形で、三間坂

まで用事があるというような方については、長距離になりますので、乗られるということは

あろうかと思いますが、大野病院ぐらいまで行くときに、ちょっと歩いてもいいねというよ

うな方については、若干そこの料金との関係を考えられる方もいらっしゃるんじゃなかろう

かと。これは事例ですよ。 

 そういう200円という有償化の部分ですね、この辺とのバランスが出てくるのかなという

ことで試算上は想定したところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 この200円という料金が、先ほど市長もただでもよかったんだということもおっしゃいま

したが、やはり経済的に困窮しているといいますか、生活弱者、それとか少ない年金で生活

されている高齢者の方にとりましては、やはり若干重いんじゃないかと。もちろんいろいろ

なアンケート調査もされて、料金設定もされたとは思いますが、そのあたりの配慮といいま

すか、そういうのは行えなかったのか。 

 例えば、本当は200円なんですが、半額の100円にする、そういう一つの証明のパスみたい
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なものを与えて、それを見せていただければ100円になりますよとか、そういった弱者に対

してのそういう配慮というのはいかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 御指摘のとおりなんですね。これはアンケートを我々がとったときも、そういった声が幅

広く寄せられておりまして、今のところの制度設計では、障がいをお持ちの方、これは証明

をいただくことになるんですけれども、半額の100円と。それで、生活保護受給対象世帯、

受給者の方に関しては、交通費の中で見るということになりますので、実質ゼロ円というこ

とになってまいります。 

 ですので、生活弱者であるとか身体的にハンディキャップをお持ちの方であるとかという

のを、やっぱりみんなのバスですので、皆さんに乗っていただくという意味では、最大限の

配慮をしてまいりたいと、このように考えております。 

 そして、実際また運行をするに当たって、もっとこういうふうにしたほうがいいよねとか

になった場合については、さらに修正をかけていこうというように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 もともとみんなのバスは、交通不便な地域に住む高齢者、そういった方たちの買い物とか

通院ですね、こういうのに行くのが本当に大変だからと、その移動手段として始めたわけで

ございます。ですから、このような高齢者、弱者が一番必要としている、いわばそういった

事業だと思います。ですので、ぜひそのあたり御検討いただきたいというふうに思います。 

 それから、２点ほどちょっと確認でございますが、料金のことでございます。 

 今、小学生以下と障がい者の方は100円というふうになっております。そしたら、小学生

以下ということでございますので、幼児も入るのか、それから乳児、赤ちゃんですね、その

あたりはどのようになるのか、そのあたりについてお伺いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

 陸運局の認定を受けて、バス交通の認定を受けるという形になりますので、通常のバス事

業者と同じ取り扱いになります。通常のバス事業者が小学生以上は有料でございますので。

乳児は無料でございます。一人で乗る場合は１歳から料金は発生しますが、大人と一緒であ

りますと、子ども１人分はただというのが、いわゆる通常のバス事業の認定を受ける場合の

料金体系ということになっております。 
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○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 わかりました。 

 では、みんなのバスの最後の質問でございますが、さっき映っておりましたが、今、運行

しているみんなのバスが余りにもちょっとシンプルな部分で、これをもっと目立つように車

両に子どもたちの絵でも描いたらどうだと、こういう質問が以前、上田議員さんからあった

と思うんですよ。そのとき、財源的な部分があるのでということで、今のところまだ実現は

しておりませんけど、今回、せっかくの本格運行ということで始まるわけでございますので、

ぜひそのあたりも実現をしていただきたい。 

 そしてまた、そういう財源の問題でございますけど、それは車両の一部に企業等の広告を

載せるとか、そういった広告料をラッピングのほうに充てるというようなことも考えられる

と思いますので、そのあたりをぜひ実現していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 川原議員、補助金額については、一応今回の予算に上がっておりますので、そこら付近の

特に…… 

    〔20番「はい。もうこれで終わります」〕 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 僕は企業広告については反対です。というのは、みんなのバスというのは、やっぱりみん

なのバスなんですよ。ですので、財源が足りないからといって、それを企業にして、その企

業の名前をそこに出す──いや、今でも寄贈いただいた新武雄病院さんとか、武雄中央ライ

オンズクラブさんであるとか、あるいはサクセスさんは入れていますけれども、それはその

ものをいただいていますから、それは意味があるんだけれども、企業広告という観点で絵を

塗って、そこに何とかと描かれると、それは何か市民の、少なくとも僕は何かそれはちょっ

と違和感があるなと思っています。 

 ですので、もしそれをやると──ただ、目立たないというのは事実なんですね、僕の性格

と一緒で。目立たないというのは事実なので、それはいかにして目立たせるかということに

ついては、ちょっとやっぱり考える必要があるだろうと。ただ、ラッピングすると１台につ

き少なくとも50万円から100万円かかるんですよ。ですので、それも踏まえて、やっぱりち

ょっと考える必要があるだろうと。目立たないということは僕も非常に心苦しく思っていま

すので、ぜひ川原議員が私たちの知らない間に塗っていただくということを期待したいと思

います。 

○議長（杉原豊喜君） 
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 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 私もいろいろ考えたんですけど、その財源をどこから出すかということで、一つの御提案

を申し上げたわけでございます。 

 やはり市民に愛されるバスといいますか、そういう形で今後も運行ができればと、そうい

うふうに思っております。とにかくこのみんなのバスが、みんなが乗れるバスにぜひしてい

ただきたいというふうに思っております。 

 では、次に行きたいと思います。 

 次は債権管理条例の制定についてお伺いをしますが、これは先ほど申しましたように、昨

年の９月議会で取り上げた分でございます。 

 その後の取り組みの状況について進展があったのか、そのあたりについてお伺いをしたい

と思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 角政策部長 

○角政策部長〔登壇〕 

 現段階の状況でございますが、債権管理の方法、あるいは事故の取り扱いなど、調整事項

を整理しているというところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 今、整理をされているというような御答弁でございますが、市の債権については、市が滞

納債権について、地方税法の例により滞納処分をすることができるといった強制徴収債権と、

また強制徴収するには裁判所の決定を受ける必要のある債権、また私債権とかありますが、

そういう滞納債権として問題になるのが非強制徴収債権や私債権と思いますが、これにはど

のようなものがあるのか。この内容ですが、どのようなものがあるのか、お伺いしたいと思

います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 角政策部長 

○角政策部長〔登壇〕 

 非強制徴収債権でございますが、公債権のうちでは農業集落排水事業使用料、生活保護費

の返還金などでございます。 

 私債権におきましては、住宅使用料、奨学金の貸付金等がございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 
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○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 非強制徴収債権や私債権は滞納処分が行えないので、何度も何度も督促をしなければ納付

に応じてもらえないというような状況もあると思います。 

 それで、現在の滞納状況についてはどうなのか、その点についてお伺いしたいと思います

が。 

○議長（杉原豊喜君） 

 角政策部長 

○角政策部長〔登壇〕 

 滞納状況でございますが、平成23年度の決算ベースにおきましては、収入未済として28債

権、合計１億3,700万円程度ございます。 

 主なものといたしましては、住宅の家賃、これは4,600件の5,500万円、水道使用料、これ

は2,500件の6,800万円、また災害援護資金貸付金の返済金では17件、270万円というふうに、

一部でございますが、このようなものがございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 かなりの額の収入未済額があるわけでございますが、その滞納債権の徴収を行うには、ど

んな業務ですね、どのような業務を行って、それからどれくらいの時間を費やしているのか、

そのあたりについてお伺いしたいと思いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

 角政策部長 

○角政策部長〔登壇〕 

 業務でございますが、各債権を管理している担当課におきましては、督促状の発送、ある

いは債務者との交渉、分納、猶予などの処理を個別に行っているということでございます。

それと、収納対策室におきましては、市営住宅の家賃及び保育料の担当課と共同いたしまし

て、年に四、五回、一斉催告や年間20日程度の夜間を中心とした集中した戸別訪問を実施い

たしております。 

 また、一斉催告の前段でも、担当課におきましては自主的な納付をお願いして、督促状の

発送を行っております。また、市税とか住宅家賃、保育料にあわせて、出納閉鎖に向けて５

月中にも15日間程度、夜間、休日の戸別訪問を実施して、折衝を行っております。 

 水道課におきましては、水道使用料の滞納者に対し、毎月の督促状の送付、さらに３カ月

ごとに停水予告通知の発送、悪質滞納者には停水処分を実施いたしております。 

 これらの業務をするには、相当の時間をかけているというのが実態でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 
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 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 大変よくやっていただいていると思いますが、かなりの時間も要するということでござい

ます。 

 例えば、債務者が無資力、つまり財産がないと、それからまたこれに近い状況にあって、

資力の回復が望めない、著しく困難というような状況で、明らかに徴収ができない、徴収の

見込みがない、そういった場合というのは、どう頑張っても取れないといいますか、だめな

わけで、そういった督促に多くの時間を割くよりも、今の現年度分の徴収にもっと力を入れ

たほうが新たな滞納者をふやさないといった意味でもいいのではないかと思いますが、ぜひ

そういう方向も考えて切りかえるべきではないかなと思いますので、そのあたりについてい

かがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 角政策部長 

○角政策部長〔登壇〕 

 今年度からは、現年度分について納期までに納入できていない方については担当が電話催

告をいたしておりますが、既に滞納されている方、これに対する対応について、相当の時間

を割いているというのが現状でございます。 

 御指摘のように、滞納者、滞納額を減らしていくには、新たな滞納者をつくらないという

のが肝要かというふうに思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 地方自治法第96条では債権の放棄は条例の定めにより可能と、そういったことでございま

すが、他市においては債権管理条例を定めて、どうしても徴収できない債権の定義をして、

それを放棄できる旨の条例を制定されております。 

 武雄市におきましても、ぜひ条例制定の上に効率的な徴収を行い、そして税収増に取り組

んでいただきたいと、そのように思うわけでございますが、いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 角政策部長 

○角政策部長〔登壇〕 

 他市の事例もございますので、債権管理条例につきましては、25年度中に制定できるよう

に進めていきたいというふうに考えております。 

 しかしながら、債権放棄の適用につきましては、債権者が無資力、あるいはこれに近い状

態、あるいは資力の回復が困難と、そういう状態など、税負担の公平性に鑑み、慎重に規定
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するということが必要と考えております。したがいまして、議会、あるいは市民の皆さんの

これについての御理解も必要かと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 ありがとうございました。 

 では、次に移ります。 

 教育関係で、教育の再生についてお伺いをしたいと思いますが、先日の新聞を見ておりま

して、その報道によりますと、全国の警察が昨年１年間に摘発、補導した少年事件、このう

ち、いじめが原因だったものが260件で、前年の113件から約2.3倍にふえたということが掲

載されております。そして、これは昨年10月、滋賀県大津市で中学２年の男子生徒がいじめ

が原因で自殺をしたということが社会的に大きく注目をされ、警察に対応を求めるケースが

ふえたためではと、そういったことを警視庁の担当者が分析したというふうに記事が掲載さ

れておりました。 

 私が思うに、これは一気に2.3倍ふえるというのはどうかなと。ただ、今まで表に出てこ

なかったものも、それに近い数字があったんじゃないかと思うわけでございます。今回の大

津の自殺の事件をきっかけに、こういう数字が出てきたのではないかなというふうに自分な

りに思ったところでございますが、これは何で警察に対応を求めるのかと、求めるケースが

ふえたのかということは、これまでいじめ等は学校である程度対応してきたということです

が、やはりそれでは不十分ということで、警察のほうにお願いしたほうが、対応を求めたほ

うがいいんじゃないかということになってきたのではないかというふうに思ったところでご

ざいます。もちろん武雄市ではしっかり学校で対応していただいておりますので、そういう

ことはないとは思いますが、質問に入ります。 

 本市の小・中学校において、いじめの現状は今どうなのか、まずその点についてお伺いを

したいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 市内のいじめの状況でございますが、教育委員会が把握しておりますのは、小学校１件、

中学校１件でございます。といいますのは、今お話にありましたように、学校での対応で納

得、了解できた、あるいは解決したと、そういう事例もほかにはあろうかと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 
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 いじめは、やはり早期発見、早期対応というのは大変大事だと思っております。そしてま

た、なかなか見た目でわからない陰湿的ないじめ、そういうのもあると思いますので、定期

的なアンケートをとるとか、それからまた家庭や保護者との連携も大事だと思いますので、

今後もそのあたりは継続的に対策を講じていただきたいと思います。 

 また、最近、道徳教育の充実ということをよく耳にするわけでございますが、本市の小・

中学校では、その道徳教育をどのように行っておられるのか、現在の取り組みについてお伺

いをしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 学校で行っております道徳の授業としては、週１回、年間35時間を予定しております。調

査してみますと、小学校、中学校ともに35時間以上の授業をいたしておりまして、全国的に

中学校なんかは60％等の状況を見ますと、非常に充実した指導をしているものというふうに

思っております。 

 また、保護者授業参観のときに一斉に道徳を公開するというような試みもやっているとこ

ろでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 先日、政府の教育再生実行会議、そちらからいじめ対策についての提言というものがなさ

れたわけでございます。その内容は、道徳の教科化、またいじめ対策の法律化、いじめに向

き合う責任のある体制、そして、いじめの被害者の保護、加害者の指導、それから体罰禁止

の徹底、そういったものが盛り込まれているわけでございます。 

 私は今回のこの提言を実行するということで、今のいじめ問題の全てが解決できるとか、

そういうことはもちろん思っておりませんが、でも、一定の効果はあるのかなと、そういう

ふうに私は感じたところでございますが、教育長はこの提言についてどのようにお受けとめ

になっているのか、そのあたりをお伺いしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 提言がなされまして、いじめとか体罰とか非常に深刻な問題が片方には発生しているとい

うことも背景としてあるわけでございます。50年以上にわたりまして、昭和33年から道徳と

してあるわけでありますけれども、教科、道徳、特別活動という分け方で普通これまで分類

されてきました。そうしますと、教科とか特別活動と道徳がどのように結びついて、本当に
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人間味に通じる、人間性の育成に通じるものになっていたかと、そういう反省はこれまでも

実際になされてきていたところでございます。 

 あと、幾つか心のノート、つまり教科書に匹敵するようなこと、あるいは評価等の課題等

も幾らかあろうかと思いますが、計画的に体系的に育もうという面では、教科化も一つの方

向であろうというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 本当にいじめという問題は、こういういじめや体罰、そういったことで子どものとうとい

命が絶たれるというのは本当に痛ましいことでございますので、こういったことは断じて繰

り返してはならないという思いでございますが、これは学校だけでなくて、やっぱり家庭、

地域、そういったものが一体となって、子どもを守り育てていくといいますか、そういった

体制がぜひ必要だと思います。 

 近年、コミュニティースクールというものがありまして、その指定を受ける学校がふえて

きました。このコミュニティースクールについて、本市はどのような取り組みをなされてい

るのか、この点についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 先ほど出されました教育再生実行会議の提言の中にも「学校、家庭、地域、全ての関係者

が一丸となって、いじめに向き合う責任のある体制を築く」という項目がございました。心

の問題に限らず、学力等も含めまして、地域と家庭、学校が連携した指導というのが子ども

を育むということは、今もかつても同じことだというふうに思っております。 

 その一つの方策として、学校運営協議会、コミュニティースクールというのを現在、北方

中学校で24年度試みてもらいました。25年度、希望をとったところでありますが、北方の小

学校でも同時に並行してやっていくということでございまして、地域の方が、これまであっ

た学校評議員会よりも、さらに運営の大事なところまで御意見を聞いて、校長先生と連携し

て地域とともに取り組むというのがコミュニティースクールでございます。今後もより進め

ていきたいというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 ありがとうございました。いじめの問題も、こういうコミュニティースクール、こういう

部分を実行していきながら、解決も幾らかできるのじゃないかと、このように思います。 
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 もう時間があれでございますが、最後に、ＩＣＴ教育の方向性について質問をいたします。 

 武雄市ではＩＣＴを利活用した教育を推進し、これまで全国に先駆けてｉＰａｄを小学校

２校に整備され、また電子黒板を市内全小・中学校に整備をしている状況でございますが、

現在の整備状況、これはどのようになっているのか、また今後どのような方向でその整備を

また図っていくのか、そのあたりについてお伺いをしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 間もなく12時になりますけれども、一般質問を続けさせていただきます。浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 （モニター使用）電子黒板につきましては、現在、市内小学校で60台、中学校で25台を整

備し、学級数に対して約50％の整備となっております。 

 ｉＰａｄにつきましては、武内小学校、山内東小学校の２校で４年生以上に１人１台、そ

れから御船が丘小、若木小、北方小で２台、武雄北中で１台を整備し、活用を図っていると

ころでございます。 

 このＩＣＴ教育につきましては、子どもたちの意識調査でも80％以上の子どもたちがわか

りやすいという声を出しておりまして、有効に働いていると見ております。 

 今後の整備につきましては、まず電子黒板につきまして当初予算で36台分をお願いしてい

るというような状況でございます。 

 活用の状況でございます。 

 特に、山内東小、武内小につきましては、このｉＰａｄと電子黒板を連動するような形で

の活用が図れるようになっております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 このＩＣＴを利活用した事業、本当に子どもたちも興味や関心も高く、そういう思考、理

解、そういうのを高める上でも欠かせない事業だと、このように思うわけでございます。 

 先ほどの答弁では、電子黒板については新年度予算で36台分お願いをしているということ

でございましたが、このｉＰａｄにつきましても、まだ未整備の学校も多くあると思います

ので、このｉＰａｄ、これはぜひ進めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 教育長からおまえ答弁せいという合図が来ましたので、私から答弁しますけれども、やっ

ぱりｉＰａｄといっても高いんですよね。ですので、ｉＰａｄｍｉｎｉでできないかなと思

って、あるいは一括購入して安くならないかなということで、今度、ＩＣＴの協議会を武雄
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市に立ち上げたいと思うんです。その中で、広範に議論をしていただいた上で、今のところ

座長は松原聡先生にお願いしようと思っておるんですけれども、その中で、こういう使い方

だってあるよねとか、こういうんだったらコストをかけずにできるよねということで、いず

れにしても、その議論を経てから次の３月議会を待つんじゃなくて、臨時議会なり６月とか

９月の市議会で予算を上程したいと思っています。拡張するのは間違いないです。間違いな

いですので、それはぜひ御安心をしてほしいと。 

 ちょっと長くなって恐縮なんですけど、学校でこれをぜひ使いたいというところにぜひ声

を上げてもらおうと思っているんですよ。そうせんと、押しつけになりますもんね。ですの

で、学校がこういうふうに子どもたちにＩＣＴ教育でこれを使いたいというところに、特に

校長先生に手を挙げていただいて、競い合ってもらおうということを思っております。 

 いずれにしても、拡張の方針で考えていきたいと、このように思っております。教育長、

これでいいですかね。 

○議長（杉原豊喜君） 

 20番川原議員 

○20番（川原千秋君）〔登壇〕 

 ありがとうございます。子どもは地域のもちろん宝でございますので、これからの武雄市

を担っていく子どもたちへの先行投資ということでございますので、ぜひよろしくお願いい

たします。 

 これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（杉原豊喜君） 

 以上で20番川原議員の質問を終了させていただきます。 

 ここで、議事の都合上、午後１時20分まで休憩いたします。 

休   憩    12時３分 

再   開    13時20分 

○議長（杉原豊喜君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 次に、１番朝長議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 （全般モニター使用）皆さんこんにちは。それでは、議長より登壇の許可をいただきまし

たので、１番朝長勇の一般質問を始めさせていただきます。 

 きょうの質問の内容は大きく４つ、１項目めが前回に引き続き、市営住宅の今後の方向性

についてもう少し掘り下げてみたいと思っております。２番目が、これからの市庁舎のあり

方について、３番目が特色ある教育政策について、４番目が企業誘致についてという順番で

進めていきたいと思います。よろしくお願いします。 
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 それでは、まず市営住宅の今後の方向性についてということですけれども、前回の質問で

市営住宅については公営住宅法施行当時の役割が終わりつつあり、その戸数については長期

的に見て減らす方向で検討すべきであるという意見を申し上げたところでございますけれど

も、今回はさらにその問題について掘り下げてみたいと思っております。 

 まず、全国的な傾向について、公営住宅の管理戸数の推移を見てみますと、ちょっと字が

小さいですけれども、これが2005年からの10年間ですね。で、2005年が一番ピークになって

おりまして公営住宅の管理戸数というのが219万1,875戸、ここをピークにしてその後少しず

つ減ってきておりまして、2010年度では217万649戸ということで比率としては１％前後です

けれども、整備戸数という観点で見ると３割ぐらい減っている状況でございます。グラフの

黄色が手持ちの戸数ですね。青が借り上げの戸数、小さい赤が買い取り戸数となっておりま

す。 

 この減っている主因というのは財政難というのが主な原因で、古い住宅を取り壊す一方、

補充を抑えているということが主な要因になっております。 

 まず最初に、こういう現状を踏まえて私の意見を端的に述べさせてもらった上で、そこか

ら議論を深めていくという方向でやっていきたいと思います。 

 冒頭に申し上げましたとおり、公営住宅の果たすべき役割というのは、大きく変化してき

ており、今後は立地条件や間取りなどを高齢者や障がい者、ひとり親家庭など、福祉政策に

重点を置いて再検討していく必要があると考えております。その考えに基づくと、今、和田

住宅が建設中でございますけれども、その次が大野住宅というところまでは決定しているよ

うですので、その後については建てかえを一旦凍結して、耐用年数を過ぎた住宅については

募集を一旦取りやめて戸数を減らす方向にまず方向づけをすべきではないかと考えておりま

すけれども、この考えについて市長の見解をお尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 私は議員さんと意見が真っ向から対立します。私は市営住宅というのはきちんと残すべき

であると思うし、今そういうニーズがあるわけなんですよ。かつ市営住宅にしか住めないと

いう方々もいらっしゃるわけですよね。だから、私はそういう方々に温かい手を差し伸べる

ことこそが行政だと思っておりますし、しかも、ただその場所に建て直すのがいいかどうか

というのは議論があると思うんですよね。ですので、それについては、これはよく黒岩幸生

議員がおっしゃいますけれども、北方の中央線のところがあるじゃないですか。あそこに周

辺部の、あえて名前は言いませんけれども、そこを建てかえ移転というふうにするというこ

とによって、まちづくりにも寄与するわけですよね。そこは、病院にも近いしスーパーにも

近いということにもなりますので、そういったことも含めて私はどんどんやっていきたいと
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思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 それではまず、私の考えについて、なぜ私がそういう考えを持っているのかということに

ついて、もう少し説明させていただきます。 

 まず、現在の、これは昨年の12月末ぐらいなんですけれども、今の市営住宅の入居状況と

いうのを、大体年齢構成を調べさせていただきまして、まず高齢者60歳以上のみの家庭とひ

とり親で18歳以下の子どもさんがいらっしゃる家庭、または単身、これはちょっと年齢だけ

で判断ですので、多分生活保護者の方とか障がい者の方などが含まれると思われます。で、

以上の条件に当てはまる層、年齢だけからの推測ではございますけれども、この戸数が全

877戸中の大体約半分の440戸程度になっております。で、なぜこういう基準で私なりに戸数

を調べたかといいますと、先ほどの空き家の状況というのが、非常に空き家が多くなってき

ている、それで平成21年の２月の時点で235戸であったものが、約３年後、平成24年５月の

時点では倍以上にふえて550戸までふえてきております。このうち、多少の手入れは必要だ

と思いますけれども、80％程度は入居可能であろうと。 

 武雄の状況がこういう状況ですけれども、全国の空き家の状況を見てみますと、平成20年

の10月時点で空き家が760万戸、これは総務省の調査によります。そして今後の予測として、

野村総研のレポートによりますと、まず2003年のペースで新築──これが年間で約120万戸

ということですけれども、このペースで行くと、2040年には空き家率が43％になると。仮に

新築のペースを半分にした場合でも、空き家率が36％、2040年ですね、で、お隣はもう空き

家というような時代がやってきつつあると。さらに空き家が増加した場合の懸念事項として、

地域コミュニティが維持できなくなってくる。そしてさらに治安が悪化、公衆衛生の低下、

また景観の悪化、地域イメージの低下、こういう懸案事項が現実に起こってくるおそれがあ

る、こういう状況を踏まえた場合に、今後の武雄市の住宅供給の方向性として、まず空き家

を武雄市全体の資産と考えて活用するような方向性で考えるべきではないかと私は考えてお

ります。そうするためには、ここでさっきの年齢別の調査というのが影響してくるんですけ

れども、収入面だけが問題で市営住宅を探される方については、まずは空き家を探して、空

き家に入居していただくような方向で考えていただくように方向づけができないかと。その

ために不動産業者──もちろん、その空き家の持ち主の方の了解は必要ですけれども、不動

産業者と情報等を共有して民間活力の導入を図りながら、その空き家のほうに市営住宅の代

替手段として住んでいただくような方向で考えるべきではないかと、私は考えているんです

けれども、再度これについて市長の見解をお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 
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 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 私も極力、できない理由というのは言いたくないんですけど、これは無理ですね。という

のは、空き家は御存じのとおり、７割から８割まで倒壊寸前だったりとか、あるいはメンテ

をした場合にさらにお金がかかったりとかということ、それと、とりもなおさず、空き家と、

皆さん簡単におっしゃるんですけれども、これは法律上の制限がある。 

 それともう１つは、所有者の御意思というのがあるわけです。所有者の御意思等があるの

で、それが権利関係が二層、三層に絡んでいるんですね。 

 ですので、そういう意味でいうと、衣食住に基本的に行政が介入するというのは、私は反

対です。衣食住は、やっぱりそれは市民の皆さん方が、やっぱり自分のことですからやって

いくというのが基本で、足らざる部分を、市営住宅もそうなんですけれども、そこは市が、

民間ができないことの補完として応援をするということが基本で、空き家の場合は、住まい

というよりも、むしろ、その懸念という観点からは一緒なんですけれども、極力そこは倒壊

しないようにとか、そのためには除却するのがいいのかと。で、その後に民間の皆さんたち

が活用するというふうに私はしていきたいと思っていますし、これを行政が、連携でもいい

んですけれども、なってくると、本当に、その住まいという部分にまで行政が入ってくると

いうことにもなりかねないんですよ。ですので、それは余計コストがかかる話になります、

行政が入ると。これは、よく言われないんですけれども、行政が入ると、やっぱりその分だ

けただではできませんので、私どもも人件費を抱えていますのでね。 

 それよりも我々とすれば、今、空き家の条例をつくって、伊万里市さんとかと一緒に共同

して、まずどういう空き家があるかとか、その空き家を今度はどういうふうに持っていこう

かというのを今、知恵を集めてやっているんですよ。条例も御議決いただきましたので、そ

れが先なのかなと。で、その中で不動産として活用ができるということであれば、それはそ

れで活用を進めると。我々が例えば、今度１円以上の市有地をオークションにかけますけれ

ども、そういった応援が可能になるんではないかなというように思っていますので、多分、

これは順番が僕は逆だと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 市営住宅に入居を希望される方、これはちょっとここに話を聞かないと、どういう方が希

望されているかというのはわからないわけですけれども、やはりどうしても希望の状況等を

見ますと、新しいほうに当然といえば当然なんですけれども、希望が偏るので、そういった

場合に市営住宅──当然税金を投入して建設するわけですので、私としては待機者がいるか

らふやす──ふやすというか、減らせないという考えにはちょっと、私自身は同意できない
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という考えを持っております。市営住宅を建てかえれば、やっぱり新しいものができて、安

く入れれば当然住宅を探している方というのは、まず市営住宅を探そうという方向になると

は思いますけれども、そういう意味で、戸数をどうするかというのはまだ様子を見ながらと

いうことで、どちらにしても短期的にできることではありませんので、もう少し状況を見る、

これは可能、できると思いますけれども、どちらにしても、より弱者に市営住宅を使ってい

ただくということを考えた場合に、今の抽選方式といいますか、これをもう少し面談等を取

り入れて、より立場の弱い方というのを優先して入居していただくような方向にまず持って

いくということはできないでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 まず、結論を言うとできません。これね、言うはやすし、やってみたらわかるんですけれ

ども、じゃ、例えば、障がいをお持ちの方で選ぶとなったときに、何を基準でこの方はオー

ケーでこの方がノーだというのを言えるかというのは、多分それは無理なんですよ。だから、

面接をやってというのは、それは無理なんですよ。ですので、これね、ちょっと誤解がある

ようなんですけれども、もともとあれなんですね。市営住宅に入られる方というのは、広い

意味でいうと住宅困窮者なんですよ。所得に制限があるんでね。そういう意味でいうと、そ

れは、住宅困窮者という意味では等しく皆さんは平等なんですよ。ですので、そこでより弱

いといったときの、よりというのを行政が判断できるとは、僕はとても思えない。そうする

と、恣意的な話とか、絶対また、よかれと思ってもですよ、絶対出てくるわけですよ。です

ので、我々は、もうこれは最善じゃないにしても、よりほかの方法をいろいろ考えてみまし

た。その結果、等しく抽選というのが、やっぱり受けられた方もそうだし、それともう１つ

は我々納税者から見てもそれが公正かつ私は忠実でいいんではないかなというように思って

おります。 

 いずれにしても、我々が住宅政策でやっているのは、要するに待機の方が多いからやって

いるわけじゃないんですよ、やっているわけじゃない。さっき、冒頭申し上げたように、や

っぱり武雄市にいろんな方々に住んでほしいと思うんですよ。だから、所得が低いから武雄

市に住めないといったら、それはかわいそうじゃないですか。武雄市に住みたいけど、所得

が低いとか少ないから住めないって。しかも武雄市はアパートの値段とかマンションの値段

が近隣と比べてやっぱり高いんですよね。やっぱり今、人気が出てきているので。だけど、

その所得で、住む、住めないというのをするというのは、余りにも僕はかわいそうだと思う

んです。ですので、私は待機の方が多いとかではなくて、やっぱり行政というのは温かい気

持ち、特に弱い方々に手を差し伸べるのが行政の最大の役割だと思うんですよ。ですので、

これはしっかりやっていきます。 
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○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 私の頭の中にあったのが、１つの例としてですけれども、私の同級生が就職して、結婚し

て、まだまだ収入が少ないということで、築何十年やったかはちょっとわかりませんけど、

かなり古い住宅、一軒家を借りて、家賃は多分１万円あるかないかぐらいだったと思います、

正確には覚えていませんけれども。そしてその後仕事を頑張られて、自分で一軒家を持たれ

たという方がいらっしゃいましたので、そういうイメージで捉えていました。築年数が古い

のを我慢すれば、安いところでもあるはずだという考えが私の中にあった。それをもとに今

回の提案につながったということで御理解いただきたいと思います。 

 戸数については、当面今までどおりやっていくということであったんですけれども、どち

らにしても、またさっきの話に出ましたけれども、今後の長期的な方向性として、やはり高

齢化が進んで市営住宅に住む方、入居される方というのも高齢化が進む、またはひとり親家

庭のお母さんとか、社会的にも住宅そのものだけではなくてそのほかにも行政のサポートが必

要になってくる可能性が高いということで、戸数は別として立地に関して長期的には──今

も市長のほうから１つ話は出ましたけれども、再配置を行っていくということが必要だろう

と思います。私がイメージしていた今後の長期的な市営住宅の立地条件というのが、なるべ

く小学校のほうに近い敷地を探して、建物の集約化、ある狭い範囲になるべくそういうサポ

ートの必要な人たちを近づけておくという方向で、また建てかえの位置については検討して

いくべきだろうと思っております。これによってやっぱり、入居される高齢者の方と学校の

児童との触れ合いとか、相互見守りとか、孤独死対策、児童クラブとの連携とか、いろんな

ソフト面の対応ができやすくなるということで、この建てかえのタイミングで立地条件を見

直すという考え方は、さっきもありましたけれども、お持ちであると考えてよろしいでしょ

うか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 石橋まちづくり部長 

○石橋まちづくり部長〔登壇〕 

 先ほど市長答弁にもありましたように、立地場所については立地条件と、それから背景の

問題等ありますので、その配置については柔軟に対応していかざるを得ないと考えておりま

す。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 それでは、市営住宅の問題についてはこれで終わりにしまして、次に今後の庁舎のあり方
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についての話に行きたいと思います。 

 まず庁舎のあり方についてという話に入る前に、今の現庁舎の耐震の問題について、対策

の検討が行われると思っているんですけれども、耐震補強をするのか、現地で建てかえるの

か、または移転するのか、その辺の検討状況について経過をお尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

 庁舎の耐震補強の検討状況についてでございますが、補強改修を行うといたしますと、補

強のためのブレス──いわゆる筋交い等ですね、とか柱とか、こういうものを庁舎内に設置

する必要があります。その結果、執務面積の減少、あるいは利用者の窓口サービス等々の不

便性、こういう課題が発生してきますので、その解決案としましては、別棟が必要になるの

かなというふうに考えているところであります。また、補強改修をしますとなりましても、

建物そのものの延命化、このことが解決されるということではございませんので、投資効果

については非常に低いのではないかという状況を検討しております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 今回この庁舎のあり方についてという問題を取り上げさせていただきましたのは、まずは

庁舎を移転するかどうかは別としても、建てかえの方向で考えていただきたいということで

取り上げさせていただきました。その理由について、これから述べていきたいと思います。 

 これまでは、市民の視点で考えた場合に、庁舎よりも先に整備するべき施設があるという

感覚から、庁舎の建てかえや大規模改修については十分に議論が進んでこなかったと。そし

てきのうで２年になりましたけれども、２年前の東日本大震災において多くの自治体庁舎が

被害を受け、災害対応拠点として機能を果たせず、復興事業にとっても大きな障害になった

と。これによって、防災拠点としての庁舎の重要性が改めて認識されてきている。防災拠点

としての役割、これを考えた場合に、単に強度の問題ではなく、耐用年数、またバリアフリ

ーの対応、先ほど言いました災害時の対応機能などを考えると、また新幹線の問題もありま

すし、その辺を総合的に勘案した場合、建てかえの方向で考えるべきと考えておりますけれ

ども、これについて見解をお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

 現在、庁舎の件につきましては、特別委員会を本議会において設置していただきまして、

その中で検討していただいております。市長のほうからは、３つの案があるということで、
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補強改修も含めましてその３案について検討してまいっているところでありますが、先ほど

質問者がおっしゃいましたように、防災拠点としての機能、あるいはさらには市民の利便性

の向上、こういう面から、現在、どういう機能向上を図るべきかということについて検討し

ている状況でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 それでは、まず私のほうから１つの案として、建てかえるとした場合はこういう庁舎がで

きるのではないかということで、１つ提案をさせていただきたいと思っております。（発言

する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

 静かに。 

○１番（朝長 勇君）（続） 

 まずは情報化の進んだ今だからこそ実現できる、災害時の対応能力にすぐれた庁舎が建設

できるという可能性があると。具体的な方法としては、１階には最低限のカウンターだけを

置いて、残りはフリースペースとしてふだんはギャラリーやカフェなどの多目的スペースと

して確保すると。一方、２階は、執務機能は２階以上に設置して、カウンターや廊下をなく

して省スペース化を図ると。これによって一般論としてですけれども、大体２割ほどスペー

スを削減できそうと。これによって建築コストの削減にもつながる。 

 で、具体的にちょっと絵を描いてみますと、１階についてですけれども、まず市役所で行

う業務の８割近くが証明書等の発行業務ということで、それについてはパソコンとプリンタ

ーがあれば対応ができるということで、市民の方がいらっしゃるところに膨大な書類を置く

必要もないし、職員がそこに、同じフロアにいる必要もないということで、カウンターのみ

を１階に設置してフリースペースとして、あとは多目的スペースとして活用してもらう。こ

うした場合にどういうことが可能になるかというと、例えば災害が起きたときに１階を片づ

けて災害時のボランティアとか救援物資の受け入れという、非常に広いスペースを使用でき

る。大災害になると、どうしても物資や情報、人というのが市役所に集まってくるというこ

とで、屋根つきの広いスペースを確保するために１階をこういう構造にしておくと。 

 ２階についてですけれども、左側は大体旧来のレイアウト、武雄の場合は真ん中に吹き抜

けがありますけれども、今後設計するとした場合に、この中廊下とカウンターを廃止して、

市民の対応については相談コーナー等を設けてここで対応するということにすれば、ここで

もスペースの削減が可能になる。対応の根拠としては、今申し上げたとおり、今であるから

こそ膨大な書類を、発行業務をする場所に置いておく必要がないということで、こういう構

造が実現できるのではないかと考えております。これによって、災害発生時には１階がボラ
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ンティアや物資の受け入れ、対応拠点として機能すると。２階以上が情報収集や対策会議な

どの本部機能として集中できると考えます。こういう市役所の構造について、今聞かれてど

う思われたか、お尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 まず私の所見は、午前中の黒岩幸生議員に申し上げたとおりであります。 

 で、議員ね、その議論の前に、ちょっと議会でやってほしいのは場所をどうするかと、あ

るいは建てかえなのか、耐震するかというのは先の話なんですよ。で、それに応じて、場所

で、こういう機能があるということを言わないと、聞いている人が見ると、市民は「あ、こ

れは違うところに建てかえるんじゃないか」というふうになりますよ。ですので、やっぱり

これは特別委員会で、どなたが委員長か僕は知りませんけれども、特別委員会でしっかり議

論をする話だと思いますよ。 

 その上で今、私のほうから議会にお願いしているのは３つ案を言っているじゃないですか。

１つは耐震の設計をもう１回し直すということが１パターン、２パターンがここに建て直す

ということ、それと３パターン目が移転をするということなんで、まずその話を詰めてくだ

さらないと、やっぱり物事順番がありますよ、順番が。なんで、それはね、ぜひそこをお願

いをしたいと思います。ですので、特別委員会でしっかり御議論をぜひお願いをしてほしい

なと。で、我々は我々で考えがあります。ありますが、やっぱりこれは議会がしっかり決め

ていただくのが、僕は筋だと思っているんですよ。 

 で、私は私の考えがあります。私も市民を代表している立場でもありますので、それにつ

いてはもう少し熟慮してから、うちも中で検討させていますので、その時点でちゃんと意見

を申し上げたいというふうに思っております。特別委員長とよく議論してください。（発言

する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

 静かに。１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 それでは、ちょっとまず、構造そのものよりも立地条件をどうするか、新幹線と絡めて考

えた場合にどうするかというのを、まず、その前にやることがあるということが今の市長の

考えということで、これに関してはまたタイミングを見計らって、出す場面があれば提案さ

せていただきたいと思います。 

 それでは、３つ目の特色ある教育政策についてに移ります。 

 今、日本は年末に政権交代して安倍政権のもとで長引く不況から何とか脱して成長軌道に

乗せようということで、通称アベノミクス、成長戦略、金融緩和、財政出動ということで、
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３本の矢という政策が行われているわけですけれども、この金融緩和はちょっと別として、

財政出動に関しては実際もう具体的に予算に反映されてきていると。そこで、成長戦略と考

えた場合にやはり地方がやるべきことは何かと。この財政出動というのはどうしてもそれだ

けでは長続きしないと。それが効いているうちにまた次の対策を考えていかなければならな

い。そして大きく成長軌道に乗せていくというのがこのアベノミクスのビジョンであると思

うんですけれども、そういうのを考えたときに、地方として何をすべきかと考えると、やは

り大きく変わろうとしている時代に対応できる人材というのを育てておく、これが地方の大

きな役割の一つであろうと考えますが、教育長の見解を求めます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 全体の成長戦略の中で武雄市の教育というのは、非常に途中をつなぐのが難しいわけです

が、ただお話にありましたように、例えば、ＩＣＴ教育を進めさせていただく中で、全国か

らかなりの方が見に来られるわけであります。で、そのほかにもいろいろ視察に見えたりす

る場合もあるわけです。そういう意味では教育においても中央とか地方とかという枠は以前

ほどは薄れているのではないかと。地方の役割も非常に期待されている面があるのではない

かというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 教育に関してはいろいろなところで各公民館や学校、いろんな場面で精力的にやられてい

るというのはもちろんわかっておりますが、やはり子どもたちが大きく伸びていくためには、

まず目標を持っていただく、持ってもらいたいと。で目標を持て持てといっても、なかなか

そうぱっと子どもたちも思いつくようなものではないと思いますし、やはりそういうお手本

といいますか、そういうものを大人が示して行動の規範としてもらうようなことが必要だと

思いますけれども、こういう取り組みについて今現状どういうことが行われているか、お願

いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 以前と比べましてたくさんの方が、小学校、中学校等に入っていただいているというのが

実情であります。ざっと、例えば、今年度だけ見ましても、小学校で101件、中学校で24件、

１件の中に、例えば老人会で50人行きましたというような例もありますので、人数としては

非常にたくさんな方でありますけれども、本当に積極的に学校に入っていただいていると。
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また学校からもできるだけ先生たちがコーディネートする形で、この学習だからぜひこうい

う方をお願いしたいということで働きかけてどんどん入っていただいている。そういう意味

でいろんな面で行動の規範という言葉をさっき使われましたけれども、先輩から直接聞くこ

とで、自分の生き方に比べてみたりと、参考にしてみたりというようなことが、どんどん出

てきている状況だというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 私自身もいろんな講演会とか研修とかに行って、第一線で活躍されている、世界を股にか

けて活躍されているような人の話を聞く機会がよくあるんですけれども、やはりそういう方

の話を、みずからの人生を重ねるそういう姿を見て、非常に感動を覚えるし、わくわくする

ような気持ちを覚えることがよくあります。で、そういう気持ちをぜひ子どもたちにも味わ

ってほしいなというのが、物すごく私の中にありまして、やっぱりそういう方というのは非

常に何というか、山あり谷ありの人生を歩んでこられた方が多い。多少脱線しても志があれ

ば、頑張れば、世界に通用する活躍ができるような人間になれるんだと、そういうみずから

の実体験を語っていただくような方の話を、ぜひ、特に中学生あたりは年齢的には今から自

分の進路を決めていこうと、そういう思春期の子供たちに、そういう大きな実績を残した方

の生き方というものを伝えていくような取り組みができれば、大きな目標があればやっぱり

非行に走ることもないであろうし、いじめをすることもないであろうし、そういう目標を持

たせるというところにもう少し力を入れてやっていただきたいなと思うんですけれども、こ

れについて、再度見解をお伺いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 平成23年度から、武雄の先輩に学ぶ授業ということでさせてもらっております。御存じの

とおりに市政アドバイザーの古賀純二さん、あるいは松尾亜紀子さん、それから今年でいき

ますと、セバストポールワールドフレンドの水谷さん、あるいはロケットで、高等学校の先

生ですけれども山口さん、そういう方に中学校等おいでいただいて、実際に生徒の前で実演

してみたりお話を聞かせていただいたりということでしていただいております。 

 その話を聞いた、あるいは見せていただいた生徒の一例を出したいと思いますが、シェフ

の体験談でレストランなどはとても厳しいんだなということを知りましたとかですね、ある

いは、小さな目標を立ててそれに向かって走っていくことが大切だと思いましたとか、ある

いは私も水谷さんみたいに将来に向かってできたらいいなと思いましたと。高１のときにア

メリカへ行きたいということを現実的にそうされているというようなことで、中学生の諸君
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も非常に自分に引きつけて、話を引きつけて聞いて、夢の実現、今、各中学校のキーワード

は夢であります。おっしゃいましたように、そういう夢を持って、目標を持つことでいじめ

であったり、あるいはそういう問題行動等よりもよりプラス方向の積極的な生き方を求めて

いっているという状況でありますので、お話ありましたように、今後もそういうすばらしい

先輩方の話を聞く機会、これは市長さんの幅広い交友関係の中から御紹介いただいた方であ

りますけれども、そういうことで、地域の方とともに、そういう先輩の先生方のお話を聞く

機会も今後もできたらいいなと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 ぜひ、そういう子どもに目標を持たせる活動というのを今後もさらに工夫を重ねながらや

っていっていただきたいと思います。 

 それでは、最後の企業誘致についての質問に入ります。 

 まず、工業団地、宮裾地区の工業団地の企業誘致活動についての現状の状況について、概

要についてお尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 北川営業部理事 

○北川営業部理事〔登壇〕 

 武雄北方インター工業団地の、今の現在の誘致活動の概要ということでございますが、平

成23年の10月に分譲開始をいたしまして１年６カ月を経過いたしました。これまで企業訪問

等による情報収集や企業誘致のイベントへの参加、あるいはモノレールの広告など情報発信

をいたしてまいりました。それから県の企業立地課、あるいは首都圏本部、あるいは東京在

住の企業誘致のアドバイザーの皆さんとも連携を図りながら活動をしてきたわけです。 

 このほかにも、日経新聞等への工業用地のナビゲーターといいますか、情報を掲載する欄

がございますが、その掲載とか、あるいは銀行、あるいは証券会社、建設会社等に、武雄市

にこの18ヘクタールの一面ワンロットの工業団地を準備いたしておりますという、これまで

種まきというふうなことで申し上げておりましたけれども、そういった形での種まきをこの

１年６カ月の間にやってきたところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 現在中国には──海外に進出されている企業というのは、中国に対して進出された企業が

多いわけですけれども、現状、今、アジアに進出された企業が、どういう経緯というか、傾

向があるかということを調べてみますと、まず平成12年からの６年間ぐらいについては、ア
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ジアに進出する場合には65％が中国を選んでいたと。その後、18年から24年、ここ最近の６

年間で見ると49.6％ということで、非常に中国からほかのアジアの国々へ分散されている。

この背景というのが領土問題や、最近問題になっている環境汚染、または中国の経済成長に

伴う人件費の高騰ということで、進出した企業にとっては非常に操業の環境が悪化している

ということで、九州経済白書にもあるんですけれども、国内回帰、また中国に進出したけれ

どもまた国内に戻る、またはリスク回避として中国プラスもう１カ所というような動きが出

てきていると。 

 実際に今、中国に進出されている企業、製造業の企業のアンケートでは、44社中16社が中

国の領土問題等で何らかの影響を受けていると。この数字というのは、去年のまだ政権交代

の前の円高の状況でこういう回答があっております。その16件のうち、５件については、も

う今のところ影響はないが、移転を検討していると。中国からまた別のところに移転を考え

ている、そういう企業があると。さらに今の状況を加えて考えると、円安が進行して輸出企

業にとっては非常に有利な状況、追い風が吹いている。そういう状況を鑑みて、今、中国に

進出されている企業にターゲットを絞って誘致活動をしてみるべきではないかと考えますけ

れども、これについて見解をお伺いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 北川営業部理事 

○北川営業部理事〔登壇〕 

 議員御指摘の中での、今回、平成24年、昨年の６月に若木の工業団地、武雄工業団地に三

京ステンレスさんの進出が決まり、この３月に間もなく開所ということで、今、作業がなさ

れております。この三京ステンレスさんにつきましては、本社は東京ですけれども、中心工

場は中国の瀋陽市にございます。先ほどありましたように、九州白書でも御紹介があってお

りますが、なかなかやっぱり中国の工場におきましては、技術が定着をしないとかいうよう

な問題がございまして、それに加えてチャイナリスク、領土問題等の問題が出てまいりまし

たということで、今回、県と市の粘り強い誘致活動と、先ほど申されました、その三京さん

の国内回帰への方向がうまくかみ合って今回実現したわけでございます。 

 中国のほうに進出をしている企業というのはもう何千社、何万社という形であってござい

ますが、こうした企業さんのほうにもアプローチをしていくのも一つの方向だと思います。

現在、その海外の企業を含めまして経済産業省、それからジェトロを窓口にしまして、海外

からの企業を国内に引っ張ろうということで、今、取り組みがいろいろなされておりますけ

れども、御承知のように国内では非常に法人税が高いというふうなこと、あるいはいろんな

行政的な手続が煩雑であるというふうなことで、国内の立地がなかなか進まないという現状

もございます。経産省等もここら辺の点については十分配慮しながら、昨年11月にアジアの

拠点化推進法を制定して、いろんな制度改善を行って誘致を働きかけておりますので、そう
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いったことも含めながら、海外の企業に対するアプローチもジェトロ、国、含めて情報交換

しながら進めていければというふうに考えています。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 いろいろな方法でもう当然やられているとは思いますけれども、そういう時代の流れを的

確に捉えて焦点を絞った誘致活動を続けていただきたいと思います。 

 最後の質問ですけれども、企業誘致、誘致するほうばっかりでは当然不十分で、今、進出

していただいた企業について、当然経営状況と、最悪撤退ということにならないようにどう

いったフォローがされているか、これについてお伺いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 北川営業部理事 

○北川営業部理事〔登壇〕 

 進出いただきました企業さんに対してのその後のフォローということでございますが、私

たち、進出していただいた企業に対しましては定期的に訪問をいたしておりまして、そのと

きの各社の業績、あるいは今後の事業計画、見通し等を確認させていただいているところで

ございます。この際に、一昨年の６月に条例改正をいたしまして、進出してきた企業さんに

対する優遇措置等も御紹介をいたしますし、既に立地をしていただいている企業さんにも御

利用いただける制度がございます。そういったことを定期的に訪問する際にお尋ねをいたし

まして、御紹介をしているというふうなことで、できるだけ、御用聞きという形ではないで

すけれども、そういった情報開示、収集を含めてやっているところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 １番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

 その後のフォローについてもしっかりやられているということで、今後も続けていただく

ことをお願いして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（杉原豊喜君） 

 以上で１番朝長議員の質問を終了させていただきます。 

 ここでモニター準備のため、５分程度休憩をさせていただきます。 

休   憩    14時17分 

再   開    14時25分 

○議長（杉原豊喜君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、４番山口裕子議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。４番山口裕子議員 
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○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 議長の登壇の許可を得ましたので、ただいまより４番山口裕子の一般質問を始めさせてい

ただきます。 

 今回は、７項目ほど質問を挙げさせていただいておりますが、私としてはちょっと多かっ

たかなというふうに思っておりますが、的確に質問させていただきたいと思います。 

 この質問に入る前に、どうしても言っておきたいことがありますので、それに対して市長

さんにお答えいただきたいなと思っております。 

 それは、私も９、10、11日と東北の被災地のほうへ行ってまいりました。報道もいろんな

形で報道されておりましたが、行ってみると、本当にいろんな思いがまた込み上げてきまし

た。それに対して、やっぱり武雄市もいろんな形でほかの自治体よりはというか、そういう

形で市長もいろんな支援をしていただきましたが、行ってみると、本当ますます同じ日本国

民として東北の方たちを支援していかなければならないんじゃないかなというふうに思いま

した。 

 チーム武雄という形で何チームか送っていただきましたが、昨年、太鼓の協力お願いとい

うことで、イベントのお願いということで行かれた一人が、何かしら丸２年がたって、向こ

うの人たちに頑張ってほしいという気持ちを伝えたいということで、色紙に言葉を書くこと

を始められました。それが100人になっていく途中に、ああ、向こうの子どもさんたちに遊

んでもらったらということで、竹とんぼを100本、それと、竹でできたぶんぶんごまを100個

ほど預かることになりました。本当に市民の人たちは、思いをどんなふうに伝えたらいいの

かなという形で、向こうの人に沿うにはどうしたらいいのかなというふうにたくさんの声を

寄せていただきました。そのときに私もその色紙とですね、それを持っていくことになりま

したが、やはり相手が見えるという支援ですね、それが一番じゃないかなというふうに思い

ます。 

 今後とも、そういう支援を続けていってほしいということと、それに対しての質問と、あ

と、職員さんが２人派遣されておりますが、その方々、上田さんと古賀さんの話を現地で聞

くこと、またはお住まいの仮設から職員の住宅ができたということで、そこの部屋も見せて

いただきましたが、本当に大変な御苦労があって仕事をされています。そういう上で、やは

り市長はもっとそういう方の支援もしていかないといけないし、今後、ぜひとも続けていっ

てほしいというふうに私は思っておりますので、そういう形で市長は今後、被災者のほうの

支援をどんなふうに思っておられるか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 先般、小池一哉被災地特別委員長と山口裕子総務委員長らとともに被災地に入りました。



- 83 - 

その際に、さまざまな方とお話をする機会があって、非常に印象に残っているのは、細くて

もいいから、ずっと継続的に続けてほしいと。要は、いきなりどんとか、ばんとかって、そ

れはうれしいんだけれども、もうそれで終わってしまうというような不安がすごいあるって

おっしゃったんですよ。これは、異口同音いろんな方々がおっしゃったので、僕らがやらな

きゃいけないことは、やっぱり細くてもいいから、５年、10年きちんと続けていくというこ

と、これは毎日じゃなくてね、１年に一遍でもいいんですよ。で、もうつくづく感じたのは、

そういう心のつながりというか、さっき山口裕子議員さんがおっしゃったように顔の見える

つながりですよね、支援じゃなくて。それがやっぱりすごく求められているということが、

すごく感じました。 

 ですので、我々は、今、職員を、非常によく頑張ってもらっています。古賀龍一郎なんか、

もう市長の右腕で、もう向こうの職員やったですもんね。非常にうれしく思いました。で、

物すごく高く評価されています。上田哲也についてもしかりです。今度、４月にまた新たな

職員を、上田哲也と交代ということで我々出向させますけれども、うちのエースをまた出し

ていきたいということを思っています。で、先ほど御指摘があったように、やはり温かい、

彼らがやっぱり働きやすい環境を我々は整えていく必要があるだろう。これは、我々の責任

としてしっかりやっていきたいと思っています。 

 そして、帰り際にある市民の方から言われたのは、来年もぜひ来てくださいと言われたん

ですよ。私、選挙前やとけなと思ってね。ですが、もうこれは乗りかかった船ですので、自

分の選挙よりもね、やっぱりもう私が行くことで少しでもね、何というんですかね、被災地

の皆さんたちの心が晴れればね、それはやっぱり僣越ですけど、ぜひ行きたいということは

思っております。ただ、私一人で行くのもね、それは私も微力ですので、大勢の方にまた今

度は広く呼びかけてまいりたいということは思っております。何人か目をそらしている方々

もいらっしゃいますけれども、ぜひ一緒に行って、心と顔を届けに行くと。 

 そういう意味でいうと、私たちだけだったんですよ。陸前高田市の追悼式で首長が行って、

議会のしかるべき要人がお見えになったというのは私たちだけだったんですよ。ですので、

そういう意味で武雄は本当によくやってくださっているということをいろんな方々がおっし

ゃいました。 

 それと、ちょっと私からは最後にしますけれども、おかげさまで今、私はバブル状態で、

発信力があります。これはいいにつけ、悪いにつけありますので──そうです。ですので、

どうせこの賞味期限もあと１年ぐらいしかもちませんので、その間に被災地の置かれた状況

であるとか、我々の感じていることをどんどんやっぱり発信していこうということは思って

います。特に今、ブログのアクセス数が１日、場合によっては20万超しています。ですので、

それもいつまでも続くかわかりません。最初は２人でしたので、見ている人。僕と妻だけで

した。いつ、そうまた戻るというのもわかりませんので、今のうちにやっぱりきちんと責任
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感をね、そういう意味での発信という意味でも果たしていきたいというように思っておりま

す。 

 それと、やっぱりもう少し僕も性格をソフトにしていこうと思っていますので、御指導の

ほどよろしくお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 （モニター使用）これが確かにお渡ししたという形でですね、戸羽市長さんと、私は寢て

いますが、竹とんぼですね。これは伊万里の市民の方だったんですが、これとぶんぶんごま

とかをですね。そしてまた、この後、教育委員会を通して子どもたちにお渡ししますという

ことでした。 

 あと、最後の日はこんな形で、この方が大友さんですよね。皆さん、議員さんたちが最初

５月に被災地支援という形で、泥水とか、いろんな家の中の瓦れきとかを撤去された方のや

っておられるゆいファームという法人は、東北震災の補助金をいただかれて、このように大

きな立派な施設というか、そういうのが建ちましたということで、よろしくお願いいたしま

すということです。この周りは瓦れきがそのままだし、少しずつ田んぼとかも復旧していま

すが、本当にこういう施設を建てて、その周りにハウスが10棟ぐらい並んでいたんですが、

これがまた、この大友さんが元気を発信されてというか、大友さん自身がトラクターとかい

ろんな機械もですね、重機も使って農業をされるということなんですね。だから、また私た

ちもできることがあれば応援しますからということでお話を得て帰ったところで、訪れたこ

とは突然だったから、本当に喜んでいただけました。報告という形で、ますますの武雄市の

支援もしていかなければならないんじゃないかというふうに思いました。よろしくお願いい

たします。モニターを終わってもらっていいです。 

 それでは、私が挙げておりました第１番目、高齢化社会の対応についてですが、まず、先

ほど午前中の川原議員と重なりましたが、みんなのバスという形で挙げさせてもらっていま

す。これは、私も何度となくお伝えさせていただいておりますが、今山の区民の皆さんが本

当に活用されて、区長さんが十分なる話し合いとか対話集会をして、どのようにしたら一番

いいかという形で先進地的に実験運行をさせていただいて、また、このたび４月からも運行

させていただくようになりました。で、料金の問題とか、いろんな問題が挙がっております

が、うちの区民の方は、本当にお金を払うことによって気兼ねしないで乗れるということ、

そして、お金を払わないと、これがひょっとしたら財政難で終わってしまうんじゃないかと

いう不安を抱えていらっしゃったので、とてもいい運行になっていくんじゃないかというこ

とを期待されております。 

 また、私が武雄市全般の大きな集会に出たとき、それは女性だけの会だったんですね。で
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も、ちょっと見渡せば、70歳以上くらいの女性たちが多かったんですね。そこの中でちょっ

と印象に残っているのが、みんなのバス、みんなのバスと言うけど、これは一部の人のバス

やもんねということで、とっても私は心痛かったんですね。そんなふうに、私もあと何年か

したら免許を終わりにして、こういうのにお世話にならないといけない時代が来るし、今か

らは本当に今までみんなが味わわなかった高齢化社会になっていくことを考えれば、これが

運行されます。そしたらまた、そういうふうに必要とされているところの実験運行とかをや

っぱりやりながら、皆さんの、本当の意味でみんなのバスになるように考えていかなければ

ならないんじゃないかというふうに思っておりますが、市長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 まず、答弁に入ります前に、やっぱりこれ、今までやったところで、やっぱり濃淡てある

んですよ。あって、特に今山地区はうまくいっています。北方もうまくいっていますけれど

も、うまくいっていて、その要因というのは、やっぱり区長さんの存在なんですよ。特に草

場区長さんが、私の中学校のときの恩師で、怖くて優しい恩師だったんですがね、その方が

本当にここ、特に１年半ですよね。もう粉骨砕身頑張っていただいた。だから、呼びかけも

そうだし、こういうふうに乗りましょうねということをおっしゃったんで、行政にお任せ状

態のところって、基本的にうまくいかないんですね。ですので、区長さんがどういうふうな

お気持ちを持たれているかということで、希望も含めて、それは幅広く応じていきたいと思

います。その上で実験運行をして、で、これね、やっぱりこれは市民負担に伴う話ですので、

走らせても誰が乗らないとかというと、これは全部市民に負担がのしかかっていきますので、

やっぱりそれは実験運行しながら、本格運用するかどうかというのはきちんとやっぱり判断

を、議会とよく相談してしなきゃいけないなというように思っています。私たちとすれば、

本当にお困りの地域、やっぱりあります。ありますので、特に周辺部ですよね、武雄市の中

でも、周辺部の皆さんたちに温かい手を差し伸べるというのがみんなのバスの趣旨ですので、

そういった方向でまたふやしていきたいと思っております。 

 ですので、今度お金を200円取るということになりますけれども、これは心苦しいばかり

であります。しかし、皆さんたちがこれを使ってくださる、乗ってくださることによって、

さらにこれが広がっていくということになりますので、ぜひこれをごらんになられている皆

さんは、みんなのバスを自分たちのバスとして御活用していただくお願いをする次第であり

ます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 
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 やはりバスが通っている地区からすると、ないところの人から、あんたのところだけよか

もんねというふうに言われて、それを無料で乗っていると、本当に気兼ねせんといかんみた

いなことをおっしゃっていましたので、今回きちんとですね、200円だったら、本当にそれ

でもタクシーで行っているときは何千円とかかって行かれていたわけですから、とてもいい

運行になるんじゃないかというふうに期待をされています。 

 だから、本当に必要とされているところが実験運行を通してあれば、今後、やっぱりふや

していかなければならないんじゃないかというふうに思っております。やはり私もそういう

集会の中で、あれは一部のバスやんとかいうふうに言われると、本当にその方の対応ですね、

その地区の区長さんに相談なさって、そういう方が多くあれば、そこの実験運行に持ってい

かれたらどうですかとか、その次の進めようがありますので、やっぱり今回、こういう実験

運行を通してこういう形になったのを今後とも考えていただきたいと思いますので、また答

弁をよろしくお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 山口裕子議員さんを初めとして、お一人お一人お名前を申し上げるわけにはいきませんけ

ど、みんなのバスをそういうふうに活用してほしいとおっしゃっている議員さんには本当に

感謝したいと思います。その上で、先ほど申し上げたように、我々とすれば、やはり手の届

かないところにしっかり手を届けると、暖かい光を差し入れるというのが行政の役割ですの

で、そういう意味で、議員さんがうまく地区の皆さん、区長の皆さんたちをつないでくださ

るということについては、本当に感謝を申し上げたいと思っています。 

 ですので、先ほど区長さんのお力ということを申し上げたんですけど、やっぱりそこには

議員さんのお力もあろうかと思いますので、ぜひそういう意味でのお力添えをお願いしたい

と、このように思っております。 

 やっぱりね、私も言われるんですよ。これはあすこやけん走りようけんねとか言われて、

それはすごくやっぱり返答に窮するんですよね。ですが、やっぱり新しいことをやるときと

いうのは批判はつきものです。図書館もそう。ですので、それで僕らは歩みを批判を受けて

いるからといってとめるんではなくて、よりよき方向にするというのが、それが今の樋渡市

政だと思っていますので、ぜひそういう意味での前向きなお力添えをお願いしたいと思いま

す。私もちょっとプラカードをつくろうかなと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 そういうことで、よりよいみんなのバスになっていくように願っています。 
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 それでは、次の質問で、高齢化社会の対応についてのＦＭ放送開局についてなんですが、

私も、市や武雄市長がフェイスブック・シティ課というふうに課をつくられて、先進的に情

報を皆さんに伝わりやすいようにインターネットを使ってやっておられますのに、私が何も

フェイスブックとか、そういうものを見ることもできずに、発信することもできないのでお

かしいかなと思って、昨年の12月ごろよりスマートフォンとかを持ちまして、一生懸命勉強

して、ああ、どういうものかなというふうにやっておりました。で、それをやってみて、行

政からの発信とか、いろんな形でここに情報が載ってくるのはとてもわかりやすくて、リア

ルタイムというか、今のこと、今、こういう行事があっているとか、こういう行事の準備を

しているとかいうのが入ってくるのは、ああ、とてもいいことだなと、ああ、こういう形を

知らないで私は過ごしていたんだなというふうに思って、自分なりに勉強して、ＦＢにアッ

プしたりとかいうことをやっておりました。 

 だけど、私は50代ですが、私の周りに聞いてみると、フェイスブックとかもですね、やっ

ぱりやっていないというか、できないとか、そういう仲間も多くてですよ、高齢者の方たち

にもこういうフェイスブックでという形で、ＩＴ寺子屋とかもいろいろあっていると思うん

ですが、これで情報発信する仲間というのはそう急速にふえないと思うんですね。でも、武

雄のことを知りたいとかなると、やっぱり情報誌の市報とかが一番いいなというふうに私も、

だから両方、インターネットとか、目で見るとか、ペーパーで見ることも大事だということ

を今まで言ってきましたが、それよりも、以前にコミュニティーＦＭですか、放送の開局の

話がちょっと出ていましたが、これが農作業をしていたりとか、一日中ラジオをかけていた

りということが気軽にできて、ラジオを用意するのも手軽だし、これが情報発信するのに満

遍なく伝わるんじゃないかなというふうに思ったわけですね。だから、あの後どういうふう

になったかわかりませんが、武雄のコミュニティーＦＭ開局に対しては、市長さんはどう思

っていらっしゃるか、お尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 私がコミュニティーＦＭってぶち明けたときは、それはまた異論反論ありました。後ろか

らも、行政の中からもね、いや、これはコストに合わんぞとか、あるいは民間の方々でもね、

何でケーブルテレビのあるとけ、こればせんばいかんですかとか、いろいろ言われましたよ。

ですが、やっぱりね、やります。それはやっぱりね、この前、被災地に伺ったときに、仙台

の若林区の、それは裕子議員さんも一緒に聞かれていたと思うんですけれども、大友よし江

さんのおうち、あれね、すごくきれいになっています。朝長議員さん、山口等議員さん、上

田雄一議員さんもボランティアでされていたところ、あれ、家のですね、ちゃんと建て直っ

とうとですよ。まあ、小さくなっていますよ。小さくなって、もとからある木をうまく活用
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して、前よりもよっぽど住みやすくなっています。そこが、あれって思ったのは、その隣に

防災無線があると。しかし、防災無線、よし江ちゃんが何て言ったかというと、窓ば閉めた

らワンワンワンてしか聞こえんですもんねて。チャイムは聞こえても、何て言いよんさあか

全然わからんですもんねて。小池議員さん、そがん言いんさったですよね。 

 ですので、そういうことを考えたときにね、僕はもともと防災無線で全部がカバーできる

なんて、それは無理なんですよ。例えば、議長のお住まいの船ノ原、やっぱりあそこまで谷

合いになってくると、聞こえるところと聞こえんとことああですもんね。ですので、それを

考えたときに、もう絶対にＦＭ局というのは必要です。 

 で、24年９月で議会のお力をかりて電界調査をやったときに、僕は報告を受けました。あ

る一部分がやっぱり聞けないんですよ、武雄の場合は。一部分が聞けないんですよ、どんな

に頑張っても。ですので、それで、じゃあやらないかということも議論をしたんですけれど

も、そうであっても、60点でもやろうよということで、今、私自身は判断をしています。た

だし、行政にはノウハウがありませんので、ことしの４月に総務省の地域おこし協力隊とい

う制度があって、この制度でお二人を招聘します。１人はテレ朝のディレクター、もう１人

は、全国にコミュニティーＦＭを立ち上げた技術の非常に秀でた方がいらっしゃいますので、

この２人を招聘して、地域おこし協力隊になっていただいて、ＦＭ局の開設に向けて実際動

いてもらおうということは思っています。ただ、これは御存じのとおり、総務省の認可事項

なんですよ。認可事項ですので、今、私が立ち上げると言っても、すぐは立ち上がらないん

ですね。ですので、そこはきちんと制度設計をして、あと、これはやっぱりね、財政上の話、

これは事務方の言うとおりなんですよ。財政の課題があります。それと、スポンサー集めも

あります。ですので、これもしっかり検討していきながら、そこも後顧の憂いのないように

武雄モデルというのをつくっていきたいと思っています。 

 そういう中で、私がうれしいのは、やっぱりフェイスブックをやられていない方々がほと

んどなんですよ、武雄市内って。そういう人たちが、市長さん、いつＦＭでくっとですかて

聞かるっですもんね、地域回りばしよったら。そのときに、こうおっしゃるんですよ。武雄

市もお金のなかけんね、私がディスクジョッキーで出ますて、その辺のおばっちゃんの言わ

すわけですよ。それが本当の意味での市民参加なんですよ。ですので、そういう意味できょ

うもディスクジョッキーになられるような中島さんて来ていますけれども、そういう方々を

きちんとやっぱり取り入れることによって、市民協働型のコミュニティーＦＭ局をぜひ開設

していきたいというふうに思っております。ただ、場所とかね、最初、図書館にしようかな

と思ったんですけど、図書館も、もう図書館オンリーというかね、それでＦＭ局を開設する

ような場所もありませんので、恐らく局そのものについてはこの庁舎が、朝長議員からも質

問があったように、多分、庁舎の中の一角がコミュニティーＦＭの局になっていくというこ

とと考えたいなと思っております。 
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 以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 本当に私の年齢でも、フェイスブックとは何ぞやとか、ＦＢ良品を買いたいけど、どうし

たらいいのとか、いろんな声が上がってくる中、こういうＦＭ放送で流れてくると、より多

くの人がそれに参加することができるんじゃないかというふうに一番に思ったんですよね。

本当に平等に情報をとることができるんじゃないかなというふうに思いました。 

 あと、大友さんのところへ行ったときに、やっぱり台所にラジオがあり、洗面所にラジオ

があり、リビングというか、こたつのところにラジオがあり、本当にまだ恐怖にさらされて

生活されているということをおっしゃるんですね。何かちょっと音でもしたら、すぐラジオ

という感じで、やはりラジオが一番情報をとりやすいというふうにもおっしゃっていたんで

すね。 

 あと、今やっぱり建物がみんなガラス窓というか、サッシが二重になっているから、なお

さら外のそういう防災無線機の音がとれないということがあるそうなんですね。だから、そ

ういうものを密に、さらに防災無線機をより多く建てていくよりは、こういう、お金はかか

るでしょうけど、ＦＭ放送局の開局というのがいろんな面で解消してくれるんじゃないかな

というふうに私は思いました。情報としてもですね。あと、いろんなことを、商品とか、企

業とかも宣伝とかしたかったら、協賛金というんですか、コマーシャル代というんですか、

そういう形で運営をやっていけば、ある程度できてくるんじゃないかというふうに、素人考

えですけど、いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 そういうふうにやっておられるコミュニティーＦＭ局ってあるんですよね。例えば、ＦＭ

うるまは、これはインターネットでも配信されていますので、聞くことが可能なんですがね。

これはどういう運営をしているかというと、会社とか病院が番組の枠を丸ごと買うというこ

となんです。例えば、１時間を20万円とかで買うと。それで、その中で、例えば、当該病院

はそこで健康講座をやるというやり方をやっているんですよね。ですので、恐らくうちもそ

ういうパターンがあると思います。 

 ですので、番組枠を、これは時間帯によって多分変わってくると思うんですよ。たくさん

聞いてくださる時間帯というのは、やっぱり高く設定しているとかというふうになると思い

ますので、番組を市民、あるいは企業、ＮＰＯ、病院とかに売っていこうということを思っ

ています。その中で、先ほど申し上げた健康講座とか、食育講座とかというのをやってもら
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おうと思っていますし、徳島のコミュニティーＦＭで一番人気があるのは、高校生とおばあ

ちゃんのかけ合いが一番人気があると。お互い何を言っているのかわからないというのがす

ごく人気があると聞いていますので、そういう市民パワーも、武雄高校の放送部も含めてね、

あるいは青陵中であるとか、武雄中であるとか、そういった若いこれからの世代のパワーを

活用すると。で、その人たちがすっぎですよ、絶対、親とか、じいちゃん、ばあちゃんも聞

きます。ですので、そういうふうにうまく市民パワーをね、まあ、ちょっと僣越な言い方に

なりますけど、活用をしていくことが大事だろうと思っています。 

 それを、今、音楽もですね、これはおかげさまで、ＪＡＳＲＡＣがすごく理解してくれた

と思うんですけれども、我々が最初、10年前、僕、インターネットＦＭを高槻で立ち上げた

張本人の一人なんですよ。そのとき、コミュニティーＦＭを立ち上げようと思ったんですけ

れども、物すごく音楽を流すにもお金がかかったのが、今、コミュニティーＦＭで音楽を流

すといっても、年間でもう10万円とか20万円の世界なんですね。前は桁が違っていたんです

よ。ですので、音楽もやっぱり配信をしたいですよね。 

 だから、そういうふうにして、やっぱり今、お金がそんなにかからなくなってきています

ので、せめてこれがコミュニティーＦＭがひとり立ちするときに、そういうスポンサーであ

るとか、そういったところから人件費ぐらいはきちんと元が取れるようにしていく、そのた

めの応援はぜひ必要だと。これは行政が丸抱えだったら、番組もつまんないし、全然おもし

ろくもなんともないんですよ。ですので、そういうふうにひとり立ち、一本立ちできるよう

に、我々は応援をしていく必要があるだろうと。で、当然、この議会中継もスーパーコンテ

ンツとしてＦＭ局で流していきたいと思っております。後で議員さんたちの解説があったら、

またなおよろしいというように思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 本当にここは期待したいなというふうに思っております。誰でもよく作業しながらとか、

何かながらにですね、よくかけるのがＦＭ放送なので、よければ自分たちの地元の情報が入

ってくるＦＭというのはとても魅力的じゃないかというふうに思っております。ぜひともこ

れが早く開局できるように整えていただけたらなというふうに思います。 

 それでは、次の質問に行きます。項目の２番目ですが、経済政策の公共事業の促進につい

てです。 

 もうこれはストレートに言わせていただきます。いつも私が挙げさせていただいておりま

すモニター、すみません。（モニター使用）これが梅野有田線の通学路がないところです。

これは私がフェイスブックで、朝のふれあい運動が終わったときに挙げさせてもらって、本

当にコメントもいろいろいただいた写真ですが、この政策で議会改革のときに市長が、この
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お金はどういうのに使われますという形でおっしゃいました。それが道路の安全点検とか、

防災事業、それに農業の暗渠排水とか、学校の施設などに使われていくみたいにおっしゃい

ましたね。 

 私は、もう本当にストレートに言わせていただくのは、この財政政策って、一時的な公共

事業の促進で挙げられますが、結局、未来の子どもたちの借金になると私は思うんですね。

ならば、ぜひとも毎日の通学がこういう状況で行っている中、何とかその事業費を充てるこ

とが、補正なりなんなりですね、できないかなというふうに思っております。46億9,000万

円がいろんなことに振り分けられていくでしょうが、ぜひとも取り残された歩道のない県道

を何とかしていただきたいなというふうに、ここで言わせていただきます。 

 部長さんも一生懸命頑張っていただいて、ここのちょっと手前になると思うんですが、側

溝を全部やりかえて、70メーターほどきちんとふたをする、それぐらいまでしか今のところ

できませんということでおっしゃいました。今山区にも区長さんが、県道の問題はあります

が、武雄市も一生懸命頑張ってもそういうところまでしかできませんという報告もありまし

た。この側溝を70メーター掘り返してふたをすることで、ちょっとだけ広くなりますという

ことなんですが、この経済政策のこういう対策、緊急経済対策のお金をぜひともここに緊急

に回していただくことはできないものかというふうに考えるものですが、いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 ここは私もね、自分はランニングでよく使うんですけれども、やっぱり子どもたちが、結

構大型のダンプが多くて、風圧で飛ばされる、僕ですら風圧で飛ばされそうになるぐらいの

ところなんですよ。ですので、非常に危険だということは認識は、それは議員と全く同じで

す。 

 その中で、これは稲富県議に頑張ってもらって、県道梅野有田線ですよね、ここで、まず

水尾団地のところというのは、前のところは拡張歩道として予算が今度の補正でつくことに

なりました。これが１億5,000万円です。ここをどうするかということについては、そこの

水尾団地の前の歩道が完成してから次に取りかかりたいということですので、これはどれぐ

らいかかるんですかということを聞いたら、早くても２年後だということを伺いました。 

 ですが、もともと補正の前というのは、水尾団地の前ですらね、話はなかった話なんです

よ。これは稲富県議が頑張って、言い方は悪いんですけど、ねじ込んだんですね、あの突破

力で。ですので、今度また補正が出てきます、恐らく、今の感じで言うと。そのときに、２

年後と言われていますけど、これは早く早くということは私自身も力を尽くしていきたいと

思っています。ここが危険だというのは十分認識をしております。ただし、何もやらないよ

りは、さっきも言ったように、側溝ぐらいは速攻でつけようと。 
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 ですので、それでできない理由よりできる理由、そして、少しずつでもよくしていくとい

うことについては、それはきちんと意を払っていきたいと思っております。これは区長さん

とか、山口裕子議員さんとか、もう本当にこれは一生懸命やられて、よく承知しています。

ですので、その気持ちに応えるべく、我々としては、これはあくまでも県道なんでね、それ

は私がやるとかやらないとかの世界じゃないということなんですけれども、自分ができるこ

とは精いっぱいここはしていきたいと思っております。事故があってからでは遅い。それは

よく認識をしております。ただし、公共事業というのは、いいも悪いもこれはありますけれ

ども、順番というのはやっぱりあるんですよね。そこはぜひね、本当に申しわけない、心苦

しくは思うんですけれども、そういった点を共有をしていただければありがたいと、このよ

うに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 それは今までそういういい答弁を聞きながら、やっぱりどこも危険なところを最優先だか

らですね、承知しています。このたび、緊急経済対策という形で46億9,000万円ということ

だったからですね。 

 それと、ここが、ダンプがすごく行き交うようになったんです。それは、梅野が本当に歩

道つきの拡張された道路がきれいにできましたね。で、こちら伊万里から大野までの線がき

れいにできましたから、ここだけが取り残されてしまったわけですよね。だから、山口工務

さんの前、今山からおりていったところですが、そこは何回も何回もアスファルトがひび割

れて、何回も何回も補修しているわけですよ。対応できないんですよね、トラックが行き交

う量がふえたからですね。だから、このアスファルトでさえ対応できない状態で、ここは取

り残されているので、そこもちょっと写真に撮ってきていなかったですが、そこも承知して

いただきたいなというのと、これが本当に46億円もついてうれしいなと思うけど、このお金

というのは次世代の借金だと思うんですね。ならば、ぜひとも学校の通学にですね、とても

こういう状況で危ない中行っている子どもたちを優先してほしいなという気持ちで、歩道を

もう一度ここで言わせていただきたいなというふうに思いました。 

 それと、宮下部長も先ほどですね、みんなのバスでどれくらい利用が減るかというところ

で、ひょっとしたら大野病院まで行かれる人が歩いていくというので減るかもしれないと言

われたんですが、本当、確かにここは歩道があれば、皆さん歩いていけるところなんですが、

大人も怖くて歩けないわけですよ。だから、きっと高齢化のおばあちゃん、おじいちゃんた

ちも、大野病院までは歩いていける距離なんですね。だけど、ここに歩道がないし、吹き飛

ばされそうになるので歩けないという状態なんです。だから、きっとうちは減らないで、み

んなバスを利用されるんじゃないかなというふうに思ったところです。 
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 再度ですね、部長、本当にこの対策にお願いできないかというところで答弁いただきたい

です。 

○議長（杉原豊喜君） 

 石橋まちづくり部長 

○石橋まちづくり部長〔登壇〕 

 山口裕子議員さんには何回となく御要望いただいております。私としては非常に心もとな

いものでございまして、歯がゆい思いもしておりますが、先ほど市長が答弁しましたように、

この路線は山内町区間に限りまして、歩道がほとんど整備されておりません。現在、２工区

にわたって、宮野工区──水尾団地のところですね、それから大野工区ということで着手が

なされております。このうちで、宮野工区──水尾団地のところです。これに一昨年から重

点的に予算が配分されておりまして、24年度もたしか１億円、今年度、25年度は補正を含め

まして１億5,000万円ということで、とにかくそこを早く終わりたいという県の考え方でご

ざいまして、その後、めどが立った時点で今山工区に着手させていただきたいということが

明確になっております。したがいまして、年度的には明確にできませんが、２年程度まだか

かるだろうという話を聞いておりますので、そういう時期になろうかなと思います。 

 それから、あわせて危険箇所の点検が昨年ありました。この関係で、24年度の予算、これ

は国の経済対策の予算でございまして、この予算をもって、小規模ではございますが、先ほ

ど議員御指摘の側溝の反対側のところをですね、70メートルという距離でございますが、し

ていただくようになりました。あわせて、路面の標示を若干減速するような標示になってい

るかと思います。以上のような対策でございます。 

 先ほど市長が答弁いたしましたように、一日でも早く、一年でも早く着手できるように、

県議さんたちの応援を受けながら進めてまいりたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 いろいろ重々わかっております。しかし、学校施設とかにも充てられるようになっていま

すが、まず、学校施設までに行く子どもたちの歩道ですね、宮野も本当に危険というのもわ

かっていますし、ここの状況が今もう本当に悪くなっているんですね。大型トラックが朝早

くから頻繁に行き交う、そういうことも踏まえて、緊急として対応してもらいたいなという

ふうに、またここで言わせていただきたいなと思って挙げさせていただきました。 

 また、県議さんたちもこの状況をしっかりわかっていただいて、推してもらわなければな

らないと思いますが、本当ここで充てられたのが、私たちはできるだけ子どもたちに負担の

ない社会にと思っているので、ぜいたくは言わないと、道路の拡張は要らないから歩道だけ

をというふうに最低限で要望してきておりますので、そこら辺を踏まえてさらなるですね、
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できるだけ、ちょっとでも早くできるようにお願いしたいものです。わかりました。 

 それでは、次に行かせていただきます。３番目、武雄市の国際戦略についてです。 

 これも先ほど川原議員と重なったところがありますが、まず、私は香港ですね、佐賀県が

香港事務所を開設するという形で、武雄市は笠原職員がそこで働くようになりました。その

後、中国等の情勢も悪くなったりして、どのようになったかわかりませんが、香港はその事

業に対してどうだったのか、実績とか、そういうのをお聞かせいただいたらと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 香港の代表事務所に職員を１名派遣しておりますけれども、流通面とか、あと観光面で頑

張ってもらっております。その中で、流通面におきましては、香港及び中国大陸、これは南

部のほうですけれども、そこの市場調査、あるいは日系スーパー等へ特産品のサンプルを持

ち込んで、そこでの情報収集に努めているところであります。それから、観光面では、香港

及び大陸南部において、武雄市及び県内への観光客の誘致を目指して、現地旅行社にセール

ス活動を行いながら、ツアープランの提案まで行ったところですけれども、昨年の尖閣諸島

問題等の影響によりましてツアーが中止になったというふうなことで、手応えが出始めてい

るというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 実績があったのか、なかったのか、よくわからないみたいな感じですが、はっきり観光で、

そういう経由して武雄にどれくらいの観光客の方がいらっしゃったとか、商品的にはどれく

らいアピールすることができたとか、数値的なことで示すことができなかったとは思うんで

すが、じゃあ、市長は香港に職員を送って、香港の実績としてはどう思われたのか、お尋ね

いたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 ちょっとやっぱりあれなんですよね。出して１年で実績を求めるというのは、それは酷だ

と思うんですよ。しかも、我々が想定し得なかったような中国と日本との関係悪化もあって、

そういう意味で言うと、当初の予想からすると、すごくやっぱりまだ歩どまりが悪いという

ことを言わざるを得ないんですが、それでも笠原を中心にして、本当によく頑張ってね、先

ほどちょっと答弁でもあったと思うんですけれども、ツアーの造成であるとか、いろんなイ

ンバウンドとか、本当に彼はよくやってもらっています。ですので、そういう意味でいうと、
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こういう厳しい条件の中では、やっぱりいいスタートが切れたなということは思っています。

それは古川知事のすごい熱意も、私どもひしひしと感じていますので、古川県政が香港を中

心として、中国の例えば物品であるとか、いろんなインバウンドとかというのは一生懸命や

られていますので、それは我々としてもできる限りのことはしなきゃいけないということは

思っていますので、そういう意味で言うと、いいスタートは切れたと。 

 それと、今ちょっと私が伺うに、政府間の交流は日中で非常にまだ悪いんですが、草の根

の交流はもう始まっているんですよね。実際、中国で、これは言うなと言われていますので

言いませんけれども、僕は口が非常にかたいので。中国でも幾つかの政府の要人がお見えに

なっています。佐賀県にも、日本にも。これね、すごい話で、来たことは言うなと言うんで

すよね。何じゃ、そりゃと思ったら、やっぱり中国の中にも日本、これは日本人でも言われ

ましたけど、やっぱりそれは快く思わない方々もいらっしゃるということですので。ただ、

そうはいっても、そういうふうに着実に改善に向けてなっている。 

 やはり、私は中国に対してはいろんな思いがあります。領土問題もありますけれども、そ

ういった領土問題とか、過去の歴史とか、いろいろ日本も反省しなきゃいけないのはあるん

ですけれども、そうはいっても、やっぱり隣人の国とは特に仲よくしなきゃいけないと思い

ますよ。ですので、それはやっぱり私どもも草の根交流の一環として、いろんな国としての

問題、課題というのは双方あるにしても、そういった心豊かなというか、心温まる交流とい

うのは絶対必須だと。私も中国人に何人か友達がいます。いますけど、本当にいい人たちな

んですよ。靖国の話をすると顔つきが変わりますけどね、これが教育の成果かと思いますが

ね、それ以外については本当にいい人です。すごく友達も大事にされますので、そういう温

かい交流をね、我々地方政府、行政がちゃんとやっていく必要があるだろうということは重

ねて思う次第であります。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 １年という形では、なかなかそういうのは見えてこないということもわかりました。今回、

シンガポールという形で、ＦＢ良品とか、ほかの自治体の市長さん、首長さんたちが参加さ

れて商談会があったわけですが、そのときは本当、シンガポールは自分も初めてだったし、

ああ、こういうふうな社会だったのかというふうに、とても治安もよく、企業家の方たちが

いろんな国から集まってきて、とても元気のあるというか、人と物とお金が集まってくるよ

うなすごい都市だなというのを感じました。 

 という形で、市長が今回の議会開会のときに、次はシンガポールですと言われた意味も、

ああ、そうだなというふうに思ったんですが、じゃあ、これからはシンガポールをどのよう

につなげていくのかなというところでお考えをお尋ねしたいなというふうに思います。 
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○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 この前、山口裕子議員にも御参加いただいた、写真をちょっと用意しましたので、商談会

のね。そのモニターをかえてほしいと思うんですけれども、（モニター使用）私が端っこに

いて、真ん中がすごい大物バイヤーの方で、嬉野温泉のはっぴを着られた方が谷口嬉野市長

さん、そして、その隣が塚部伊万里市長さん、で、白い服を着られた方が大刀洗の町長さん、

そして、真ん中のこっちの町長さんが那須町長さん、そして四国の宇多津町長さんで、私と

いうことになっています。 

 これからの首長というのは、もう現地に飛び込んでいくと。やっぱり話が早いんですよ。

もう嬉野市長さんなんか最高に早かったですよ。もうそこで決めていましたから。ああ、こ

れはもう僕は非常におくてなんでね、やっぱり見習う必要があるだろうと思いました。です

ので、やれ出張だとかなんとかね、またいろいろ言われるとは思いますけれど、費用対効果

で言うと、やはり僕ら首長が行って、そこでいろんな、例えば、商談をしたり、あるいはい

ろんな交流を持つというのは非常に大事だと思っていますので、私も市長会では浮いていま

すけど、浮いていることを生かして市長さんに呼びかけていきたいと。このときは日程が合

わなくて気の毒だったんですけれども、鹿島市、小城市の担当部長さんもお見えだったんで

すよ。ですので、そういう意味で、オール佐賀県でやっぱりやっていきたいなということを

思っています。 

 シンガポールの皆さんたちも、武雄だけとかいうのはあり得ない話なんですよ。ですので、

佐賀県を中心として、地方の産品ですよね、それがうまく観光につながるようにね、ＡＳＥＡＮ

は御存じのとおり６億人の市場があります。しかも、ユニクロの柳井会長兼社長がおっしゃ

ったとおり、もう黄金郷だと言っているんですよね、今。所得もどんどん伸びていっている

と。ですので、中国のような不安定なリスクが極力ないということと、英語がきちんと通じ

るということからして、県は一生懸命中国をされていますけれども、私たちは、少なくとも

私の考えは、基礎自治体はシンガポールに目を向けるようにね、微力ですけど、私自身が先

頭に立っていきたいと思っています。 

 そういった中で、やはり地域の所得向上こそがこれからの社会に一番求められていること

だと思っていますので、世界と地方をきちんとつなげるということ、それと、僕が武雄市議

会の皆さんたちにぜひ期待をしているのは、やっぱりこれですよ、これ。もうトーク、トー

ク、トークです。ですので、私の100倍ぐらいトーク、トークの人たちがその辺ごろごろい

ますもんね。こっちもですよ。ですので、ぜひそういう意味からして、市議会のお力を存分

におかりをしたいと、このように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 
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 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 ＦＢ良品とかでされると、本当に世界につながっているんだなというのも感じたし、やっ

ぱり国内市場が縮小していく中、アジアというのは大きな市場であるということも今後考え

ていかなければならないことを思って、シンガポールも本当に武雄市にとっていい観光資源

とか、商業施設の一つになっていくように私も願っていきたいものと思います。 

 それでは、次の質問に行きます。４番目の子どもたちの支援についてお尋ねします。 

 いじめの問題とか、虐待とか、いろいろな形で最近子どもたちの支援の仕方とかが挙がっ

ておりますが、私は、いろんな保護者の方から意見をいただくんですが、学校に特色があっ

て、そこが選べるような形は今後できないかというふうによく尋ねられます。それは、子ど

もたちも少なくなってきたので、ちょっと言うならば、ブラスバンドとかをやってみたいん

だけど、うちの中学にはブラスバンドがないから、武雄のブラスバンドに入れないかなとか、

そっちに行きたいんだけどとか、そういう声も出てきているんですね。 

 今、やっぱり周辺部とか、子どもたちもどんどん減っていきまして、ちょっと調べてもら

った中でも、もう若木小はいつも牟田議員さんがおっしゃっていますが、本当、若木小はも

う100人切って97名というふうに資料を出していただきましたし、西川登小も107名、東川登

児童も110名、あと、北中も113名とかですね、本当に子どもたちがふえるような政策を一生

懸命する中、やっぱり減ってきているのが実情なんですね。そのときにお母さんたちが、何

か特色のある学校づくりというか、そういう形で学校が選べることはできないかというふう

によく尋ねられるんですね。だから、できないことはないと思うし、そういうのをどうやっ

てやっていけばいいのかというのはお尋ねしてもいいんじゃないかというふうに私は思って、

今回出させていただきましたが、まず、部活動というのがもう成り立たなくなって、社会教

育の中でやっている人もふえて、とにかくうちの山内なんかバドミントンが盛んで、嬉野の

ほうから学生さんが親の送迎で山内に習いに来たりとか、バトントワラーとかが盛んな嬉野

には、山内西小学校の子どもさんがやっぱりそっちへ送迎して、放課後に習いに行くとか、

いろんな形で社会教育はあっているんですが、学校の部活とか考えたときには、どのような

形に今後なっていくのかなというふうにちょっと思いまして、教育長さんにお尋ねいたしま

す。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 部活動につきましては、お話にありましたように、絶対数が減っているというところで、

生徒、保護者の方の御意見等も踏まえて、それから指導者のことも踏まえまして、休部した

り、廃部というのが確かにふえているのは事実です。ただ、例えば、１年生が卒業まで続け
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たいというのもありますので、人数が少なくても続けているところはありますし、現在では

体育連盟のほうでも、２校合同のチームで出場すると、そういうことも現実にあっておりま

す。そういう状況でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 別に僕、教育長に、僕は尊敬していますので、別に盾突くつもりは全くないんですけど、

それだとやっぱり不十分なんですよ。２校合同とかってやっても進まない。ですので、ぜひ

私が教育委員会に提案したいのは、やっぱり部活で、例えば北中、牟田議員様の出身の北中

がね、例えば、いろんな部が廃部になったりするじゃないですか。そうすると、武雄中は今

でもマンモス中じゃないですか。そうすると、学校は北中でやって、その後の部活は武雄中

でやりますとかというふうにしないと、２校合同とかというと、もうそこで心理的な壁にな

るもんね。 

 ですので、僕はむしろ、部活の校区外しをぜひ提案したいですよね。そうすることによっ

て、多分、集まれば競争の原理がまた生まれるんですよ。それと、今までなかった交流が僕

は生まれてくると思うんで、部活を最初にきっかけとしてね──僕は校区が大嫌いなんです

ね。おかしいじゃないですか。自分のところはここにお住まいだから、ここしか行けないっ

て。ですので、やっぱり行きたいところに行くと。ただし、これは学校制度を、それをいき

なりやると多分混乱が生じるので、まず、できるところ、例えば、部活とかを校区を外して、そ

ういったところでしたいというような、例えば、保護者のお気持ちとか、生徒の気持ちを十分に

そんたくすべきだと僕は思いますけどね。これができないことはないんでしょう。──でき

ると、うんと言っていますので、そういう方向でぜひ教育委員会には検討してほしいと、こ

のように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 この子どもたちの支援の中の一つで、なかなか思った部活動がやれないという形で相談を

受けていましたので、今後、校区を超えて部活ができるというような形になっていくという

ふうに考えてもよろしいでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 できますと言いましたのは、現実に中体連前とか、一緒に練習しないと試合に出られない

わけですから、実際にそういう形でやっているわけです。そして、片方は、団体スポーツが
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３人とか４人しかいないで、練習の練習しかできないと。そしたら合同での練習というのは

可能な限りやっている状況でありますので、そういう形で言ったわけです。 

 青陵中ができたこともありまして、そういう中での動きというのも一つ考えられる。それ

から、もう１つは、やっぱり指導者の問題がやっぱりあるわけです。非常にまた、学校の先

生方の数も減っていますので、こちらの部活でというようなことも出てくるわけです。普通、

ほかの学校に行くといったときには、常に話題になるのは、地域の子どもたちの活動等が片

方には必ず問題としてなってくるわけですけれども、そういうことまで含めまして対応して

いきたいというふうに思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 そうですね、少子化がどんどん進んでいく中、やっぱりいろんな対応が必要になってくる

と思いますので、いろんな課題を一つ一つ片づけて、可能な選択ができるようにしていかな

ければいけないんじゃないかなというふうに私は思います。 

 子どもたちも減っていく中に、やはり学校自体が分校みたいな感じにもなってくるし、そ

れはそれで、とてもいい特色のある学校運営とかになっていけばいいと思うんですが、あと

１つは、保育園とかも選んでいけて、自分の、ああ、こういう趣旨のある保育園に行きたい

なという形で、武雄のほうからもよく通われている、多久市にさくらんぼ保育園というのが

あるんですね。そしたら、さくらんぼ保育園に通っていて、食事にも十分な自然食を使った

り、遊び物はつくられた遊具ではなく、全部自然のもので遊んだりという保育園に通ってい

て、じゃあ、今度学校を選ぼうといったときに、ああ、できるだけ木の素材の若木小学校が

いいなとか、その人は武内から保育園に通っていてもですよ、あと、武雄から通っていても、

ああ、若木の自然のあるところに通いたいなとか、そういう意見で相談をされたわけですね。

だから、今、多久市も小・中が一緒になって、通学バス16台を用意して、新しい学校の施設

になるように、今、そういう時代に来ているんじゃないかなというふうに思うので、市長の

見解としても、そういう捉え方というか、学校の枠というところを、特色ある学校づくりで

選んで学校に行けるという形はどうなのか、お尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 現に、例えば、若木小学校であるとか、武内小学校であったり、これは北方小学校もそう

なんですけれども、物すごく急速に減っていっているわけですよね。今のままだったら、部

活はおろか、学校の活動すらできない。そういう意味でいうと、私は校区はないほうがいい

と思います。そうしないと、学校間の競争って、やっぱり起きないんですよ。ですので、僕
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は５年ぐらい前に言って、なかなか理解されませんけどね、例えば、若木小学校だったら、

アレルギーの子たちに対応する給食を出しますといったら、これは全国から来ますよ。みん

なアレルギーでやっぱり悩んでいるんですよ。みんなというかね、本当に悩んでいる方は本

当に悩んでいるし、これは場合によっては、よその小学校でありましたけど、死に至る話に

なりかねないんですよね。だけど、アレルギーの子たちというのは、話をじかに聞いてみる

と、何で私が食べられないのって、みんなが食べられて、完全に隔絶しているじゃないです

か、食べ物が。それで非常に気持ちの負担というか、心の負担にやっぱりなっているんです

よね。 

 だから、そういう意味でいうと、特色のあるね、例えば科目、あるいは給食、すごい給食

って大事だと思っているんです。ですので、例えば、どこどこの小学校は地元でとれた有機

のやつを出しますと。だけど、いっぱいはとれないから、１組と２組では中身が違いますと。

いいと思いますよ、人間も違うんだから。上田議員と僕も全然違いますよ。だから、それを

無理に合わせるんじゃなくて、統一したものに合わせるんじゃなくて、やっぱりあるものを

ちゃんと出していくということをしたときに、やはりここは、僕は競争が必要だと思ってい

ます。 

 ですので、人が少ないから減っていると嘆いているばかりじゃなくてね、例えば、固有名

詞を挙げますよ。若木小学校だったら若木小学校、北中だったら北中って、全国から集まる

と。例えば、不登校の子は全部武雄北中に集まると。みんな悩んでいますもん。そこにちゃ

んと寄宿舎をつくってやると。それは武雄市内でもね、例えばいじめ、僕も聞いたことがあ

りますよ。例えば、武雄中学校でいじめを受けている子がどこか転向したいと。だけど、も

うずうっと一緒だとなると、それでできない。だけど、それはできるできないは別にしても

ね、いや、私は北中に行けますとか、川登中に行けますという選択肢があるだけでも、子ど

もたちの気持ちって絶対違うんですよ。 

 ですので、そういうふうに開放型、競争型のをするには、やっぱりどんなに努力しても、

校区がある限り絶対だめです。だから、僕がさっき言ったように、まず、部活で校区を外し

て、それを見ながら学校の校区も外していくということは、僕は絶対必要だと思いますし、

僕もニュースで見ました、多久の。上田議員さんなんかは、みんなのバスの活用がいいんじ

ゃないかって。僕もそのとおりだと思うんですけど、これはやっぱり本数が足りないんです

よ。ですので、そういった意味でのスクールバスで、我々行政として応援をするということ

は僕はありだと思っていますので、これはよく教育委員会と議論を、で、議会は議会でそう

いう提言をしてほしいんですよ。議会の議員の皆さんたちというのは、民意のかがみなんで

すよね。ですので、議会としてこういうふうにあってほしいということは、ぜひ提言をして

ほしいと思いますし、私自身は今そういうふうに思っています。 

○議長（杉原豊喜君） 
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 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 やっぱり１クラスで、どうしても合わない子どもたちとかがあって、自分たちのときは次、

来年はクラスがえだというふうにして、また、その子たちと別になったりとか、クラスがか

わるからそれで消化されていたものも、もうずっと６年間１クラスしかなかったら、ずっと

それでいくわけですよね。だから、そういうのも一つの選択肢として、こういう形で学校が

あればいいなというのと、今ちょっともう、いろいろ調べると、西川登小学校は小学５年生

は10人切って９人というふうに報告があっているんですね。そういうふうになってくると、

今度は少な過ぎて、何か一つのグループ活動とか、いろんなのが学習的にも困難になってき

たりとかする状況も出てくると思うので、私が山内町の議員のときは、まだ少人数学級をと

かいって要望する時代だったんだけど、数年でこんなふうに、そんな要望どころか、もう要

望なしでクラスは９人とか10人になっているわけなので、このような社会変化を経て、やっ

ぱり子どもたちの支援のあり方も考えていかなければならないんじゃないかなというふうに

思っております。 

 １つは──モニターをお願いします。（モニター使用）よくここの議会でも挙げられてい

ますが、これはスクラムさんです。スクラムさんというのは支援学級教室ですよね。これは

一般の教室に入れない子とか、要するに不登校さんという形でここに通ってくる子どもたち

なんですが、とてもいい成果を上げているというふうに聞いています。今現在、15人ここに

いらっしゃって、５人は武雄市外からなんですね。いい成果を上げていらっしゃるし、やっ

ぱりどうしても、いじめとかいろんな事情があって、ここを物すごくいい居場所として過ご

して卒業ができるという、一つの典型的ないいクラスだと思うんですね。だから、これがや

っぱり山内のほうからも何人か通ってこられているというふうに聞きますし、これが武雄市

に１つじゃなくって、山内にあったらいいんじゃないかなというふうにも声を聞きます。 

 だから、今やっぱり学校の対応の仕方、どうしてもクラス、幾らいじめはあっていますか、

あっていませんかとか、虐待はどうですかといろいろ聞いても、本当に結果的に見えてこな

いものって多いんですよね。だけど、クラスに入れないとか、学校に行けないということは

確かにあるわけだから、やっぱり子どもたちが選択できるということが一番じゃないかなと

いうふうに私は思いますが、教育長いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 スクラムにつきましては、清香奨学会の御支援をいただきまして、現在、不登校の子ども

たちがここまでは行けるぞということで頑張ってやってくれています。例えば、今年であり

ますと、全部の子どもたちが毎日来られるわけじゃありませんけれども、在籍としては15名



- 102 - 

ほどの子どもさんたちがですね、大体10名前後だったかと思いますが、通っている状況でご

ざいます。 

 子どもたちもいろんな考えがありまして、近くがいいとか、あるいは離れとったがいいと

いう子どもたちも、それから、ここはもうちょっと飽きた、学校に行ってみようという子も

当然おるわけでしてですね、武雄中学校にはこのスクラムの分室という形で、まだ教室は入

れないけど、ここまでは来られますよと、そういう子どもたちもいるわけでありまして、そ

ういう体制で現在進めているという状況でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 今、子どもたちはやっぱり地域にはなかなか行けないけど、有田からここ武雄だったら通

ってこられるとかですね、それと今、いろんな発達障がいとかいう子どもたちもふえていて、

自閉症とか、ＡＤＨＤとか、アスペルガーとか、いろんな発達障がいを持ったお子さんたち

なんかはとても、同級生は苦手なんだけど、異年齢の中でだったらうまくやれるとか、いろ

んな成果というか、そういう形があって、フリースクール的じゃないですが、異年齢で学ぶ

場所とか、そういう新しい学校がいろいろ、全国にはフリースクールという形で運営された

り、そういうのがちらほら見えてきておりますが、あと、市民の皆さんから言われるのは、

（モニター使用）これが立野川内分校になるんですが、これの活用、前回も挙げさせていた

だきましたが、今ここは分校で利用されていますが、よく言われるのが、ここに支援の学校

みたいな感じはできないのかというのをよく尋ねられます。それは今ですね、数年したらま

た入学してきますよとか、いろんな形で人数はそこそこ変わるんですが、やっぱりもう子ど

もたちが少ないから、分校はとっても数が少ないです。で、本当に僻地というか、山の上と

か、そういうところのお子さんとか学校施設だったら、本当の意味で分校は必要ですが、こ

この立野川内分校は学校も本校も見えているし、どっちを本校にしたらいいのかなというぐ

らいの距離なわけですよね。やっぱり立野川内もことしは１年生が４人、２年生はゼロとい

う形で、ここは４人の方が利用している分校ですよね。で、体育館もついて、学校施設があ

るというわけですね。だから、こういう形の施設を利用して、もっと学校は変わっていって

いいんじゃないかなという意見をお聞きしますが、その辺の考えの点では、市長さんはどう

いうふうにお考えでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 これは所管が教育委員会ですので、教育委員会には教育委員会のお考えがあると思います

ので、これは私の市政を統括する立場ではなくて、個人的な見解でよければ、ちょっとお許
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し願いたいんですけど、私は、何というんですかね、私も不登校だったんですね。武雄高校

時代、立派な不登校生で、もう本当にあと１日休んでいれば卒業できなかったというぐらい

重度の不登校だったんです。私は、議員の皆さんたちは信じられないかもしれませんけど、

集団行動ができません。協調性も皆無です。友達は、皆さん以外ほかにはいません。ですの

で、そういう悩みを持つ若い世代って、僕も直接接したことがありますけど、結構やっぱり

いるんですよね。今の学校ではどうしてもなじめないって。ですが、学びたいという、僕も

そうだったんですよ。 

 ですので、そういう子たちというのは全国にいると思うんで、できればコミュニティース

クールですよね、文科省のいう。あるいはフリースクールをぜひ武雄でもやりたいと思って

いるんです。そのときに新たに校舎をつくるというのは、これはもうナンセンスのきわみで

すので、そういう意味で、例えば、こういう分校とかね、例えば、空き教室があるのであれ

ば、そこにまずね、小さくしていくのはありだなと思っています。 

 ただ、これ運営が、市が行うというのは到底これは不可能な話ですので、図書館をＣＣＣ

と今連携してやっているじゃないですか。ああいう形で、例えば、病院だったら、形態はた

がえども池友会の皆さんたちとやっているということがあったときに、民間のすぐれたね、

やる気のあるパートナーをぜひこれは探したいと思っていますので、今度の私がやるべきこ

とは教育です。しかも、地域の教育、画一的ではなくて、生きる力を育てる、あるいは武雄

を本当に誇りに思ってもらうと、そういう教育を武雄にもぜひ根づかせたいと思います。そ

うすることによって、やっぱり近くに通いたいという方がいらっしゃると思うんですよ、市

内でも。ですので、それは小学校になるのか、中学校になるのか、高校になるのか、まだわ

かりませんけれど、そういった形での企業誘致じゃないですけれども、そういうパートナー

をぜひ引っ張ってこようと思っていますので、これは御期待ください。 

 ですので、もしうまくまとまれば──まとまればですよ、これは相手のある話ですので、

来年の４月に発表したいと思います。来年度じゃなくて、来年の４月にこれは絶対発表して、

こういうフリースクール、コミュニティースクールを武雄でぜひ設置するというのが私の次

の政策課題です。病院が落ちついて、今度図書館がもう落ちついています。いよいよ本丸で

す。これは議会の皆さんとともに、やっぱりこれは上田議員からもたびたび質問があります

けれども、学ぶ場が近くにあるというのは絶対大事です。ですので、そういう意味で私自身、

力を注いでまいりたいと、このように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 ありがとうございます。もう一度教育長にお尋ねしたいんですが、やっぱり分校は分校で

なければならないというのではなくて、使い方というところをですね、子どもたちを支援し
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ていくというのに枠を外したというか、そういう形でここが大きく利用価値が上がるような、

分校も含めてですね、そういう形になっていってほしいなという願いに対してお答えいただ

きたいというのと、とてもよかったなと思うのは、私はちょっと議員研修かなんかで参加で

きなかったんですが、学力向上のタウンミーティングというふうに、地域の学校区の方たち

との対話集会があったと思うんですね。その中でいろいろ声が上がったと思うんですが、ど

ういう声が大きかったのかなというのをお聞きしたいですね。 

 今後とも、そういう学校区でいろいろ情報交換というか、そういう対話集会は続けていか

れるのかというところをお尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 ３点話をさせていただきます。 

 先ほどの、ちょっと通告を十分聞き取っていませんでしたので、部活につきましては、現

状ではかなり縛りがあるようでございます。ただ、生徒の立場を考えたら、先ほどのような

ことになろうかと思いますが、例えば、個人競技、これについては現状では合同ができない

ような仕組みになっているんです。それから、どちらも人数が足りなくて成り立たないと、

そういうような何か条件があるみたいですが、ちょっとここは私も今後確認をしていきたい

というふうに思います。 

 もう１つ、分校の件でございますが、各学校とも地域の皆さんの思いというのは、片方に

は非常に強いのがありまして、分校につきましては、特にそういうふうなことがあります。

立野川内につきましては、特に地域の支援も受けているような状況がございます。教室の空

きぐあいとかにもよりますけれども、確かに現在は単学年しかないんですが、27年度以降は

２学年できるような形ですね。それから、船の原につきましては、27年度なんかは１、２年

生で19名というような予定になっております。ただ、犬走のほうが28年度以降ちょっと少な

いんですけれども、いずれにしましても、状況を見ますと、そういう少ない人数のところも

あります。ここ数年でどうこうということは考えておりませんけれども、当然、各学校の本

校舎まで含めまして有効な活用というのは当然のことでありますので、今後も注意深く見な

がら、そして有効に活用していきたいというふうに思っております。 

 タウンミーティングについてお尋ねがございました。 

 12月に学力・学習状況調査の結果につきまして、学校別の公表をいたしました。それにつ

いて誤解があってもいけない、あるいは一番は、５年間の学力調査等があったわけですが、

全国と県の調査等があったわけですが、もう各学校とも先生方は非常に頑張ってくれている

と思っております。もう本当に遅くまでであったり、いろんな面で頑張ってくれているんで

すが、さらに子どもたちの力を高めようとしたときには、やっぱりこれはもう学校と、さら
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に家庭の協力、地域の協力をいただくことで、さらに向上させることができるんじゃないか

という、そこを第一の目的としてお話をいたしました。そのことは、きょう質問にもありま

したように、単に学力の向上だけではないんだということで、心の問題、あるいは、あとの

ほうで出ましたけれども、やっぱり体力も必要じゃないかというようなことも出ました。そ

ういう意味で非常に、学力向上を中心にしてというサブテーマで開きましたけれども、結果

といたしましては、いろんな面の子どもたちのことについて話をお聞きすることができまし

た。 

 何より、武雄ならではだなと私が感謝しましたのは、雨が降ったり、寒かったりしたんで

すけれども、３分の１ぐらいの出席の方が区長さんであったり、あるいは民生委員さんであ

ったり、孫世代の方を子どもにお持ちの皆さんが３分の１ぐらいどこの会場でもいらっしゃ

ったんですね。これは本当にありがたいと思いまして、今後もまた地域と一緒に進めていく

ことができるんじゃないかという期待を強く持ったところでございました。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 ありがとうございました。子どもたちの環境もどんどん変わっていくので、支援のあり方

もそれに対応して、いろんな形で教育委員会のほうも対応していただきたいなというふうに

思っております。 

 では、最後のおもてなしのまちづくりについてお尋ねします。 

 最後の中の１番目、花いっぱい運動についてお尋ねします。 

 モニターをお願いします。（モニター使用）これが今山公民館で、これは２つが婦人会の

ほうで、大きいほうが老人会のほうです。これですね、老人クラブのほうから置いてある花

ですね。あと、ここが公民館は、これは山内町の婦人会が花いっぱい運動をしていて並べて

いるところです。これもですね。これは支所前です。これが、老人会のほうもハナボタンを

提供されています。ここが、北方はとってもきれいなサクラソウが、これは北方公民館の前

です。これは武雄市役所の前ですね。これは、若木小学校が若木小学校児童一同という形で、

４つプランターが並んでいます。 

 それで、私が一昨年というか、前、議会のときにグリーンカーテンの後の活用をお花いっ

ぱいにしていただきたいなというふうに挙げていたんですが、ちょっと残念ながら、ことし

はお花が入っていません。このことなんですが、やっぱり職員さんが多分パンジーとかをさ

れていたと思うんですが、もう職員さんは忙しいと思うんですね。だから、皆さん地域では

花いっぱい運動で、各家庭も花をいっぱい植えているし、いろんなボランティアグループが

お花を植えているところです。だから、ここのですね、せっかくたくさんのお客さんがいら

っしゃって、やっぱり足元は大事だと思うんですね。市役所にたくさんの方が研修なりなん
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なり、行政視察なりたくさん来られるので、ぜひとも足元をきれいにしていただきたいなと

いうふうに思って、あいたプランターの活用を言っていたんですが、ことしはちょっと残念

なことに、そういう時間がなかったみたいです。 

 今後のことを考えまして、ぜひとも花いっぱい運動は自主的にですね、ボランティアとか

いろんな形で既にもうやっておられますが、婦人会の場合は環境課に言えば、花苗がその分

いただけるようです。そういう形で、市役所の周りもですよ、こんな形で花いっぱいにでき

ないかなというふうに思っています。 

 あと、ちょっと庁舎の外に出れば、ここが市役所前のバス停、これは委託されているのか、

庁内の人がされているのか、私はそこまで調べていませんが、ここが整地されたところの市

役所横側のですね、もうすごいお見事、プランターにパンジーが生けられて、それはきれい

ですね。そんなふうに花いっぱい運動を市内でできたらいいなというふうに思っております。

庁舎は特にたくさんお客さんが訪れていらっしゃるので、そういうところでいい形で花いっ

ぱいにしていただきたいんですが、いかがでしょうか、質問いたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 石橋まちづくり部長 

○石橋まちづくり部長〔登壇〕 

 花いっぱい運動ということでございまして、庁舎につきましては、環境課のほうで自主的

に、現在、夏場には緑のカーテンをしてもらって、その後にパンジーを植えていたというこ

とであります。24年度、今年度につきましてはパンジーが植えられていないということで、

ちょっと寂しいような感じがいたします。そのほかに、都市計画課棟もされておりまして、

市役所周辺の道路を利用して、街路樹の足元、あるいはプランター等を置きながら景観形成

に努めているところでございます。また、その作業をやっていただいている方につきまして

は、やっぱり周辺の長寿会の方、御船長寿会、天神区、それから武雄市建設業協会の方たち

もボランティアとして御協力いただいているところでございます。市庁舎の直接の職員での

対応というのは、なかなか今、時間的なものもございまして、議員御指摘のとおり厳しいも

のもございますので、今後は少し知恵を出しながら進めていく必要があろうかと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 私自身がここのところって余り通らないんで、今、多分こうなっているんですよね。もう

早速撤去します。もう見苦しい。ですので、撤去した上で──ただ、今度やるときというの

は、ちょっとお願いしようと思っているんですね。うちも残業禁止令を出して、業務は物す

ごくふえているんでね、なかなかここまで目が届かない。やるにしたら徹底的にやらなきゃ

いけないんで、実際ボランティアでされている、例えば、老人会の皆さんであるとかにお願
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いしようと思っています。その上で、こういうふうに各種団体が、建設業協会でもやってく

ださっているんですよね。ですので、お願いした上でやっていただくということに切りかえ

ていきたいなと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 そうですね、職員の方ではなかなか手が回らないと思うんですね。でも、お見事なグリー

ンカーテンとかもできていたし、ここは本当に行政視察もこのように並んでいるようにお客

さんは多いので、ぜひともそういう形で、いい花いっぱい運動ができたらいいなというふう

に思います。 

 それでは、次に、イベントなどの対応についてお尋ねいたします。──すみません、せっ

かくモニターを用意していたので、（モニター使用）２番目に入る前に、佐賀県の佐賀城下

ひなまつりが、ことしは特別に花いっぱいというか、花を生かしたオブジェでひなまつりが

飾られているんですね。やっぱりお花というのはすごく効果があるんですね、まちづくりと

かに対して。このように、ことしは花をたくさん飾られています。そういう意味でも、花の

あるまちづくりというのはとてもいいんじゃないかなというふうに思っていますので、今後

ともよろしくお願いいたします。 

 モニターはいいです。ありがとうございました。 

 それでは、次の２番目、イベントなどの対応についてお尋ねします。 

 前回も申しましたけど、物産まつりとか、飛龍窯灯ろう祭りとか、武雄市のイベントがた

くさんのお客さんでいっぱいになる、想像つかないぐらいにお客さんに来ていただくように

なっていて、その対応というところで、やっぱりもっと考えていかなければ、次の図書館ま

つりとか、市民がゆっくりと楽しめるような形にならないんじゃないかなというふうに思っ

て挙げさせていただきました。 

 飛龍窯灯ろう祭りは、私は昨年行けなくて、ことしはぜひともと思って車で出かけていた

ら、武内のＪＡもいっぱいになりました。武内小学校もいっぱいになりました。中川内医院

もいっぱいになりました。最後に用意された北中に上ってくださいということで、上ったの

はよかったんですが、１時間以上そこで待ちました。もう本当に対応をどうしたらいいのか

なというふうに思って、皆さん、どうしても見たいから、文句を言う人はおられなかったん

ですね。だけど、私はやっぱり議員でもあるから、皆さんに御説明させていただいて、歩く

か、ここで帰るか、そのままバスを待つかという形を自主的にお選びくださいというふうに

一生懸命頭を下げてですね、それでも皆さん文句は言われなかったですね。 

 だから、このように想像を超えてお客さんがいらっしゃっているので、やっぱりそういう

対応をですね、順路とか、そういうのをもう一度飛龍窯灯ろう祭りに対しては考えなければ
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ならないということと、あと、図書館まつりをたくさんの方が私の周りでも楽しみにされて

おりますので、そういう対応を、お客さんがふえているというところで市民がゆっくり楽し

めない状態になってきているんじゃないかということも踏まえて御意見がありますので、今

後のイベントなどの対応についてお尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 まず、飛龍窯のほうなんですけれど、去年、反省を踏まえて、ことしもバスの増便とかや

ったんですけど、それでもやっぱり来訪者の方々の数に追いつけないということがあって、

今回もさまざまな反省点がありましたので、そこはもう一回ちゃんと見直そうというふうに

思っています。 

 いずれにしても、楽しく歩けるようにね、歩ける方は歩いてそこの会場に向かえるように

ね、そういう仕掛けをぜひしていきたいと思いますし、図書館のほうは、オープン前の３月

31日の午後に市民の方だけ開放いたします。３月31日日曜日の午後、武雄市民に開放をして

いきたいと思っております。４月１日がオープンなんですけれども、やはり武雄市民の皆さ

んたち、早くやっぱり見たいということの御期待に応えたいと思っていますので。 

 それと、もう１つが、３月31日にどうしても行けない方に関しては、ちょっとこれ、教育

委員会でもよく調整しますけれども、５月か６月ぐらいに市民デーをちゃんと設けようと思

っております。恐らく４月になると、全国的に多分報道されることになって、物すごい人が

やってくると。そこにあえて市民デーを設けると、せっかく楽しみに来られた方々とどうし

てもやっぱり違和感というのが出てまいりますので、少し落ちつくのが、多分５月か６月に

は落ちつくと思いますので、そのときには１日フルで市民デーを設けたいと思っております。

最初は４月３日にしようと思ったんですよ、市民だから。ですので、これは混乱のもとにな

りそうなんで、そこはちょっと変更をさせていただいてやる。ただ、確定しているのは、３

月31日午後ですね、ぜひ市民の皆さん方、お誘い合わせの上、おこしいただければありがた

いと。その際は私も当然いるようにしたいと、このように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ４番山口裕子議員 

○４番（山口裕子君）〔登壇〕 

 どちらにしても、武雄市が本当にお客さんが訪れて、とてもいいまちづくりになっている

んじゃないかというふうに思います。やはり市民の方が満足できなくていいおもてなしがで

きないので、そこら辺のことをよろしくお願いいたします。 

 それでは、これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（杉原豊喜君） 
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 以上で４番山口裕子議員の質問を終了させていただきます。 

 ここで議事の都合上、10分程度休憩をいたします。 

休   憩    15時57分 

再   開    16時６分 

○議長（杉原豊喜君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、５番山口良広議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 こんにちは。私、ただいまより登壇の許可を得ましたので、山口良広の一般質問をしたい

と思います。私に与えられた時間は130分ですので、一生懸命頑張りたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いします。（「90分」と呼ぶ者あり）90分か、どうもすみません。 

 私の一般質問では、行政視察対応について。次に教育問題について、学校におけるいじめ

対策、体罰に関するアンケートの公表について。そして農業問題について行いたいと思いま

す。 

 その前に、農業問題ということで、ＴＰＰの問題で、今、大きく騒がれております。県内

の市町村では、意見書の提出ということで、いろんなところが動いております。今、小池議

員を中心にしてＴＰＰに対する意見書の提出ということで検討されておりますので、その際、

皆様の御協力をよろしくお願いします。 

 私は、この問題では、農業は守るべきだと思うし、またそれと同時に、これが米がもし自

由化で規制緩和でもなったら、つくる自由、売る自由の中で大変な米の販売をするんじゃな

いかなというふうなことを考えております。ぜひ皆様の御協力よろしくお願いします。 

 では、私の質問に移ります。今回、私は会派の研修で、まちづくり、地域のものづくり、

また観光ということで、金沢のほうに研修に行きました。今、新幹線、北陸線の金沢駅乗り

入れを２年後に控えまして、金沢のまちは活気づいておりました。そんな中で、ＪＲ金沢駅

のすばらしさ、またいろんな施設や観光施設を回ったですけど、そんな中で、いろんな人が

一生懸命これに期待して、まちづくり、市づくりがつくっておられているのが印象的でした。

武雄も数年後には新幹線が乗り入れがされます。それに向かって、ぜひ大いなる市民運動と

して盛り上がることを期待したいと思います。 

 そんな中で、私はおもてなしの心というもので質問したいと思います。それは金沢市役所

に行ったときです。私たち、案内された部屋で、温かいお茶を一人一人にふるまわれました。

寒い北国の身も凍るような中で温かいお茶です。最高のもてなしです。もしここに冷たいペ

ットボトルでもあったら、寂しいというものを感じたものです。 

 そこで私は提案したいと思います。武雄はお茶どころです。それと焼き物の産地です。そ
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れをセットにして、武雄市役所に行政視察の方におもてなしができないか。武雄は出湯と陶

芸のまちで有名です。ぜひお願いしたいわけです。 

 この焼き物でも、私は地元の陶芸家の焼き物というものを利用されないかというものがこ

こでの市の提案です。そしてそれを一、二カ月、できれば２カ月単位ぐらいで窯元に提供を

お願いして、その焼き物でこれは武雄内でできた焼き物ですよ。そしてそういうことが会話

の一つになり、その行政視察の団体の皆さんが窯元めぐりでもしたいなというふうな声が出

るような雰囲気をつくって、ぜひ窯元まで足を運んでもらうような形での行政視察対応とい

うものができないかということをまず質問したいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 行政視察のお話がありましたので、ちょっとグラフにしてみました。（資料を示す）これ、

電子版じゃなくて恐縮なんですが、合併したときが18件ですよね。それが平成24年だと１月

までに154件で、恐らく平成24年は180件になろうとしています。これ掛ける10となると、も

う1,500人の、あるいは1,800人の皆さんたちが武雄市に平日お越しになっていると、平日で

すよ。お越しになっているということからすると、今、議会事務局の特に奥さんが、奥さん

の奥さんなんですけど、非常によくやってもらっています。今、私もよく視察対応はします

けれども、議長も対応してくださいますけれども、今、レモングラスティーをガラスに入れ

て出していると。しばらくすると、お茶を奥さんがよく頑張って出されています。 

 そういう中で、先ほどちょっと器ですよね、部分については、確かにそうだなと思いまし

たので、ここは話すきっかけにもなりますので、ぜひ山口良広議員から呼びかけて（発言す

る者あり）いただきたいと思います。なかなかやっぱり行政が言うと、何かちょっと僕らは

非常におくてですので、やっぱり突破力のある山口良広議員様にそれをお願いをできればあ

りがたいなと思っております。おっしゃったことについては、全く同感です。 

 これが今回はだめでも、次にじゃあ来たときに窯元に行きたいとかというふうになるよう

に、我々もそういうふうに工夫をしていきたいと思っております。今、武雄の産品でやって

いますのは、今、来た議員さんたちにＦＢ良品をカタログ化して、これはうちの古賀敬弘さ

んのアイデアなんですけれども、カタログにして売っているんですよ。売って、買ったもの

を後で送りますと。お名刺いただきますので、お名刺を控えた上で、同意を取った上で、お

金をいただいて送っていると。これが多いとき、月間でも50万円超しているんですね。その

議員の皆さんがお越しいただくのが。ですので、もちろん、物産館に行ってもらったりして

もおりますけれども。そういう意味で我々とすれば、武雄のいいものですよね、黒岩幸生議

員からもありましたように、武雄のきちんと名のつくものをしっかりそういう場を使って今

やっているということは、今やっております。 
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 その中で、これは私から最後にしますけれども、なるべくせっかく来ていただいたので、

おっしゃったように、窯元であるとか、さまざまなところに行っていただくように、動線づ

くりというのはちゃんとしていかなければいけないなと思っております。図書館がオープン

すると、恐らく物すごく行政視察がふえると思います。泊まっていただいた方々に対しては、

それはちゃんと受け入れますけれども、なるべく図書館で私自身説明をしたいと思います、

図書館で。ですので、特にこうします、２泊３日で来られた方は図書館でやります。１泊は

市役所。ですので、２泊３日泊まられた方は図書館でやりたいと思いますので、これは結構

全国の方々が見られていると思いますので、そういうことで我々ができることは、やっぱり

多くの皆さんたちに来ていただくと。特に議員の皆さんたちはまた発信力がありますので、

それを次の観光につなげていくということも含めて、私どもは考えなきゃいけないなという

ふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 ぜひ私に与えられた使命と今言われましたので、ぜひそういうメンバーの方と会合する席

には、こういうふうにして市役所に売り込んで行かんやということば、（発言する者あり）

貸してくいございて言いたいと思います。 

 そんな中で、今、宿泊のことが出ました。（発言する者あり） 

 ここに新聞がありまして、2012年３月の佐賀新聞です。「武雄市の行政視察急増、宿泊先、

旅館さっぱり」という新聞です。「ユニークな事業を打ち上げ、全国各地の議会から行政視

察が絶えない武雄市。宿泊による経済効果も出ているが、市内のビジネスホテルとシティホ

テルに集中し、温泉宿に泊まる議会はほとんどない。政務調査費などの公費で泊まるため、

「温泉宿は歓楽のイメージがあって報告書に書きにくい」というのが主な理由」というふう

に載っており、くっきり明暗が分かれ、宿泊施設団体が潤ってほしい市や温泉関係者は困惑

しているというものがあります。ぜひ今度、今市長が言いましたように、図書館も新しくな

りますと、またこれ以上の数字の行政視察があると思うわけです。それをやっぱり私はおも

てなしの料理や観光事業につながるような形で温泉旅館あたりに泊まってもらうために、こ

れまた結局、市がするでもなく、ただ本来ならば、業者の方がこういうふうなメニューを持

っているから宿泊をお願いしますという前向きなる行動があっていいんじゃないかと思って

いるわけです。 

 例えば、今、市内に若い農業後継者の組織してあります武友会という組織がありまして、

これは農業者団体です。そのメンバーと武雄市内の旅館が手を組みまして、自分たちがつく

った農産物で料理をつくるというふうなイベントをやってみたり、朝市に商品を使ったもの

で料理をしていますとか、先ほど言いましたように、市内の焼き物を器にしている料理で飾
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りますよとか、また、僕らがつくっていますレモングラスを使ったお風呂ですとか料理とか、

またイノシシを使いました料理というふうなアピールをぜひ温泉街の旅館のおやじさんたち

のほうから声を出してもらうというのが何よりだと思うわけです。そんなことを市としても、

ぜひこういうような形で、ここに金が落ちるんだから、それを皆さんも温泉街に泊まっても

らって、所得向上につながりませんかというふうな声かけというものをして、そういうふう

なことになれば、ＦＢ良品にしても、いろんな商品にしても、もっと地元に潤って、地元が

活気があってこそ、本当の行政だと思うわけですけど、その点どう思われるか、お尋ねしま

す。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 それはやっぱり議員が御指摘のとおり、旅館であるとか、飲食に携わる皆さんたちのお気

持ちだと思いますよ。僕らは行政ができることというのは、やっぱり武雄までいっぱい人を

連れてくるというのは行政でできます。ですが、その先にじゃあどこに泊まっていただくか

ということに関しては、それは魅力をちゃんと持った上で、旅館であるとかホテルであると

か、レストランもそうですけれども、やっぱりきちんと発信をするということじゃないでし

ょうか。それが僕はおもてなしであるし、それが競争だと思っています。 

 おかげさまで、これは武雄市議会のおかげで、今、行政視察を含めて、もう圧倒的にふえ

て、今度、図書館も多分、年間で100万人を超す勢いになってくると思うんです。そのとき

にいろんな問題とか課題とか、山口裕子議員さんからもあったように、交通渋滞とか、多分

問題出てくると思うんですよ。ですが、多くの皆さんたちにお越しいただくという意味では、

これは非常に意味があると思っていますので、ぜひこれを聞いておられる、例えば、旅館の

方とかホテルの方は、図書館と連携したパックでもつくってほしいと。パックは顔だけじゃ

ありませんよ。ですので、そういうパックとかツアーをつくった上でね。それは僕もある意

味、もう広告塔ですので、私も使ってくださいということで、ぜひ、やっぱり今、資源があ

ります。 

 それでよく言われるのは、もっと温泉売れとか、もっと陶芸やれとかといろいろ言われる

んですけど、それだけじゃだめなんですよ、やっぱり。もう全国同じことをやっていますか

ら。ですので、図書館が今度はある意味、情報の発信になるということになれば、それは全

国とは違う意味で人を引き寄せる大きな力になる。ですので、それをぜひ図書館を、またこ

れいろんな御批判はあるというのは重々承知していますけれども、ある意味、今度は日本最

強の図書館です。私、今まで世界で一番好きだった図書館が、ニューヨークパブリックライ

ブラリーだったんですよ。こんなニューヨークパブリックライブラリーなんかはるかに超し

ていますよ。これみんな笑いますよ。笑うんだけど、僕は中に入りました。入って、その空
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間に圧倒されました。ですので、そこでやっぱりまた来たいとか、ここで本を借りたいって

いうので、観光の一つの大きな要素になると思いますので、ぜひそういう意味で、図書館で

あるとか、あるいは武雄市政であるとか、病院もそうだと思うんです、新武雄病院も。それ

とうまく連携して発信するように、また改めて旅館組合等にお願いをしたいと。それに頑張

っているところは僕らも応援します、徹底的に応援します。底上げは、もう無理なんですよ、

底上げは。ですが、頑張っているところをやっぱり応援するというのは、僕らの得意技です

ので、そういう意味で、ちゃんと応援をしたいと、このように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 私もぜひ今昼間に図書館には年間100万人のお客が来るというふうな、（発言する者あ

り）超すというふうな感じを聞いたわけです。今、私もお酒が好きでありまして、夜は川端

通りに行くわけです。その際に、今、地域のよそのほうから聞くわけです。武雄のまちの夜

は元気かねぇて。（発言する者あり）あれだけの夜の元気が昼間にもどがんしてないとんし

て武雄んまちに金が落ちるような政策というものが私は必要だと思うです。それができてこ

そ本当に武雄市民が、ああ武雄市は頑張っている、これにうまいところ乗れば、我々の懐ふ

えるなというふうな──つながると思います。ぜひそういうふうな形で我々もいろんな機会

の中でこの図書館とか、いろんなものをうまくミックスした形で頑張ってもらうように発信

したいと思います。よろしくお願いします。 

 次に、教育問題について移ります。 

 最近のマスコミ報道を踏まえて、なぜいじめが多発するのか。いろいろなところで川原議

員のほうからもありましたように、全国で報道されているわけです。その背景を教育長とし

ては、どういうふうに考えておるか、見解をお尋ねしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 いろんな報道についてですが、私どももいろんないじめを体験しながら成長してきただろ

うというふうに思うんですね。調査によりますと、子どもたちの８割以上が加害者側と被害

者側、両方に丸をつけるというんですね。つまり、それぞれ人間として、やっぱりそういう

両面を持っているというのが現実のようであります。しかも、そのほとんどが半年前にした

調査と変わってくると。「いじめを受けていますか」、「いじめられていますか」というこ

とに、それがなくなってみたり、「いじめしていますか」に今度丸がついたりというふうに

ですね。 

 ですから、ほとんどのいじめは、やっぱりいつの時代もあるわけですけれども、半年ぐら
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いを超すような長期的な継続的ないじめというのは、数的には非常に少ないというようなこ

とも言われるんです。ただ、お話にありましたように、東京とか愛知とか福岡では、中学生

の自殺の例もありまして、大河内君とか鹿川君とかいう名前がまだ浮かんでくるわけであり

ます。本当に悲痛な叫びを残して亡くなった子どもたちも片方にはいるわけでありまして、

そういう子どもたちの叫びに絶対そういうことは、こんな目に遭わせたらいけないというの

が今の私たちの新たな覚悟であろうというふうに思います。そのたびに、どうしてこう気づ

けなかったのかというような反省が、あり方が問われてきているわけです。 

 今申しましたように、特徴的なことは、ほとんどやっぱりスタートは、ほんな冷やかしと

か、からかいとか、嫌なことをさせるとか、仲間外れ、無視、軽くぶつ、金品を隠す、盗む

とか。最近では、どうしてもインターネットを使ったネットの掲示板への書き込みと。それ

をまた今度は第三者があおるというような、非常に見えにくい情報モラルでのいじめ等も特

長として出てきているということでございます。 

 いじめの背景、簡単にはなかなか言えませんで、どの例もやっぱりいろんなのが複雑に絡

んでいるというのが事実でございます。児童・生徒の対人関係をうまく育て切れていないな

ということもありますし、あるいは先ほど来の質問にありますように、本当に学校で満足感

を持って夢を持った生活ができているかなというようなこともあります。あるいは家庭の問

題として、やはり少子化の時代というようなこともありますし、一番私どもがふだんに学校

で教える側としてどうかというようなところも常々反省しながらやっているわけですが、一

つ一つの例が、背景といえども非常に複雑に絡み合っているというのが現実でありまして、

現在のところ、そういう把握をしているところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 このいじめというものは大変な問題でありまして、児童・生徒の生命、身体の安全を預か

る学校としては大事な責務だと思っています。そんな中で、このいじめ対策というものは、

いじめをどうするかといったら、どうしても学校だけでは無理があると思うわけです。そん

な中では、家庭、特に保護者、地域社会との連携ということで、後ろに朝日の区長会の方も

見えておりますけど、朝日のまちづくりのほうでは、武雄中学校に昼間の時間帯に校舎内見

回りというふうな形もやってみたり、いろんな活動がなされているわけです。 

 武雄中学校も一時的に荒れた学校ということでレッテルを張られたりしていたわけですけ

ど、そんな中で、保護者、地域との連携が必要ということで、今、武雄中学校のほうでは、

学校取り組みとして、武中のちからという地域先輩の力をかりた活動が行われているわけで

す。もしよかったら、教育委員会が把握されている範囲内でいいですので、その活動内容等、

御報告してもらえればありがたいですけど、お願いします。 
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○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 （モニター使用）お話しのように、武雄中学校では、「武中のちから構想」ということで、

一番上に書いてありますように、家庭・学校・地域連携支援体制づくり推進事業という名目

で、平成23年度、平成24年度、一応、来年度まで計画をしているわけです。その事業の支援

も受けまして、「武中のちから構想」というのを推進をしていただいております。 

 学校のそれぞれの努力に加えまして、家庭、地域の方の応援を得て、さらに元気な、本気

な大人との出会いということで進めてもらっているわけでございます。一例を、構想でござ

います。家庭の力、学校の力、地域の力を合わせまして、特に地域の方が入っていただくこ

とで、異年齢の交流とか、そういうことまで含めまして、中心を武中のちから実行委員会と

いうことで、ちょっと見えにくいかわかりませんけれども、コミュニティーの日とか、校内

見守り隊とか、武中応援団とかお話会「ほんわか」、土曜学習会のボランティアとか、赤ち

ゃん登校日とか、本当にさまざまなことを発案していただいて、家庭・学校・地域が連携し

た支援体制づくりをしていただいております。そういう中で、キャリア教育の推進、将来を

見据えた子どもたちを育てると。それから同時に、ＰＴＡ活動の活性化にもつながるという

取り組みでございます。 

 一例としまして、お話会「ほんわか」ということで、最初は中学生に読み聞かせというの

がどう通じるのかというような話もされていましたけれども、本当に真剣に子どもたちが、

生徒は聞いてくれるというような話を聞いております。また、３年生の家庭科ですね。育ち

合い講座と、胸までもない保育園児との交流でございます。最初、どう接していいかわから

ない、どきまぎした様子が、次第に笑顔になっていくというようなことも聞いております。

赤ちゃん登校日ですね。お母さんのほうがちょっと心配されていたというような話も聞いて

おりますが、いろんな交流ができているということでございました。６月18日は武中のちか

ら実行委員会ということで、生徒会の本部役員と実行委員の方が懇談会もされているという

ことでございます。 

 いろんな課題が今言われますけれども、特にいじめ等につきましては、その学校の生徒諸

君がどういうふうな動きをみずからできるかと、やっていくかというところが最終的な狙い

かなというふうな気もいたしております。そういう意味で、実行委員会の人初め、皆さん初

め、いろんな方がいろんな形で応援に入っていただくという状況でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 今、こういうふうな形の中で、地域との連携というものが大事なことだと思います。それ
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にプラスしますけど、この前、今度は我々より３つ先輩が武雄中学校の同窓会をやるという

ことで、その第１回目の実行委員会を武雄中学校の校長室でやるということであったわけで

す。「同窓会の準備ば武雄中学校でや」と言うて、「そがんところでなしすっとや」という

ふうな話を聞いたわけですけど、校長先生のほうから、ぜひ地域の方に中学校の現状という

ものを見てもらって、いろんな形で、先ほどの話じゃありませんけど、協力する分があった

ら、声でもかけてもらって、いい中学校、いいまちの子どもたちを一緒に育てましょうとい

う思想のもとで頑張っていますよというふうな話を聞いたことも紹介したいと思います。 

 次に、体罰に対するアンケートの公開についてです。 

 市内では、体罰に対するアンケートが実施されたと聞き及んでおります。そのアンケート

の内容は、どんなもので、なぜされたのか。また、どう公開されたのか。その中身は新聞報

道で知り得ていますので、その体罰の中身をあえてここでは触れないで結構ですので、今の

をお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 御存じのとおりに、大阪で体罰を原因とするような自殺の事故があったわけであります。

その体罰については、法的に縛りがあるわけでありますが、そういう重大な事故に鑑みて、

全国的に調査があったわけです。その調査が一つは、今年度４月から１月までの間に体罰と

して各学校で対応した事例ですね、これについて何件あったかということでございます。 

 もう１つ、今調査をしているのが、事実確認をしているのがありまして、同じく今年度中

に再度聞き直して、子どもたちと保護者の方に聞き直して、体罰を受けたことありませんか

と、あるいは見たことありませんかというような調査が第２次の調査でございます。そこで

出てきました件につきましては、そのままその数値として数えることはできないわけであり

ますので、事実確認を各学校で行っているということでございます。それがその１つ目の調

査について公表をしたところでございます。 

 その公表につきましては、いろんなことを検討したわけでございますが、１つは、この公

表を契機として、さらにより強い信頼関係を築きたいということであります。つまり、これ

だけありましたと、これは反省をしていますということで、これからさらに信用していただ

きたいというのが１つでございました。 

 それからもう１つは、大変だけれども、やっぱり法的にこの体罰は許されていないんだと

いうことを改めて強く意識していきたいということでございます。それは３つ目としまして、

同様に、特に各学校の教職員については、その体罰についての意識の向上を図るということ

で公表にしたわけでございます。これにつきましては、その当該校の若干の範囲においては

特定されるということもあったかもわかりませんけれども、極力、当事者の特定がないよう
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な形での公表を心がけたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 体罰は絶対やってはならないことです。それが大原則です。教育現場、特にふざけなど、

日常学校生活でのルールを無視する子どもたち、そんな問題行動をどう指導するのか、これ

また大事な問題です。そんなとき、市としてどう先生たちに指導されておられるのか、お尋

ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 いろんな方の御意見があるわけですが、あの自殺事件につながったような、あれはもう本

当に体罰の域を超えるような、いわばかなりの暴力だろうというふうに思うんですね。です

から、体罰、体罰と言いますけれども、本当に今、私に聞こえてくる声は、うちんとはこう

されたみたいだけど、体罰と思うとらんよというような声も片方にあります。そのような体

罰、あるいはやっぱりこれは学校で対応しないといけない体罰であろうと。あるいは、いや、

これはもう体罰の域超えているぞというような、いろんな程度によって判断をしていかない

といけない面があろうかというふうに思います。 

 ただ、どうしても法的には守れないところがございます。体罰をした場合にですね。です

から、その事情等を踏まえて対応していくということでありますけれども、そこだけ見ると、

それだけで大変なんですけれども、やっぱり日ごろからの信頼関係をいかに築いておくかと

いうところが非常に大事なことかなというふうに思います。ひどい言葉をかけて、その次の

フォローはどうしているかとかですね、厳しく叱った後の対応とか、あるいは本当にその子

の気持ちを理解した上での言葉になっているかとかですね、そういうようなところを十分今

度も指導していきたいというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 体罰等が報告されたときに、どう検証し、公表するのかについてお尋ねしたいと思います。 

 先ほども言いましたように、私は体罰など暴力は絶対だめで、肯定はしません。しかし、

公表されるリスクを恐れ、教育や指導がおろそかになり、荒れた学校、荒れた教室、それを

見て見ぬふりをする先生、そんな学校にしたら、誰でもが不幸になるわけです。その点、配

慮された公表が必要と思うわけですけど、その点、また再度になるかと思いますけど、公表



- 118 - 

というものが大事な局面になると思いますけど、その点についてお尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

 市内では、この五、六年の間でも、たたかれてもたたかないで指導してもらった先生もた

くさんおられます。公表が配慮はしないといけませんけれども、ある一定の限度であれば、

これはやっぱり生徒指導上、厳しい措置もしないといけませんし、あるいは生徒がそうであ

れば、自己防衛というのは当然あるわけでありますので、先生方についても、そういう対応

も考えないといけない。ただ、13、14、15の子どもたちであります。わからなくてするのも

非常に多いわけであります。したがいまして、その内容によりまして、公表するところは公

表をして、そして先生方にとっても、その対応をしっかり考えていくということが、これか

ら大事になってくるかというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 私も今度、体罰とかいじめというものを教育のことについて、私なりにいろんなところに

聞いたり勉強したりしました。その子どもというものには待ったなしのそのときです。大事

に指導してもらえるようにしたいと思います。 

 最後に、いじめにしても体罰にしても、未然防止と早期発見、早期対応が大事で、それを

しっかり地域を含めて支えることが大事だと思っています。先生も安心して教育指導ができ、

武雄での教育生活は楽しく充実しているよ、子どもや保護者からは、楽しく元気に学校生活

を送っているよと、いわゆる教育環境が武雄市にもあるよとなるようなことを願って、教育

問題の質問を終わります。 

 次に、農業問題です。 

 13年度予算が閣議決定がなされ、その中で農林水産関係予算が２兆2,976億円と、伸び率

5.7％、13年ぶり増加と、１月30日の新聞で報道され、安倍総理は攻めの農林水産業を展開

し、成長戦略の話し合いに出るための予算の増額に転じた農業農村整備事業の復元、経営安

定化対策、戸別所得補償制度の堅持、農産物の輸出拡大対策、経営多角化の３項目に特化し

た政策として発表されていますとあります。 

 そこでお尋ねです。武雄市では、具体的にどんな農業振興策を考えられ、どう進めようと

しておられるのか、お尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 
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 武雄市の農業振興策をどう考えているかということでございますけれども、今現在、農業

者の高齢化、担い手不足、あるいは先ほど議員さんもおっしゃられましたけれども、ＴＰＰ

の動向等、農業情勢を踏まえた地域農業を維持していくためには、後継者や新規就農者の確

保が重要であると認識しております。そのためには所得が向上するような農業を展開してい

きたいというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 ぜひ、所得向上は大事だと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 次に、将来の地域農業を考えたときに、平成24年度より人・農地プランが制定されている

が、それではどのような内容なのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 人・農地プランは、どのようなものかということですけども、地域農業の５年後、10年後

をどのような方向に持っていくかということで、地域の話し合いによって、担い手の農地の

集積、地域農業のあり方などを市内９町ごとに定めているところであります。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 人・農地プランを進めていくために、重要な担い手対策について質問します。 

 まず、ことし１年、武雄市内で新規就農者はどれぐらいおられたのか、お尋ねしたいと思

います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 平成23年６月１日から平成24年５月31日の間の新規就農者の数は、農業法人への就農者が

７名おられまして、合わせて14名というふうなことになっております。 

 農業法人以外の７名の内訳につきましては、米、麦、大豆の土地利用型農業に従事される

方が２名、それから施設園芸と米麦の複合型が５名というふうなことになっております。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 農業は、今のＴＰＰ問題など、不透明な要素はあるものの、今の世の中、意外と農業は成
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長産業で、自分の頭と体で勝負でき、何よりも自然相手ではうそはつかない、人間関係に苦

労することはないし、パートナーさえいれば、私は楽しい生きがいのある仕事だと思います。

問題は、生きがいがあって楽しい仕事でも、ある程度の規模と経験で育てられる技術と、そ

れらが育ってこそ、ある程度の収入が確保されるものです。それまでには数年かかります。

でも食っていくには金が要る。勤めに出れば、最低賃金は保障されています。しかし、農業

者には最低賃金は保障されていません。そこに農業後継者が育ちにくい現実があると思うの

です。そこに救いの手が差し伸べられているのが、青年就農給付金だと思うのです。その内

容と市内での取り組み状況を説明してください。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 青年就農給付金ですけれども、これは準備型と経営開始型というのがありまして、準備型

としましては、就農に向けて研修を受ける方への支援を行うものです。経営開始型につきま

しては、経営リスクを負って就農する新規就農者の経営が軌道に乗るまでの間を支援するも

のであります。対象者へ年間150万円、最長５年間給付する事業であります。給付の条件と

しましては、就農者就農予定時の年齢が45歳未満であること、それから親元就農ではなく、

独立自立就農であることなど、幾つかの条件があります。 

 平成24年度の対象者は１名でありましたけれども、平成25年度においては、新規５名の対

象を見込んでおります。市としては、地元農家、ＪＡ、県と強く連携をしながら、青年就農

給付金を積極的に活用しながら、より多くの就農者を確保していきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 今、経営開始型で平成24年度に１名、平成25年度には５名が計画されるというふうに聞い

たわけです。私はもっとこれはいい制度ですので、これを情報を広く伝えて、たくさんの方

が今は高齢化と後継者不足に悩んでいる農村に入って、頑張る農業者を応援してもらえるよ

うによろしくお願いしたいと思います。 

 そんな中、市内では私たちと同じ60代のお勤めをリタイアされた新規就農者がアスパラガ

ス栽培に、またキュウリの生産農家などでは、高度の省エネルギーのハウスなど、佐賀の強

い園芸農業確立対策事業補助金等を利用し、積極的な農業展開がなされていることは、私た

ち議員もエールを送り応援したいと思っております。 

 武雄市の農業を考えるとき、集落営農についてお尋ねします。この集落営農が今、武雄市

の米麦農業の中では大事なウエートを持っているわけです。そんな中で高く評価したいのは、
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朝日町中野みつば集落営農組合だと思います。この組織をまとめて、より理想の集落営農組

合を築いてこられた組合長の岩永敏雄さんが先日亡くなられました。心からの御冥福をお祈

りしたいと思います。 

 中野みつば集落営農組合は、よそとどこが違うかといいますと、水田の作付の権利が各農

家に放棄させ、その集落営農組合に集積されていることです。そこで、水稲の品種が面で統

一されている。すなわちこの地域は夢しずくをつくりなさい、この地域はさがびよりをつく

ろうというふうな、面で取り組まれているということです。それで、代かき、田植え、稲刈

り等、隣から隣へと農機具の移動も近くて済み、より効率のよい作業が行われています。こ

の中野みつばの取り組みをどう評価されているのか。もっといろんな地域で中野みつばのよ

うな集落営農組合ができ、またライスセンターを中心にできている橋下集落営農組合のよう

な、水田農業を核とした集落営農組合ができればいいなと思っております。その点、どうこ

れらの集落営農組合を評価し、推進しようと思っておられるのか、お尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 現在、市内には47の集落営農組合がありまして、人・農地プランにおいて、担い手に位置

づけられております。従前より農地集積による作業の効率化、機械の共同化による経費節減、

作業の効率化、共同購入による経費削減等、担い手の創出、後継者の育成など、地域農業の

継続に重要な役割を果たしておられると思っております。特に中野みつば集落営農組合や橋

下営農組合につきましては、市内の先進的な事例として参考にしているところであります。

ＪＡや県などと連携をしながら、ほかの集落営農についても、法人化を含めて、それぞれの

地域の成熟度に合わせた組織の強化、指導を行っていきます。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 機械の効率化ということで、大事なところで、今、農業集落営農組合はつくっているわけ

です。私も以前、機械利用組合ということで、ライスセンター等ができる30年か40年ほど前

にそんな組織を一生懸命頑張ってきたわけです。結局、その時点では、機械の有効利用とい

うことで、個人の農機具の処分というものがなかなか進まずに、個人が持っているところと

持っていないところが機械利用組合でやるということで、その組織でしたので、長くは続か

ずになったわけです。今度は農機具も高いということで、機械の効率化のために農機具の整

備は大分進んでいます。しかし、今言いましたように、中野みつばのような作付の面的な確

立ができれば、もっと効率ができるということを、もっと訴えていろんな場でこういう形が、

集落営農ができれば安定した農地への配当、またオペレーター収入等があって、農業が確実
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に進むんじゃないかなと思っていますので、その点よろしく御指導お願いします。 

 次に、麦、大豆振興では、排水対策と思っているわけです。今はどうなっているのか、将

来展望はどう考えておられるのか、お尋ねします。 

 私は地域営農を考えるとき、今は排水をする場合、私の農地の排水をしてくださいと、手

挙げ方式で行われています。それでは面としての生産性の高い農業振興を考えると、どうし

ても効率のよい農業振興はできません。なぜなら、さきに述べましたように、今では農地が

将来営農や小作により地主から離れてしまい、直接排水をしたからといって農地からの所得

向上にならず、反対に経費負担になっているのが現実です。でも、排水対策をやらないと、

その水田の多面的な利用はできないのです。そこが今の問題です。費用負担等も含めて改善

されるべきと思います。また今回の国の農業振興策にのっとり、よりよい振興対策として、

圃場整備農地のより広い農地への再圃場整備等も含めて、排水対策等も含めて、ぜひ振興施

策を考えるべきと思います。この農地の面での農業振興対策というものをどう考えておられ

るか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 森営業部長 

○森営業部長〔登壇〕 

 農業の効率化、営農の効率化ですけれども、地域農業の継続のためには、圃場の条件整備

というのは重要と位置づけておりまして、各種事業等の取り組み、農家負担の軽減など、そ

の地域営農組織の実態を踏まえながら、事業を推進していきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（杉原豊喜君） 

 間もなく５時になりますが、議事の都合により、あらかじめこれを延長いたします。 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 ぜひ地域の声を聞きながら、よりよい農業振興になるようによろしくお願いします。 

 次に、ブランド農産物についてです。これが最後ですので、よろしくお願いします。

（「頑張れ」と呼ぶ者あり） 

 生き物を育てるお米付加価値向上という新聞報道を見たわけです。それは兵庫県の丹波地

区の話でありまして、ここは以前、日本中に生息していたというコウノトリが最後の生息、

今、コウノトリの保存地域として頑張っているところです。そこでは、コウノトリを守るた

めに、農地を冬場にでも水をためたり、また夏場の稲作時期には、ドジョウやカエルさん、

いろんなものが生息して、コウノトリがすめるような農地をつくっている。そのためには、

どうしても手間暇がかかるということで、そういうことで考えられたのが、生き物を育てる

お米付加価値向上ということで、消費者の心をつかみたいということで、いろんな形でイン
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ターネット等を利用されて対策を考えたそうです。そしたら、今は作付が始まった時点で、

予約でその年の米は売れるような地域になったそうです。それが大々的に行われているのが、

この米です。 

 そこで、私は武雄で何かできないかなということを考えたときに思いついたのが、今から

の案です。今、平成25年度全国で791万トンを主食としようとして米が生産されます。面積

で換算すると、150万ヘクタールです。ＪＡに尋ねますと、その育苗用土です。焼土１トン

で苗箱を250箱分ができるそうです。それで、全国で150万ヘクタールとなると、計算上では

120万トン、10トンダンプで16万台分が要るということです。これが全国で毎年山が削られ

ていくわけです。その山が削られた跡地はどうしても自然破壊ということで、土石流等、い

ろんなことにつながって自然破壊につながっています。 

 そんな中で、また考えられたのが、また新聞で見たわけです。それは今、山里で一番やっ

かいになっているのがモウソウ竹です。この竹を粉になす機械です。それが福岡あたりの業

者が開発したとです。これは市内にあります中山鉄工等がしておりますように、岩を砕く機

械だそうです。それに竹をぶち込みますと粉になって、その粉で水稲の稲の苗をつくれば、

軽くて水を含んでも従来の土の半分以下の重量になるそうです。 

 それでこの自然に優しく、また竹というものは、３年たてばまた再生可能なる資源になる

わけです。そうすることにより、それがあるわけです。それをぜひ今、市内の製材所屋さん

や建設業者さんに見ますと、せっかくの施設があいているのが現状じゃないかと思います。

そんなところにそういうふうな機械等を導入してもらいまして、竹で粉をつくった自然に優

しい、そして竹というものは油分がありますので、農薬等の利用が極力抑えられるというふ

うにも載っておりました。それを考えますと、自然に優しい農法です。こんなのでつくった

武雄の稲です。ぜひ自然を守る我々の米を買ってくれませんかというふうな形で、得意の市

長のＰＲで頑張ってもらえば、いいブランド化になるんじゃないかと思っています。もしこ

れが成功したら、チンゲンサイ、キュウリ、またアスパラガス等の土づくり等にも利用でき

るんじゃないかと思います。ぜひ大きなロマンですけど、夢物語として提案したいと思いま

すけど、どうでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 よくわかりませんが、頑張りたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 私は今回、この竹というものは、今、昨年度の平成24年度事業でも、佐賀県の環境税とい
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うことで、北方あたりでもその竹を切って、どこかに集めるという事業が始まっているし、

今、地域の区のほうでは、ちょっと名前忘れましたけど、モウソウ竹とかいろんな竹を広い

単位で処理して集積するというふうな事業がこの前、地域でどがんしますやというふうな話

もあったわけです。それら等を含めたら、おもしろい私は地域循環の農業になるかと思いま

すけど。よろしくお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 いや、私は議員のほうがよっぽどおもしろいと思うんですがね。それっておいしいんです

か。確かに世界遺産米と、能登で、ここでも御講演していただいたローマ法王に米を食わせ

た男で、もう世界的に有名な高野誠鮮さんのお米、僕はいただいたんですよ。これ物すごう

おいしいんですよ。物すごくやっぱり工夫がされていて、有機でつくられていて、ジャポニ

カ米という品種なんですけれども、本当においしいです。これ、普通の単価のやっぱり６倍

ぐらいでも売れるというのはよくわかります。 

 ですので、単に生産者であるとか、いろんな地域が工夫をするというのは、どこも工夫し

ているんですよ。ですので、そこのポイントはおいしいか、おいしくないかなんですよ。お

いしいんですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 私もそれをつくった米を食っていませんので、それはここでは答弁できません。しかし、

さがびよりは特Ａということで、おいしい米ということが証明されております。それに磨き

をかけて生産に愛情と真心を込めれば、おいしい米は絶対できると思っています。そのため

に私はできれば、この竹の粉を、１町歩ぐらいの量を確保してつくってみたいと思いますの

で、そのときはよろしくお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

 樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

 ぜひ小池議員も一番心配されていると思うんですけどね、環境破壊にならないようにお願

いをしたいと思うのと、もう１つは、今あるものを活用するという意味では、僕は全く同感

なんですよ。大刀洗のお米、これは山口裕子議員さんもシンガポールで食べたときに、小泉

元総理が「これはうまい」と言って唯一褒めた米が、大刀洗のお米なんですね。これＦＢ良

品にも出ていますけれど、これ、ご飯に米ぬかをかけてあったんですよ。それが何で米ぬか

かけるなんて、せっかくおいしい米に米ぬかかけたらおいしくないでしょうと思ったら、食
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べたらきな粉みたいで本当においしくてね。ですので、それもすごく無農薬とは聞いていま

せんけれども、低農薬でちゃんとつくっていると。ですので、やっぱり議員が竹を使ってご

飯を僕に一回食べさせてください。それで議員もおいしい、私もおいしいとなると、それは

やっぱり売れると思います。 

 確かに全国、値段が高くてもおいしいお米を待っている層というのは確実にあります。そ

れで、今、和食に回帰しています。世界食遺産ですよね、和食がどうも認定されそうなんで

すよ。という意味からすると、和食回帰というのは健康志向であるとか、地産地消も含めて、

そこに物すごく今戻ってきていますので、そこはチャンスがあると思いますので、ぜひその

際は、山口良広議員の顔を焼き印したもので出したいと、このように思っております。焼き

米。 

○議長（杉原豊喜君） 

 ５番山口良広議員 

○５番（山口良広君）〔登壇〕 

 竹というものを言ったのは、今、一番里山でやっかいになっているのがモウソウ竹の林で

す。これをどう切って、どう処分するかというものは、里山の自然を守り、いろんな大事な

事業につながると思いますので、ぜひ一緒になって検討して、いいものをつくっていきたい

と思います。 

 これをもって私の質問を終わります。 

○議長（杉原豊喜君） 

 以上で５番山口良広議員の質問を終了させていただきます。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。どうもお疲れさまでした。 

散   会    17時９分 

 


